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  序幕

  

  「こ、これが本場の満員電車か……」

  　それは春と呼ぶにふさわしい、ピンクの花びらが舞う爽さわやかな朝の出来事。

  　とある私立高校の制服に身を包んだ少年――転校生の会あい澤ざわタクミは、清すが々すがしい春の陽気のもとで、生まれて初めての通勤ラッシュに悲鳴をあげていた。

  「こ、これが、押し潰つぶされてあんこの出そうなまんじゅうの気持ち……」

  　麗うららかな春の早朝に、押されて泣くまんじゅうの心理を理解するタクミ。今日から通う新しい学校を思い、期待に胸を膨らませながら通学電車に乗り込んだのだが、今では違う意味で胸が張り裂けそうだ。

  　地方の片田舎で育ったタクミにとって、都会の生活は見るものすべてが新鮮だった。

  　駅前の高層ビルも、派手な看板が乱立する繁華街も、五百人近い生徒が通う私立高校も、テレビの民放チャンネルが五つあることも、すべてが彼にとっては未知の領域だった。

  「そ、そう考えれば、朝の通勤ラッシュも、新鮮で、楽しい……か？」

  　真上にあった吊つり革かわを掴つかんでいたはずの手が徐々に斜めになるのを自覚しながら、満員電車初体験のタクミはこの状況をなんとかプラスに転じようと思案を巡らせていた。辛いときこそポジティブに。それが人生を前向きに生きる彼のポリシーだった。

  「た、例えばあそこにいるスーツを着たおじさん。こんな満員電車で立ったまま新聞を読むなんて、あんなに小さく折り畳んでどうやってページをめくるんだろう。職人芸だよな」

  　都会のサラリーマンが披露する脅威の読書術に、タクミは素直に感心する。さすが、都会は一味違う！

  「た、例えばあそこに立っている女の人。どう見ても吊革に掴まったまま熟睡してるよ。ときどきヒザがカクンってなるのに、一瞬目を覚ましてすぐに眠っちゃう。どれだけ睡眠不足なんだろう」

  　働く女性が成す術すべもなく睡魔に屈する様を見て、タクミは素直に感心する。さすが、都会は一味違う！

  「た、例えばあそこで前屈みになって文庫本を読んでいる全身ピンクの怪獣。手すりにも吊革にも掴まらないで、よくちゃんと立っていられるよな。やっぱり尻しつ尾ぽがあると安定感が増すのかな」

  　ティラノサウルスにも似たピンクの怪獣が見せる驚きよう愕がくのバランス感覚に、タクミは素直に感心する。さすが、都会は一味違う！

  「…………え、怪獣？」

  「都会はすごい」の一言で見過ごしそうになって、タクミは大慌てで振り返った。

  　電車内で黙々と文庫本を読む謎なぞの生き物は、体長二メートルほどの、丸々と太った、尖とがった背びれもチャーミングな、全身ピンクの怪獣だった。

  　キョロキョロと周囲を見回すタクミだが、誰も怪獣を気にしている様子はない。どうやら怪獣が電車に乗って文庫本を読む行為に違和感を覚えているのは、田舎者のタクミだけらしい。

  「さすが都会。怪獣が電車に乗っていても、みんな平然としている」

  　都会だからこそ許されるフリーダムな空気に、タクミは感動で身を震わせてしまう。

  　そうか、怪獣が電車で文庫本を読むくらい普通のことなんだ。この程度で動じていたら都会ではやっていけないんだ。コンクリートジャングルの奥深さを知って、改めて身が引き締まる思いのタクミだった。

  　ぷっ、くすくす。

  　文庫本を読んでいた怪獣が、巨体を震わせて笑っている。

  「怪獣も本を読んで笑うんだ」とか「怪獣ってどんな本を読むんだろう」とか、見るものすべてに興きよう味み津しん々しんで、もはやタクミはピンクの怪獣から目が離せない。そうやってずっと怪獣の後ろ姿を凝視していた彼は、ついにあることに気づいてしまった。

  「あの怪獣、ひょっとして着ぐるみじゃないか？」

  　適度にデフォルメされた怪獣の、巨大な口の奥深くに、人の顔と思しき影が覗のぞいている。どうやら怪獣の中の人は、口に開いた穴から顔を出して本を読んでいるらしい。

  　ピンクの怪獣が、実は全身着ぐるみ――斬新なファッションの一種だとわかって、「さすが都会は流行も最先端を突き進んでいる」と感心するタクミ。他人を疑うことを知らない性格は、田舎者である彼の最大の長所だった。

  　あの着ぐるみはどんな材質でできているのだろう。

  　あんな目立つ格好で、どこへ行くつもりなのだろう。

  　中の人は、いったいどんな人物なのだろう。

  　すっかり怪獣の虜とりこと化したタクミは、満員電車に揺られながら湧わき上がる衝動と戦い続けなければならなかった。ああ、怪獣に触りたい、声をかけてみたい、中の人の顔を見てみたい！

  　そして、そんな熱い思いを抱いていたのはタクミ一人ではなかったらしい。新社会人らしき濃紺のスーツを着た青年が、さりげなさを装いつつ怪獣の背後に忍び寄った。

  　さわさわ。

  　男の手が、怪獣の尖とがった背びれを撫なでまわす。

  　うーん、この素材は軟質ウレタンか。肌触りは合皮に近いな。

  　年若きサラリーマンが抱いたであろう感想を、タクミは勝手に妄想してしまう。ああ、羨うらやましい。僕も触ってみたい。背びれの感触を堪能したい。傍観者のタクミが懸命に誘惑と戦っていた、そのとき！

  「人の背びれを勝手に触るなんて、さてはあなた、痴漢ですね！」

  　叫ぶやいなや、怪獣が短い手を器用に動かしてサラリーマンの腕を捻ねじりあげた。

  「痴漢だって？」「背びれを触ったんだって」「最低だな」……そんな周囲の声を聞きながら、タクミはサブミッションを極きめる怪獣を唖あ然ぜんとしながら見つめてしまう。

  　刹せつ那な、怪獣の口から中の人の素顔が垣間見えた。それはタクミと同年代くらいの、丸顔が愛らしい女の子。

  「怪獣の背びれを撫でまわした罪はペットボトル六本入りダンボール箱よりも重いです！　いざ、神妙にお縄につきなさい！」

  　微妙な罪の重さを主張しつつ、痴漢男（たぶん冤えん罪ざい）の腕を捻りあげるピンクの怪獣。やがて電車が駅に到着すると、怪獣は痴漢男のネクタイを掴つかんだままホームへと飛び降りた。

  　タクミが満員の人ごみを掻かき分けて窓に張り付くと、駅のプラットホームでは逃げようとする痴漢男とピンクの怪獣がもみ合っている真っ最中だった。

  「誤解だ、俺は痴漢じゃない！　ただちょっと素材を確かめたかっただけなんだ！」

  「この期ごに及んで言い逃れなんて、天が許しても怪獣が許しません！」

  　自らを怪獣呼ばわりする少女が、卑劣な痴漢男のネクタイを掴み、男の体を四方八方に振り回す。その様はまるで人間がヌンチャクのようだ。

  「さすが、都会は一味違う……」

  　電車の窓に張り付いたまま、遠ざかるホームと、怪獣のヌンチャク捌さばきと、都会の深遠さにえもいわれぬ感動を覚えるタクミだった。
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  「カーット！」

  「ごめんなさい！　痛くなかったですか？」

  　演技終了を告げる女監督の声が響いて、ピンクの怪獣は握り締めていたネクタイからようやく手を離す。ペコペコと怪獣に頭を下げられて、ワイヤーアクションまで駆使してヌンチャク扱いされていた男性は笑顔で手を振った。大丈夫、大丈夫。

  　腰を押さえながらその場を離れる痴漢男を見送りながら、一仕事終えた安あん堵どからか、怪獣は大きく息を吐き出して改めて周囲に目を向けた。

  　二本足で歩く怪獣がよほど珍しいのだろう。一般人らしき老若男女が遠巻きに着ぐるみを眺めている。そんな中で、ピンクの怪獣は柱の陰に設置された一台のテレビカメラに注目した。カメラは側面に赤い文字で「ＫＡＧＥＫＩ」とロゴが打たれていて、話題のドラマ専門チャンネルが番組撮影で使用している機材だと自己主張していた。

  　ここはドラマや映画の撮影に特化した実験都市。

  　どんな場所でも撮影が可能と謳うたわれたこの町で、今日は駅のホームを丸々ひとつ借り切って、春から始まる連続ドラマの収録が行われていた。

  「お疲れ、逢あ由ゆ」

  　萌もえ黄ぎ色いろのセーラー服を着た少女が、短い髪を揺らしながら怪獣に歩み寄る。怪獣は極太の腕で手を振ると、その場でくるりと背を向けて、丸々と肥えた指で自身の背中を指さした。

  「はいはい」

  　萌黄色の少女が背びれの隙間に指先を突っ込み、丁寧にマジックテープをはがしていく。ビリビリと音を立てて怪獣の背中に大きな裂け目が生まれ、まるでさなぎから蝶ちようへと羽化するように、丸顔の少女が顔を出した。

  「ふわ～、あっつ～い」

  「お疲れ様。はいお茶」

  　緑茶のペットボトルを渡されて、怪獣の背中から生えてきた少女は一も二もなく口をつける。気持ちよさそうにごきゅごきゅと喉のどを鳴らす少女。着ぐるみでアクションを披露した直後だけに、水分補給もかなり豪快だ。

  「ぷは～、生き返る～」

  　それが地の喋しやべり方なのか、妙に間延びした声で水分補給の幸せを訴える怪獣少女。温厚な性格の現れなのか、少女が幸福感に目を細めると、それだけで周囲の空気が和んだかのようだった。

  「ねえ九く月がつ、私の演技どうだった？」

  「バッチリ！　と、言いたいところだけど」

  　怪獣に尋ねられて、九月と呼ばれた少女は「びしっ」と親指を立てた後、微かすかに表情を曇らせた。突き立てた親指で少女が人垣を指さすと、そこでは紺のスーツを着た三十代前半の女性が、食い入るようにしてモニター画面に見入っていた。

  「正直、怪獣の演技は私にはよくわからないよ。今、監督が撮影したフィルムをチェック中」

  「さすがの九月も着ぐるみ演技の善し悪しはわからないか～」

  　朗らかに答える怪獣の中の人。おおらかな性格なのか、それとも物事をあまり深く考えない性質なのか、少女ののんびりした言動に九月は苦笑いを隠し切れない。

  「逢由はどうなの。初めてヒロイン役を演じてみた感想は？」

  「ヒロインって言っても怪獣だからね。感想は微妙だよ」

  「そりゃそうだ」

  　仲良く笑いあう一人と一匹。そうやって和気あいあいとしている間に、どうやら監督のフィルムチェックが終わったらしい。黄色いメガホンを手に、スーツ姿の女性がすっくと立ち上がった。

  「オッケー！　撮影終了、撤収！」

  　眼鏡のつるを片手で押さえつつ、若き女監督はメガホン越しに声を張り上げる。

  「スタッフは後片付けよろしく！　学園の生徒はさっさと着替えてロケバスに乗りなさい！　早くしないと遅刻するわよ！」

  「うわ、早く着替えなきゃ！」

  　逢由と呼ばれた少女が、下半身を怪獣に食われたまま「のっしのっし」と走り出す。九月が慌てて怪獣の頭を抱え、二人は獅し子し舞まいのような息の合った連係で、怪獣ともどもプラットホームを駆け抜けた。

  

  　ピンクがよく似合う、のんびりした性格の怪獣少女。二年Ａ組出席番号二番、赤あか城ぎ逢由。

  　短髪がよく似合う、活発を絵に描いたような元気少女。二年Ａ組出席番号十番、橘たちばな九月。

  

  　性格も雰囲気も正反対の二人は、同じ学校に通うクラスメイトで、同じ夢を目ざすライバルで――そして、唯ゆい一いつ無む二にの親友だった。



  


  第一幕　ピンクの怪獣と愉快な仲間たち

  

  「これより第一回『きぐるみん』会議を始めます」

  　放課後の教室で、細長い眼鏡をかけた女教師が、きびきびとした口調で怪しい会議の開催を宣言する。教室に居残っていた女子生徒三名と男子生徒一名は、女教師の生真面目な言動を前にして「ここは笑うところ？」と互いに顔を見合わせていた。

  「よそ見しない！」

  　いきなり怒鳴られて、生徒四名は一斉に背筋を伸ばす。姿勢正しく前を向けば、口をへの字に曲げた女教師が片かた眉まゆを吊つり上げて生徒たちを見下ろしていた。

  「最初に言っておきますが、私の指導は他の先生のように優しくはありません。貴方たちの甘ったれた根性をビシビシ鍛え直しますから覚悟しなさい」

  　高圧的な態度で教え子を威い嚇かくする彼女の名は、遠えん藤どう彩さ枝え。私立歌劇学園で数学の教きよう鞭べんを執とる、スパルタ授業で名の知れた女教師である。

  　皺しわひとつないスーツの上下。色気よりも堅苦しさが目立つメイク。眼鏡の奥に潜む鋭い眼光と、不必要なまでに力の入った喋しやべり方。整った顔立ちも、短めに切り揃そろえられた髪型すらも、彼女のすべてが見る者に息苦しさと緊張感を与えている。

  「何事も最初が肝心。正しくしっかりと手順を踏んでこそ、より良い物作りが行えるのです。そこで本日は顔合わせの意味も兼ねて、私たちが撮影する連続ドラマ『きぐるみん』の説明と、出演者の自己紹介をしてもらいます」

  「えー」

  　生徒の一人である黒髪の少女が、あからさまに不満の声をあげる。が、スパルタで有名な女教師に睨にらまれると、何事もなかったように口を閉ざして、澄まし顔で前を向いてしまった。本人はそれで誤魔化しているつもりかもしれないが、厳格なスパルタ女教師に睨まれて、少女の額にはうっすらと冷や汗が浮かんでいた。

  「では、まずは連続ドラマ『きぐるみん』の説明から。渋しぶ谷やくん」

  　キビキビとそう言って、彩枝は黒板の前でぼーっと突っ立っている私服の青年を睨みつけた。

  　外見は二十代前半ぐらいだろうか。ジーンズにトレーナーという普段着感丸出しの青年は、厳格な女教師に名前を呼ばれて、ニコニコと微ほほ笑えみながら教壇に登った。柔和な笑みを振り撒まきながら、青年は爽さわやかに挨あい拶さつする。

  「皆さん、こんにちは！」

  　しーん。たっぷり三秒ほど沈黙が続いて、笑顔の青年は爽やかに仕切り直す。

  「おやおや～、どうしたのかな？　みんな元気がないぞ～。もう一度言うから、もっと大きな声でお兄さんと挨拶しようか。皆さん、こんにちは！」

  「こ、こんにちはっ」

  　かろうじて一人、丸顔の女子生徒が全身をぎくしゃくさせながら、裏返った声で挨拶を返した。笑顔の青年は爽やかな雰囲気を損なうことなく、再度みんなに声をかける。

  「おやおや～、みんな声が小さいぞ。もう一度いくよ。こんにち――」

  「渋谷くん」

  　青年の肩に何者かが手を置いた。青年が爽やかに振り返ると、そこには絶対零度の眼まな差ざしで睨みつける彩枝の顔があった。

  「『きぐるみん』の説明を、お願いします」

  　静かに、しかし有無を言わさぬ口調で、彩枝が氷点下の声を発する。

  「ええと、これはその、まずは場を和ませようかと……」

  「『きぐるみん』の説明を、お願いします」

  　青年の言い訳を一いつ切さい合がつ財さい無視して、彩枝は肉眼では確認できない絶対零度のビームを目から放ち続ける。しぶしぶ前を向いた青年は、生徒たちが必死に笑いを堪こらえていることに気づいて、少しだけ表情を和らげた。

  「初めまして！　ドラマの脚本を担当している渋谷です。僭せん越えつながら、僕の口から『きぐるみん』について説明します。そうだね～、まずは『学園カゲキ！』について！」

  「学園カゲキ！」とは。

  　総人口二十万人を数える放送芸術特区「歌劇市」は、映画振興を目的につくられた一大実験都市である。

  　歌劇市の基本コンセプトは、いつでも好きな場所でドラマの撮影ができること。

  　役所の広報課に頼めば、即座に最適なロケ地を紹介してくれる。黙っていても放送事業者や役者の卵が集まるので、人材には事欠かない。町の施設はすべて撮影を前提に作られていて、好きな位置で撮影が可能。駅周辺にはスタジオから編集室まで、あらゆる放送施設が完備されている……。

  　その使い勝手の良さから、今では数多くのドラマが歌劇市で制作されるようになっていた。

  　そんな歌劇市が中心となって作られたドラマ専門チャンネルが、通称「ＫＡＧＥＫＩチャンネル」。このチャンネルは新興メディアでありながら、ＣＳ放送やケーブルＴＶを中心に多大な人気を博していた。

  　そのＫＡＧＥＫＩチャンネルが誇る看板番組。それが、町の中心にある「歌劇学園」を舞台にした連続テレビドラマ――「学園カゲキ！」である。

  「今年度の『学園カゲキ！』では、学園を舞台にした連続ドラマを十五本制作する予定です。君たちが出演する『きぐるみん』はその内の一本で、放送期間は約一年、五十話前後を予定している訳ですが……。実は僕、これが脚本家デビューなんですよ。デビュー作が『学園カゲキ！』に使われるなんて、お兄さん嬉うれしくて嬉しくて」

  　おほん。背後で冷血女教師が咳せき払ばらいをしている。

  「……さて、『きぐるみん』についてですが」

  　よく言えば爽さわやかに、悪く言えば軽薄に、渋谷お兄さんは話を続けた。

  「きぐるみん」とは。

  　歌劇学園では、各クラスが一時間枠の番組を一本ずつ受け持つ決まりとなっている。

  　ありていに言えば一クラスで一本のドラマを制作して、それを毎週放送していることになる。一学年は五クラスで構成されているため、三学年合わせて十五本のドラマが放送される計算だ。

  　生徒が俳優となって、一年間、ドラマ制作に従事する。ドラマでの演技が認められてスター街道を駆け上がった生徒は数知れず。この独特の番組編成こそ、歌劇学園が「日本一のタレント養成学校」と呼ばれる所以ゆえんであり、未来の大スターを夢見る少年少女がこぞって入学を希望する理由でもあった。

  　そして、今年の歌劇学園二年Ａ組が制作するドラマこそが、「きぐるみん」だった。

  「怪獣の着ぐるみを普段着にしている少女と、そんな彼女に振り回される善良な少年の、笑いの耐えない日常を描いた恋愛コメディ」

  　それが、連続テレビドラマ「きぐるみん」の内容だった。

  「『きぐるみん』の主要キャストは、今日ここに集まって貰もらった四人です。ちなみに脚本は僕、渋谷紘こう一いちが担当。総指揮はこちらの美しい女性監督、兼二年Ａ組の担任でもある遠藤彩枝先生が務めます」

  　渋谷の紹介を受けて、眼鏡の女教師が小さく会釈する。

  　脚本家の長話に耳を傾けていた黒髪の少女が「しぶやこういち？」と不思議そうに首を捻ひねっていたが、当の渋谷はさして気にも留めずに話を続けた。

  「僕の信条は『面白ければそれでいい』です。面白いアイデアならば、皆さんの意見もどんどん取り入れるつもりです。これから一年間、楽しくドラマを作っていきましょう。よろしくお願い――」

  「あーっ！　渋谷紘一！」

  　渋谷が頭を下げようとしたところで、黒髪の少女が椅い子すを跳ね飛ばす勢いで立ち上がった。驚きに目を丸くする渋谷を指さしながら、少女はぱくぱくと口を開閉させる。

  「思い出した！　渋谷紘一って『桜の木の下で』の主役じゃない！　どうしてそんな有名人が脚本家なんてやってるのよ！」

  「桜の木の……何？」

  　大声でまくし立てる黒髪の少女へ、隣に座っていた童顔ショートカットの少女が首を傾げてみせる。黒髪の少女は「あの有名なドラマを知らないの？」と喚わめき散らすと、胸の前で両手を重ねて、神に祈るような姿勢で瞳ひとみを輝かせはじめた。

  「『桜の木の下で』は『学園カゲキ！』初期の傑作ドラマよ。お調子者の男子高校生と、赴任したばかりの新人熱血女教師が、様々な障害を乗り越えて惹ひかれあう純愛ストーリー。二人は教師と生徒、それは決して許されない恋。二人の愛の行く末には悲しい結末が……。ああ、思い出しただけで鳥肌立ってきた」

  　よほど大好きなドラマなのか。恍こう惚こつの表情で身み悶もだえする彼女の頬ほおは、ほんのり桜色に染まっていた。愛のこもった解説を受けて、正体を暴かれた新米脚本家は照れたように頭を掻かいてしまう。

  「いや～、まいったなあ。よくそんなむかしのドラマを知っているね」

  「はい！　お母さんが大好きだったドラマで、その影響で私も古いドラマをよく見てたんです！」

  「あ、そう、お母さんが……古いか……」

  　地味にショックを受けている渋谷だった。

  「『学園カゲキ！』に出演していたってことは、渋谷さんも歌劇学園の生徒だったんですか」

  　夢ゆめ現うつつで思い出に浸る黒髪の少女に代わって、童顔ショートカットの少女がハキハキとした声で質問する。

  「ええ、そうですよ。僕は歌劇学園のＯＢで、みんなの七つ上になるのかな？」

  「はいはーい！　渋谷さんにしつもーん！」

  　夢ゆめ現うつつから現実へと復帰した黒髪の少女が、ぶんぶんと音が鳴りそうな勢いで腕を振る。あまりの迫力にたじろぎながら渋谷が「どうぞ」と促すと、少女は瞳ひとみを輝かせながら興きよう味み津しん々しんの体ていで身を乗り出してきた。

  「『桜の木の下で』が放送されていた当時、話題になってましたよね。主役の渋谷さんは、恋人役だった女の先生と現実でも恋仲だったんじゃないかって。それって本当のところはどうだったんですか？」

  　何の脈絡もなく、当時のワイドショーネタを蒸し返す少女。芸能人の結婚離婚不倫話が大好物な彼女は、周囲の人間から「脅威のゴシップ脳」と恐れられている要注意人物だった。

  　予想外の質問に戸惑いながらも、渋谷は爽さわやかさを損なうことなく返答する。

  「ご期待に添えなくて申し訳ないけど、人気のあるドラマほど、出演者は実生活でも付き合ってるんじゃないかって噂うわさになるものだよ」

  「じゃあ本当に付き合ってた訳じゃないんですか。なんだ、つまんないな～」

  　明らかに落胆した様子で席につく黒髪の少女。その落ち込み具合を見て、渋谷は苦笑いしか出てこない。……と思っていたら、ゴシップ少女は再び目を輝かせて渋谷に詰め寄った。

  「あ、でも今回渋谷さんが学園に戻ってきたってことは、共演していた女の先生とも再会した訳ですよね？　ひょっとして、再会して焼け木ぼつ杭くいに火がついたとか」

  「最初から焼けてないから」

  　他人の恋愛事情に異常なほど感心を示す少女へ、当事者の渋谷は呆あきれるのを通り越して楽しくさえ感じてしまう。そんな夢見がちな後輩へ、渋谷は清すが々すがしいほど爽やかにトドメを刺してあげた。

  「あと言っておくと、僕の恋人役だった新にい山やま先生はすでにこの学校にはいないから」

  「なーんだ、学校にいないんじゃ恋の炎も再燃しようがないですね」

  「だから、最初から恋の炎は燃えてないよ」

  　渋谷のツッコミを聞き流しながら、黒髪の少女はしょんぼりと肩をすぼめて席につく。

  　赤の他人の噂話でここまで盛り上がれる彼女に感動しつつ、渋谷は背後に立つ絶対零度の冷血女教師――遠藤彩枝の表情を覗のぞき見た。視線に気づいた彩枝は、微かすかに眉まゆを吊つり上げると、左手で耳にかかった髪を掻かきあげた。

  「渋谷くんの紹介はそのくらいでいいでしょう」

  　話が一段落したと受け取ったのか、彩枝は渋谷を押しのけると、威圧的な態度で生徒たちを見下ろした。

  「ドラマ制作にはチームワークが必要不可欠。十全のコミュニケーションを図るために、今から皆さんには自己紹介をしてもらいます。まずは水み無な月づきさんから」

  「は、はい」

  　憧あこがれの俳優に出会えて心ここにあらずだったのか。それともずっと信じていたゴシップ記事がデマだとわかって気落ちしていたのか。完全に油断していた黒髪の少女は、いきなり名ざしされて甲高い声をあげてしまった。

  　だが、皆の視線を集めていると気がついて、少女は緩みきっていた表情をキリリと引き締める。体重を感じさせない優雅な物腰で、長く美しい黒髪をなびかせながら少女は颯さつ爽そうと立ち上がった。

  「三年Ａ組、出席番号十八番。水無月杏きよう子こです」

  　それは鈴が鳴るような、よく響く、それでいて心地よい透明感のある声。

  　すらりと伸びた手足。腰まで届く美しい黒髪。新雪にも似た純白の肌。憂いを帯びた瞳ひとみは微かすかに潤うるみ、それでいてどこか意志の強さを感じさせる。典雅な雰囲気と圧倒的な存在感を併せ持つ彼女は、まさしく学園屈指の美人と称される存在だった。

  「スポーツ万能、成績優秀、加えてリーダーシップもある私ですが、性格そのものは真面目で実直、おとなしくて控えめなタイプです。芝居が恋人で、殿方とお付き合いする気は毛頭ないのですが、毎日のように男子から愛の告白をされてしまうのが目下の悩みです」

  「全部嘘うそじゃない」

  　自称「真面目でおとなしくて控えめな美人」の自己紹介を、隣に座っていたショートカットの少女が一いつ刀とう両りよう断だんに切り捨てる。かたや切り捨てられた黒髪の美少女は、いきなり手の甲を口に当てて「おっほっほっ」と意味不明な高笑いで対抗していた。どうやら友人の発言を否定する気はないらしい。

  「……次の人」

  　こめかみを押さえながら、彩枝が次の自己紹介を促す。まだまだ喋しやべり足りなかったのか、杏子が「えっ」と不満そうな声をあげたが、冷血女教師に睨にらまれてすごすごと席についた。

  　続いて立ち上がったのは、杏子の隣に座っていた童顔ショートカットの女子生徒。

  　痩やせ型でスレンダーな体格。しかし華きや奢しやな体つきに反して血色はよく、外見はすこぶる健康的。ぱっちりと開かれた瞳はいかにも活発な印象で、ショートカットの髪型と相まって元気溌はつ剌らつとした印象を見る者に与えている。先の杏子が優雅な「月」のイメージなら、彼女は力強い「太陽」といったところか。

  「二年Ａ組、出席番号十番、橘たちばな九く月がつです。陸上部所属で趣味は百メートル走、特技は二百メートル走。『きぐるみん』の劇中では怪獣の友人役『クガツ』を演じます」

  「好きな動物はブタです。理由は美お味いしいからです」

  　横合いから小声で茶々を入れた男子生徒の後頭部に、九月のグーパンチが炸さく裂れつした。鈍い音とともに机に顔を叩たたきつけられた少年が、後頭部を押さえながら暴力少女を睨にらみつける。

  「いきなり何するんだよ」

  「うるさいバカ」

  「バ、バカって言う方がバカなんだぞ」

  「バーカバーカ」

  　鼻が触れ合いそうなほどの距離まで顔を近づけて、低レベルないがみ合いを始める二人。喧けん嘩かしているはずなのに、とても仲が良さそうに見えるのはなぜだろう。

  　だが、彩枝の刺すような視線に気づいた九月は、すぐに「よろしくお願いします♥」とにこやかに微ほほ笑えんで、何事もなかったように席についた。

  「……次の人」

  　こめかみを押さえながら、彩枝が次の自己紹介を促す。続いて自己紹介を始めたのは、痛む後頭部をさすりながら立ち上がった男子生徒だった。

  「二年Ａ組、出席番号一番、会あい澤ざわ拓たく海みです。よろしくお願いします」

  　朴ぼく訥とつに自己紹介をして拓海は席につく。数秒の間、自己紹介が終わったことに気づかなかった彩枝は、「この子は本当にスターになりたいのか？」と疑いの目を彼に向けてしまった。

  　中肉中背。優しそうという以外、これといった特徴のない面立ち。凡庸な外見も、覇気のない雰囲気も、すべてがどこにでもいそうな平凡な男の子。

  　普通。それが彩枝の抱いた会澤拓海の印象だった。

  「……次の人」

  　こめかみを押さえながら、彩枝が次の自己紹介を促す。

  「は、はいっ！」

  　ガチガチに緊張した声を張り上げたのは、丸顔の女子生徒だった。バランス感覚に欠けているのか、彼女は慌てて立ち上がろうとして足を机にぶつけてしまい、体勢を崩してそのままペタンと椅い子すに座ってしまった。

  「あ、う、あ、す、すみません」

  　右手と右足が一緒に出そうなぎこちなさで改めて立ち上がり、少女はギクシャクと頭を下げる。

  　線の細い体つき。気の弱そうなタレ目がちの瞳ひとみ。態度は常にオドオドしていて、緊張のためか心持ち顔色も悪くなっている。「守ってあげたくなる」という意味で美少女のカテゴリには入るかもしれないが、この落ち着きのなさを「可愛い」と思うか「イラつく」と思うかで第三者の意見は分かれるかもしれない。

  「し、出席番号二番、赤あか城ぎ逢あ由ゆ。十六歳、独身です。陸上部です。怪獣をやります。よ、よ、よろしくお願いします！」

  　最後だけ元気よく頭を下げる逢由。それは勢い余って机に頭突きしそうなほどのお辞儀だったが、さすがにそこまでドジではないのか、無事に頭を上げるとホッとした表情で椅子に腰を下ろした。

  　どうにか無難に自己紹介を終えた逢由を見て、「オチがないなあ」とつぶやいたのは黒髪美人の杏子である。自己紹介にオチを求める杏子へ、逢由は「ふええ」と潤んだ瞳ひとみで許しを請う。

  　主要キャストの自己紹介を一通り聞き終えて、頭を抱えていた彩枝はゆっくりと顔を上げた。

  「全員、自己紹介やり直し」

  　えーっ、と文句を垂れる男女四名に、女教師の雷が落ちるのは時間の問題だった。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（四月第四週放送分）より


  　　サブタイトル「集まれ！　ピンクの怪獣と愉快な仲間たち」


  

  「あ、タクミくん」

  　麗うららかな春の朝。春風を感じながら気持ちよく通学路を歩いていたタクミは、軽快なステップで登校中の怪獣とばったり遭遇した。

  「お、おはよう。アユちゃん」

  　知り合いになったばかりの怪獣に、タクミは引きつった笑顔で手を振る。

  　転校生のタクミは思い出していた。転校初日のホームルームで、緊張しながら新しいクラスに足を踏み入れた瞬間、一番前の席に座っていたピンクの怪獣と目が合ってしまった衝撃を。その数分後、クラスメイトとなったピンクの怪獣から「私、赤城アユ。よろしくね」とフレンドリーに挨あい拶さつされた衝撃を。

  「えっと、今日もその格好なんだね」

  「『今日も』って、私はいつもこの服だよ」

  「服？」

  　着ぐるみは服の範はん疇ちゆうに入るのか？　疑問に思ったタクミだが、そこはあえて追及しないことにした。ピンクの怪獣という時点でツッコミどころが満載なのだ。細かいことをいちいち気にしていたら、とてもじゃないが身が持たない。

  　アユが着ている怪獣は「ずんぐりむっくり」を絵に描いたような絶妙なデフォルメ具合で、丸々とした柔らかそうなボディ、まん丸のつぶらな瞳、ちょこちょこと動く短い手足など、パーツ毎に見れば愛らしいと形容できなくもない。

  　もっとも、それらが全部揃そろった二メートル近い巨体となると、それはもう悪夢以外の何物でもないのだけれど。

  「あの、タクミくん。あんまりじろじろ見ないでくれる？」

  　怪獣の口内に見え隠れする素顔が、恥ずかしそうに頬ほおを染める。タクミにしてみれば「珍獣を興味深く観察している」感覚なのだが、女子高生のアユにしてみれば「女の子の全身を舐なめまわすように観察しているエロスな男」と感じられたのかもしれない。

  「ご、ごめん」

  　些いささかの理不尽さを覚えながらも、タクミは素直に頭を下げた。この素直さが彼の美点だが、その後もちらちらと横目で怪獣を見てしまうあたり、良心よりも好奇心が勝っているようだ。

  　そうして怪獣の全身をさりげなく、かつ舐めまわすように観察していたタクミは、ある衝撃の事実に気がついた。

  　この怪獣、トカゲの化け物のような外見のくせに……手に肉球がある。

  「アユちゃん。聞いてもいいかな」

  「何？」

  「その格好で学校に通ってるってことは、ノートなんかもその手で書いているってことだよね？　……その手で字って書けるの？」

  　がーん！

  　タクミの質問に、目に見えてショックを受けるピンクの怪獣。わなわなと巨体を震わせながら、傷心の怪獣は質問に答える。

  「そ、それは私が文字も書けないようなおバカさんに見えるってことですか？　確かに私は子供っぽい性格だけど、幼稚園児じゃないんだから字ぐらいちゃんと書けます！」

  「そういう意味じゃなくて。そのでっかい肉球のついた手でちゃんと鉛筆が握れるのかなって」

  「肉球をバカにするんですか！　こんなにぷにぷに柔らかくて気持ちいいのに！　天にも昇る心地よさなんですよ！　ぷにぷに！」

  「いや、触り心地はどうでもいいから」

  　まったく話のかみ合わない二人、もとい一人と一匹。そうしてかみ合わない討論を繰り広げていると、突然タクミの背中に激痛が走った。

  「どーん！」

  「ギャフン！」

  　いきなり背後から飛び蹴げりを食らって、タクミはプールに飛び込む水泳選手の勢いでアスファルトに突進する。打ち付けた額を押さえながら起き上がると、そこには両手を腰に当てて偉そうに胸を張るショートカットの少女が立っていた。

  「アユを泣かせるとはどういう了見だ！　このビッチが！」

  　元気の塊のような少女が荒々しい口ぶりで言い放つ。

  「ビッ、チ、って、僕はただ肉球について……」

  「テメエ、男のくせに言い訳するつもりか！」

  　背中にくっきりと足形をつけられたタクミが弁明しようとするが、残念ながら江戸っ子気質の少女は端はなから聞く耳を持っていなかった。スカートにもかかわらず、少女は立ち上がろうとするタクミをキック連打で威い嚇かくする。

  「はいはい、そこまで」

  　呆あきれ顔でそう言って元気娘の襟えり首くびを掴つかんだのは、長い黒髪が綺き麗れいな美少女だった。背の高い美少女に襟首を掴まれて、べらんめえ口調の少女がじたばたともがく。

  「離せよ、キョウコ先輩！　私にはアユを守る使命があるんだ！」

  「はいはい」

  　暴れる元気少女を脇わきへと押しのけて、キョウコと呼ばれた年長の女性が、尻しり餅もちをついたままのタクミに手を差しのべる。

  「ごめんね、この子そそっかしいところがあるから。君が会澤タクミくんでしょ？」

  「どうして僕の名前を？」

  「アユから聞いてるわよ。転校生で、ずっとアユのことばかり見ているクラスメイトがいるって」

  　意地悪く言われて、タクミは転校初日の出来事を思い出してしまった。

  　同じクラスにピンクの怪獣がいると知って、タクミはすぐに彼女から目が離せなくなった。

  　それは、「あの体でどうやって椅い子すに座るのか」とか「歩くとき尻しつ尾ぽは邪魔じゃないのか」とか「着ぐるみの指で縦笛が吹けるのか」とか、怪獣の一挙手一投足が気になって仕方がなかっただけなのだが……。

  「アユに目をつけるなんて、なかなか見る目があるじゃない。わかるわかる、あの子って可愛いもんね」

  「え？　いや、僕が彼女を見ていたのは単に怪獣の生態が気になったから……」

  「照れるな照れるな。ここはこのキョウコ先輩にどーんと任せなさい。私に任せておけば、君とアユをカップルにするなんて造作もないこと！」

  「別に怪獣とカップルになる気は……」

  「恥ずかしがるなよ、青少年」

  　豪快に笑いながら、キョウコは「ばんばん」と音を立ててタクミの背中を叩たたいた。美び貌ぼうの外見と豪快な中身のギャップに、一般人のタクミはついていくだけで精一杯だ。

  「さて、私たちはお邪魔だね。ここは若い二人に任せて年寄りは退散するとしますか」

  　ショートカットの元気娘を「ひょい」と小こ脇わきに抱えて、二人をカップルにすると勝手に公約したキョウコが嵐のように去っていく。

  　春風が心地よい通学路。呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ一人と一匹を残して、「ごゆっくり～」という朗らかな声と「離せ～、アユは私が守る～」という殺意に満ちた声は遠ざかっていった。
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  「つくづく思うけどさ、この脚本っておかしいよね」

  　早朝の通学路でテレビドラマ「きぐるみん」の撮影を行っていた拓海が、台本片手に率直な感想を口にする。

  「そうだね～。面白いよね～」

  「いや、その『可お笑かしい』じゃなくてさ」

  　着ぐるみ姿でひょこひょこ歩く逢由が嬉うれしそうに同意して、拓海は微妙なニュアンスの違いを伝えられずに困ってしまう。特技が「天然ボケ」と「失言癖」である怪獣の中の人は、拓海の困惑にも気づかず着ぐるみごと「？」と首をかしげていた。

  　本日の撮影内容は「怪獣と同じクラスになったタクミが、初めてキョウコ、クガツの二人と出会う」場面だった。キョウコとクガツは、怪獣アユと同じ部活に所属する「先輩」と「親友」という設定である。

  「二人でこそこそと何の話？」

  　陽気な口調で一人と一匹の間に割って入ったのは、ドラマそのままの性格で現実を生きている杏子だった。一人だけ三年生の彼女は、二年生の拓海たちにとって目上の存在に当たるはずだが……どうしてもそう扱ってもらえないのが「見た目は美人なのに中身は残念な人」と称される杏子の個性だった。

  「たいしたことじゃありませんよ。渋谷さんの台本はおかしいよね、って話をしていただけです」

  「あー、まあ確かにおかしいけど、面白いからオッケーでしょ」

  　杏子先輩ってこういう人なんだよな。彼女の「楽しければ万事ＯＫ」という一貫した姿勢が頼もしくもあり、物悲しくもある拓海だった。

  「三人集まって何の話？」

  　続いて興きよう味み津しん々しんの体ていで近づいてきたのは、拓海の背中に必殺の飛び蹴げりを決めたショートカットの元気娘・九月だった。共演している杏子とは、昨年放送されたドラマで「新入生をいじめる陰湿な先輩」と「先輩にいじめられるか弱い新入生」を好演した仲である。

  　そんな過去にいじめていたか弱い後輩へ、杏子は陽気に片手を上げる。

  「いやいや、たいしたことじゃないよ。ちょっと拓海が『渋谷さんは頭がおかしいよね』って脚本家批判をしていただけだから」

  「勝手に話を膨らませないでください」

  　拓海がムキになるのも無理はない。水無月杏子という人間は、些さ細さいな話を大おお袈げ裟さに吹聴することで有名な要注意人物でもあった。杏子の人柄を説明するときに、枕まくら詞ことばとして「悪い人じゃないんだけど」とつくことが多いのは、このあたりの事情が由来している。

  「単に『きぐるみんの台本は変わってるよね』って話をしていただけだから。ええと、ほら、例えばこのへんの会話とかさ」

  　そう言って拓海が示した台本には、劇中のタクミとアユが登校しながら交わす、幾つかのやり取りが記されていた。

  

  『へえ、キョウコ先輩ってアユちゃんが所属している部活の先輩なんだ。そういえばアユちゃんって何部なのかな？』

  『私はオカルト研究会の部員だよ』

  『ああ、アユちゃんは存在自体がオカルトだもんね。納得』

  

  「とか、あとは怪獣の口から中の人の顔を覗のぞき込んで――」

  

  『怪獣はアレだけど、中の人は可愛いんだね』

  『がーん！　な、中の人なんていません！　中の人なんていないんですっ！』

  

  「って泣き叫びながら走り去る怪獣とか。明らかに普通の感性の持ち主には書けない内容だよね」

  「いいんじゃない。面白いから」

  　脚本家である渋谷の「面白ければそれでいい」という信条に、全面的に賛同の意思を示す杏子。平凡な感性の持ち主である拓海は思わずにはいられない。どうして歌劇学園にはまともな人がいないんだろう？

  　そうやって四人が脚本家批判に花を咲かせていると、遠くから監督である彩枝の声が轟とどろいた。

  「撤収！　もたもたしない！」

  　体の芯しんまで響く怒鳴り声で、彩枝がロケの終了を宣言する。朝一番でロケに参加していた拓海たちは、これから学校に向かうため、大慌てで身の回りの片付けを始めた。

  　そんな中、ピンクの怪獣は背中のマジックテープをはがそうと短い腕を背後へと回す。

  「うーん」

  　しかし手が届かない。

  「うーん！」

  　懸命に仰のけ反ってぷるぷると肉球を震わせる怪獣だが、残念ながら一向に手が届く気配は見られない。

  「それわざとやってるの？　はい、後ろ向いて」

  「すみません……」

  　杏子に手伝ってもらってようやく怪獣の背中に穴が開き、たっぷりと汗をかいた逢由が脱皮さながらに上半身を外に出した。

  「ふわ～。涼しい～」

  　独特の間延びした喋しやべり方で、逢由が火ほ照てった体を春風に晒さらす。そんな解放的な気分に浸っている逢由を――汗で張り付いたシャツから透けて見える彼女の白いブラ紐ひもを、なんとなく見つめてしまう拓海。

  「どこ見てるの」

  　どき。

  　ショートカットの元気娘が、目を細めながら拓海の顔を覗のぞき込む。

  「別に、何も見てないよ」

  「逢由は私の親友だからね。変な目で見たら承知しないから」

  「だから何も見てないって」

  「嘘うそばっか。目がいやらしいのよ、目が！」

  　目を逸そらしながら無実を主張する拓海と、そんな彼の視界に入ろうと上半身を回り込ませる九月。九月が右から回り込むと、拓海は左を向いてしまう。九月が左から回り込むと、拓海は右を向いてしまう。どんなに頑張っても一向に目を合わせてくれないので、とうとう九月は拗すねたように唇を尖とがらせてしまった。
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  「むー。そりゃ、逢由に比べたら私なんて全然可愛くないだろうけどさ、少しは私のことも見てくれたっていいじゃない」

  　唇を尖らせたまま、聞こえるか聞こえないかの小声で九月が嘆く。鈍感な拓海もさすがに九月がやきもちを焼いていると悟って、慌てて身振り手振りを交えたフォローに努めた。

  「そ、そんなことないよ。ほかの人はどうか知らないけどさ、僕には、その、九月が一番だから」

  　九月が上目遣いに見上げると、言ってて恥ずかしくなったのか、拓海が顔を火ほ照てらせながらそっぽを向いていた。自分で言わせておきながら、九月までもが恥ずかしさで耳まで赤くなってしまう。

  「な、何いきなり恥ずかしいこと言ってるのよ。あー、でも、そう、かな？　ふーん。えっと、でも今回は乱暴な言葉遣いをする男っぽい役だから、私みたいに可愛い子じゃミスキャストかもね。あははは」

  　熟れたトマトのように顔を真っ赤にしながら、九月は照れ隠しの悪態を並べ立てる。赤面しながらはにかむ九月に対して、拓海はゆっくりと視線を下へ――九月のつるんでぺたんな胸元へと移動させた。ふうん、男みたいな役か。

  「安心しろ、九月。それはハマリ役だ」

  　ビシッと親指を突き立てる拓海。

  　直後、両目を鋭角に吊つり上げた九月が無数のパンチを繰り出し、拓海が慣れた動きで攻撃をかわす。逃げる拓海と追う九月。間違いなく喧けん嘩かしている二人なのに、傍はたから見るとイチャついているとしか思えないのはなぜだろう。

  「あの二人、またやってる」

  　そう言って、仲良く追いかけっこする二人を温かく見守るのは、怪獣の背中から上半身だけ抜け出した逢由だった。タオルで頬ほおの汗を拭ぬぐいながら、逢由は着ぐるみを脱ぐ手を止めて、笑いながら走り回る二人に見入ってしまう。

  　……ごくごく自然に、逢由の視線は拓海の屈託のない笑顔に釘付けとなった。

  「彼、いい顔で笑ってるね」

  　撮影の後片付けを手伝っていた渋谷が、脱皮中の怪獣へと声をかけてきた。いきなり話しかけられて戸惑う逢由へ、渋谷はマイペースに言葉を続ける。

  「今の彼の表情。一片の邪気もない、素直ないい笑顔だよ」

  「そ、そうですね」

  　たどたどしく同意しながら、逢由は再び、追いかけっこする二人に注目する。

  　逃げる拓海の背中へ、九月が両手を伸ばしてしがみつく。背後から抱きつかれて、小柄な九月をおんぶする格好となった拓海。ふらつきながらも懸命にバランスを保とうと苦心する一方、背後からしがみついた九月は拓海の首にしっかりと両腕を絡めて、自分の胸を彼の背中に押し付けていた。

  　九月を背負った拓海は、この状況を心から楽しんでいるかのように笑っていた。笑いあう二人の表情はとても純粋で、一点の曇りもなくて……。

  「拓海くんは、九月と一緒だといつもあんな風に笑うんです」

  　逢由の率直な思いが、自然と口を突いて出る。

  「九月がそばにいるときだけ、あんな風に笑うんです……」

  　逢由のつぶやきを聞いて、渋谷の心にとある疑念が湧わき上がった。拓海と九月の関係についてまったくの無知だった渋谷は、真偽を確かめるべく怪獣少女に尋ねる。

  「あれ？　ひょっとして、拓海と九月って付き合ってるの？」

  「えっ、知らなかったんですか。あの二人は学園公認のカップルですよ」

  　キョトンとしている渋谷へ、事情通の逢由がたどたどしくも語り出す。

  　それは昨年放送された「ＢＳカゲキ」という人気番組での出来事。この番組で二人は様々な艱かん難なん辛しん苦くを乗り越え、紆う余よ曲きよく折せつの末に晴れて結ばれた。その一部始終が全国津つ々つ浦うら々うらに放送されたため、二人の関係は今や学校公認どころか全国のお茶の間公認と言っても差し支えないという。

  「そうなのか。じゃあ九月には気の毒なことをしたかな」

  　二人の親密な関係を知らされて、脚本家の渋谷は微かすかに表情を曇らせる。

  　渋谷が二人に申し訳ないと思った理由。それは、彼の書いた脚本が「タクミとアユの恋愛を描いた話」だったから。

  「九月にしてみれば、たとえ演技とはいえ恋人と親友が好き合うところなんて見たくはないだろうに」

  「渋谷さん、その心配は九月に対して失礼です」

  　渋谷の不安をばっさりと切り捨てたのは、常になく歯切れがいい逢由だった。

  「演技は演技。現実は現実。歌劇学園の生徒なら、誰でもそのくらいはちゃんと割り切ってます」

  　いつもオドオドと自信なさげにしている逢由が、珍しく堂々と相手の目を見て言葉を紡ぐ。

  「私たちはプロの役者です。プロなら、好きな人がラブシーンを演じるのを見たぐらいで動じたりはしません。ドラマと現実を混同するようではプロ失格です」

  　普段はおっとりしている逢由が、柄にもなく強気な物言いで渋谷に迫る。それはまるで、逢由ではない別の誰かが彼女に乗り移ったかのようだった。

  「ドラマと現実を混同するようではプロ失格、か」

  　逢由のもっともな指摘を受けて、渋谷は、スタッフにテキパキと指示を飛ばす女教師の後ろ姿を目で追いかける。

  「……同感だね」

  　渋谷の微かすかなつぶやきが、風に乗って空に溶ける。果たして渋谷の声は届いたのか。逢由は逢由らしからぬ冷めた瞳ひとみで、親友とその彼氏を見つめていた。

  　背後から抱きついた九月。背後から抱きつかれた拓海。相変わらず口では言い合いを続けながら、二人とも一分の邪気もない、幸福に満ちた笑顔を浮かべていた。

  　抱き合う二人。幸せな、笑顔。

  「安心して、九月。誰も二人の仲を邪魔したりしないから」

  　ぽつりと逢由が口にしたそれは、果たして誰に向けられた言葉なのか。

  「私と拓海くんが結ばれるなんて、そんなの、ドラマの中でしかありえないことだから」

  　たとえ私が、拓海くんを――だったとしても。

  　唇が形作ったつぶやきは、何者の耳にも届かないまま、風に流され溶けて消えた。

  

  「皆様～、こちらがオカルト研の部室になりま～す」

  　バスガイドのような独特のアクセントで、鍵かぎ束たばを持った杏子が狭い室内を案内する。

  　杏子を先頭にしてぞろぞろと入室するのは、拓海、九月、逢由、渋谷、彩枝といった『きぐるみん』関係者の面々。彼らはドラマにも登場する「オカルト研究会」の活動を見学するために、放課後の部室を訪ねていた。

  「でも、杏子先輩が本当にオカルト研の部員だったなんて意外だな」

  　薄暗い室内を見回しながら、拓海が思ったことをそのまま口にする。話題に上った杏子は、カーテン代わりに張られた暗幕を左右に開くと、窓を開けて春の空気を招き入れた。

  「ま、部員って言っても私は単なる人数合わせだけどね。部員数が足りなくて廃部寸前だったところへ、ケーキ食べ放題と引き換えに私の名前を貸してあげたのよ」

  「安い名前ですね」

  「少なくとも教師の前で暴露する話ではないわね」

  　拓海の背後に立った彩枝が、ハンカチで口元を押さえながら埃ほこり臭くさい室内を見渡す。

  　あまり使われていないのか、うっすらと埃の積もった室内には小型のテレビ、ビデオデッキ、水晶玉、頭ず蓋がい骨こつ、怪しげな書物の山、用途不明な実験器具の数々が散乱していた。

  　臭気漂うカオスな空間を眺めながら、彩枝はなんちゃってオカルト部員である杏子に尋ねる。

  「オカルト研は普段どんな活動をしているのですか？」

  「さあ」

  　幽霊部員らしく首を捻ひねる杏子だった。

  『きぐるみん』のドラマでは、怪獣アユとその親友クガツ、そして先輩のキョウコがオカルト研の部員という設定になっている。そこで、撮影の下見も兼ねてオカルト研の活動内容を知ろうというのが今回の見学ツアーの主旨だったのだが……。

  「ガイド役が幽霊部員では下見にならないわね」

  「いやあ、面目ないっ」

  　まったく反省の色が見られない杏子が陽気に頭を押さえる。役立たずな幽霊部員を前にして、拓海と逢由は九月にそっと耳打ちしていた。

  「ところでさ、ずっと疑問だったんだけど、どうして三年生の杏子先輩が僕たち二年Ａ組のドラマに出演してるの？」

  「オカルト研が舞台になるから、オカルト研の部員を一人レギュラーに加えたって話だけど」

  「へえ、そうなんだ～。じゃあ人選ミスだね～」

  「そこうるさい！」

  　地獄耳の杏子に指をさされて、失言癖のある逢由は「ひやあああ」と震え上がってしまった。

  　息の合った四人のコントを聞いて笑いを堪こらえていた渋谷は、ふと本棚に挟まっていた一冊のノートに目を留めた。何気なく手に取ると、ノートの表紙には黒地に金色の文字でこう記されていた。

  　歌劇学園黒魔術の書。

  「それはオカルト研に代々伝わる魔術書です」

  　渋谷が手にしたノートに気づいて、人さし指で逢由の額を小突いていた杏子が簡単に説明する。

  「一言で言えば、オカルト研の先輩方が黒魔術について記した本ですね。ノートには様々な黒魔術の技法が書いてあります。惚ほれ薬の作り方とか、嫌いな人を呪のろい殺す方法とか、お喋しやべりな人を無口にさせる秘術とか、新入生が無性にオカルト研に入部したくなる魔法とか。もちろん全部インチキですけど」

  「ふうん。惚れ薬、ね」

  　楽しそうに目を細める渋谷。その表情の変化に気づいた杏子は、悪いた戯ずらっ子の眼まな差ざしで馴なれ馴れしく渋谷の脇わき腹ばらを小突いてみせた。

  「あれあれ？　渋谷さん、欲しいんですか。惚れ薬」

  「うーん、そうだね。どちらかというと、今はお喋りな人を無口にさせる薬が欲しいかな」

  　はっはっはっ、と笑いながら後ずさる杏子であった。

  　離れていく杏子を笑顔で見送った渋谷は、何か閃ひらめいたのか、懐から真っ赤な手帳を取り出して一心不乱にメモを取りはじめた。

  　燃え盛る炎のような色の手帳を見て、好奇心に駆られた九月が興きよう味み津しん々しんの瞳ひとみで覗のぞき込む。真紅の手帳の表紙には、なぜか平仮名で「あいであのーと」と記されていた。

  「アイデアノート？　つまり渋谷さんのネタ帳ってこと？」

  　思いついたアイデアを熱心に書き込む渋谷を見て、九月が感心したように頷うなずく。細かなネタも見逃さない。普段は頼りなく思えても、渋谷は立派にプロの脚本家なのだ。

  　よほど集中しているのか。九月の視線も気にすることなく渋谷はアイデアノートにペンを走らせる。やおら渋谷は、両手で口元を押さえておとなしくしていた杏子を手招きした。

  「幽霊部員に質問。机の上に置いてある怪しげな壺つぼは何に使うのかな」

  「これはコーヒーを飲みたくなったとき、お湯を沸かすために使います」

  「壺でコーヒー？　なるほど、それは使える」

  　幽霊部員の教えを、何の疑いもなく真紅の手帳に書き連ねる渋谷。

  　これらのオカルトなアイテムがどのように劇中で使われるのか。やり取りを聞いていた唯一の良識者である拓海は、期待一割と不安九割を抱かずにはいられなかった。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（四月第四週放送分）より

  　　サブタイトル「集まれ！　ピンクの怪獣と愉快な仲間たち」

  

  「へえ、いろんな部活があるんだな」

  　転校生の会澤タクミは、校舎の離れにあるクラブハウス棟と呼ばれる建物を散策していた。

  　四月から学園に通いはじめたタクミは、これを機に何かの部活に入ろうと決意していた。そこで数多くの部室が並ぶクラブハウス棟を訪れたのだが……。

  「こんなにたくさん部活があると目移りしちゃうよ。ひとつひとつ見学していたら、全部回るだけで何日もかかりそう……ん？」

  　とある部室の前を通りかかったところで、タクミは形容し難い不気味なオーラを感じて思わず足を止めてしまった。見れば、扉には部活動の名前を示すプレートが貼はられていた。

  　――オカルト研究会。

  　プレートには、確かにそう書かれていた。

  　タクミは思い出す。今朝、通学路でばったり出会ったピンクの怪獣と、一緒に登校しながら交わした会話の数々を。

  

  『そういえばアユちゃんって何部なの？』

  『オカルト研究会だよ』

  『ああ、アユちゃんは存在自体がオカルトだもんね』

  

  「そうだ。オカルト研究会ってアユちゃんが在籍している部活だ」

  　思い出すと同時に、タクミは無性に興味をそそられてしまう。怪獣が所属する部ってどんなところなのだろう、と。

  　むかしの人は言いました。好奇心は猫を殺す。

  「失礼しまーす。部活を見学したいんですが」

  　好奇心に負けた猫（タクミ）が、奇怪なオーラを放つ扉に手をかける。ドアを開けて隙間から中を覗のぞき込むと、そこに見えたのは……。

  「う、ふ、ふ、ふ、ふ」

  　暗幕が日の光を遮る室内で、黒いマントに三角帽子をかぶったショートカットの少女が、怪しげな微笑を湛たたえながら、奇怪な形の壺つぼでぐつぐつと何かを煮込んでいた。

  「う、ふ、ふ、ふ。あと少し、あと少し」

  「お、お邪魔しました～」

  　バタン。扉を閉めるタクミ。あああ、見てはいけないものを見てしまった！

  　すぐさまこの場を離れようと、タクミは迷わず回れ右をする。だが、このまま何事もなく立ち去るなど天が許してもオカルトの女神が許さなかった。閉めたばかりのドアがいきなり開き、怪しい液体を煮込んでいた黒マントの少女が現れた。

  「ようこそオカルト研究会へ！　我々は入部希望者を歓迎する！」

  「い、いえ、僕は入部希望者じゃ」

  「遠慮するな。ぐだぐだ言わず中に入れ。ちょうど魔法の壺でコーヒーを淹いれていたところだ。お前にも飲ませてやる」

  　見るからに逃げ腰なタクミの腕を掴つかみ、強引にオカルト時空へ引きずり込もうとする怪人黒マント。

  「このままではオカルト研に入部させられてしまう！　いや、それ以前にあんな怪しいコーヒーを飲まされたら命に関わる！」

  　本能で身の危険を察したタクミが、必死になって少女の手を振り払う。だが、このまま無事に逃げられるほどオカルトの女神は優しくなかった。

  「あれ、タクミくん。こんな所で会うなんて奇遇だね」

  　逃げ出そうとしたタクミの眼前に、ピンクの怪獣が立ちはだかった。前門の怪獣、後門の魔女。ただの一般人であるタクミにもはや逃げ場はない。

  「アユ、いいところに来た。そいつを捕まえろ。入部希望者だ」

  「えっ！　タクミくん、オカルト研に入部するの？」

  　ぶんぶんぶん。光の速さで首を振るタクミ。こうして断固とした拒絶の意思を示された怪獣は、

  「よかったぁ。今年は部員が少なくて困ってたんだ。オカルト研はタクミくんの入部を歓迎するよ！」

  「お願いだから人の話を聞いて！」

  　マイペースな怪獣は人の話を聞かない生き物だった。

  　そんな二人のやり取りを聞いて、黒マントの少女が突然険しい顔つきになった。

  「タクミ？　はて、どこかで聞いた名前だな」

  　頭にかぶった三角帽子を片手で押さえながら、ショートカットの少女がタクミに顔を近づける。柄の悪い男言葉、不審人物の証である三角帽子に黒マント、そしてオカルト研の禍まが々まがしい雰囲気のせいで今まで気づかなかったが、間近で見る少女は小柄で整った顔立ちをしていた。

  　ぱっちりと開かれた瞳ひとみ。血色のいいピンクの唇。快活さを十二分に含んだ明るい面立ちには、ショートカットの髪型がよく映える。おそらく万人が美少女だと認めるであろう怪人黒マントは、タクミの顔をじっと見て、そして叫んだ。

  「思い出した！　アユにちょっかい出していた変態転校生！」

  「変態じゃない！」

  　タクミの反論を無視して、黒マント少女は腕を組みながら考える。「うーん」と悩ましい声をあげるほど悩みに悩んで、そして少女は決断を下した。

  「ええい、背に腹はかえられない。変態の入部を許可する！」

  「だから変態じゃない！」

  　このままでは本当にオカルト研に入部させられてしまう！　人の話を聞かない二人組の説得は無理だと理解して、タクミは一刻も早くこの場所から離れようと走り出す。体勢を低くしたタクミに脇わきを抜かれそうになって、黒マントの少女は咄とつ嗟さに手を伸ばした。

  　逃げるタクミの首筋に、少女の細い腕がするりと絡みつく。一瞬でチョークスリーパーの体勢になって、首を締められたタクミの意識が急速に遠のいていく。

  「今だアユ。こいつの足を持って」

  「ねえクガツ？　タクミくんの顔がだんだん白くなってきてるけど」

  「いいから早く！」

  　このときタクミは、怪獣が発した「クガツ」という名前を聞いて、ようやく体育会系魔女の正体が今朝の飛び蹴げり女だと理解した。今ごろ理解しても、すでに手遅れではあるのだけれど。

  　クガツに命令された怪獣が、気絶寸前となったタクミの足を持ち上げる。黒マントの少女が頭を、ピンクの怪獣が足を持って、ぐったりとした少年は怪しげな部室へと連行されてしまった。

  「新入部員、一名様ごあんな～い」

  　陽気なクガツの声と、閉ざされる扉の音を聞きながら、タクミの意識は深い深い闇やみの底に落ちていくのだった。

  　会澤タクミ。オカルト研究会、入部決定。



  


  第二幕　ピンクの怪獣と街角ショッピング

  



  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（五月第二週放送分）より


  　　サブタイトル「大食いサバイバル！　ピンクの怪獣ＶＳ駅前商店街」


  

  『三十分で完食できたら賞金五千円』

  　メニューにそんな文字が躍っている喫茶店で、ピンクの怪獣は直径三十センチほどの通称「バケツプリン」にスプーンを突き刺していた。

  「ところでさ、アユってタクミのこと、どう思ってるの？」

  　怪獣の胃袋に吸い込まれていくプリンの塊を眺めながら、テーブルを挟んで斜はす向かいに座っていたキョウコが問いかける。手のひらのぷにぷに肉球で器用にスプーンを操りながら、怪獣アユは満面の笑顔で質問に答えた。

  「うん。好き」

  　自分の気持ちに正直な怪獣を前にして、尋ねたキョウコの方が唖あ然ぜんとしてしまう。ぱくぱくぱく、とリズミカルにプリンを飲み込む音だけが店内にこだまする。

  「あんな男のどこがいいんだ」

  　憎々しげにつぶやいたのは、アユの真正面でふてくされているクガツである。アユの親友を自称するクガツは、この一か月、タクミが怪獣にふさわしい男かどうか観察を続けていた。

  「腕力は人並み。ルックスは平凡。成績は中の上。いいところなんて何もないじゃないか」

  「でも優しいよ。タクミくんは、とっても優しい人だよ」

  「優ゆう柔じゆう不ふ断だんなだけだ。ものは言いようだな」

  　よっぽどタクミが気に入らないのか、クガツが忌いま々いましげに言い放つ。二人の会話が途切れたところで、他人の恋愛話が大好物のキョウコが話に割り込んできた。

  「で、どうなのよ。タクミとはうまくいきそう？」

  「うまくいくも何も、別に付き合おうとか思ってるわけじゃないから。私はタクミくんのそばにいられればそれで……」

  「なんでよ！　好きならアタックすればいいじゃない！」

  「アタック？」

  　キョウコに言われて、いろいろなアタックを妄想するアユ。バシンとかドカッとかズガガガガーンとか、そんな擬音が似合いそうな猛烈アタックの数々がアユの脳裏を駆け巡る。

  「うーん。殺人アタックはともかく、私って最近タクミくんに避けられている気がするんだよね」

  「なんだと！　アユのようないい子に好かれておいて、避けるなんてどういう了見だ！　会あい澤ざわタクミ、許せん！」

  「あんたはアユの恋に賛成なのか反対なのか、どっちなのよ」

  　気合い満点でテーブルに身を乗り出すクガツを制して、キョウコは改めてピンクの怪獣へと向き直る。見れば、テーブルを占領していたバケツプリンは、すでに三分の一にまで量が減っていた。

  「それにしてもわかんないわね～。アユのような可愛い怪獣に四六時中つきまとわれて、タクミはいったい何が不満なのかしら？」

  「まったくだ。ピンクの怪獣がのっしのっしと巨体を震わせながら後をついて回ることの、どこに避けたくなる要素があるんだ。あいつの考えていることはさっぱりわからん」

  　自称「普通の感性の持ち主」であるキョウコとクガツが、タクミの異常な行動を口々に非難する。……とは言うものの、

  「ま、タクミもそんなに悪いヤツじゃなさそうだし、ここはこのキョウコ様が二人の恋を取り持ってやろうじゃない」

  　頼まれもしないのにおせっかいを焼きたがる。それが、勉学以外では人一倍アクティブな水み無な月づきキョウコという生き物の習性だった。

  　順調にプリンの量を減らしていくアユを横目に見ながら、キョウコは自称「怪獣の親友」であるショートカットの少女に声をかける。

  「で、クガツはどうする？　やっぱりアユとタクミが付き合うのには反対？」

  「バカにするな。私はアユの親友だぞ」

  　黙々とプリンを消化する怪獣を見ながら、クガツは雄たけ々だけしく拳こぶしを握り締め、熱い思いを込めて宣言する。

  「アユの喜びは私の喜び！　アユが望むなら私はどんなことだってする覚悟だ。アユがタクミを好きだと言うなら、この私が命にかえて二人の仲を取り持ってやる！」

  「よく言った！」

  　キョウコとクガツががっちりと握手を交わして、ここに「アユとタクミを恋人同士にしよう同盟」が成立した。

  　と同時に怪獣がスプーンを置き、両手を合わせてお辞儀する。五千円獲得を確実なものとした怪獣の、愛らしい声が店内にこだました。

  「ごちそうさまでした」
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  「九く月がつとピンクの怪獣って似てるよね」

  「どこが！」

  　杏きよう子こからいきなりピンクの怪獣と同類扱いされて、九月はプリンを食べる手を止めて反論する。この日、喫茶店でのロケを終えた女子高生三名は、余り物のバケツプリンを囲んで雑談に興じていた。

  「私は着ぐるみなんて着ないし、天然でもない！」

  　スプーンを振りかざして力説する九月へ、逢あ由ゆがはむはむとプリンを頬ほお張ばりながら穏やかに合いの手を入れる。

  「天然な人ほど『自分は天然じゃない』って言うよね～」

  「なんでかな。逢由にそれを言われると無性に怒りが込み上げてくるのは」

  　意味のわからない逢由が、スプーンを口に咥くわえたまま「？」と小首を傾げる。そんな微ほほ笑えましい掛け合い漫才をよそに、杏子は「九月と怪獣の共通点」について訥とつ々とつと語りはじめた。

  「私が言いたいのは、九月と怪獣はどっちも自分に正直だってこと。臆面もなく思ったことをそのまま口に出せる性格って心底羨うらやましいと思うわ」

  「杏子先輩に言われても嬉うれしくありません」

  　なんとなく腑ふに落ちない九月だが、杏子が言わんとしていることは理解できたので、とりあえず納得した。ただ、どうしても反論したい部分はあるようだが。

  「杏子先輩が思っているほど私は正直者じゃないです。それに、思ったことをそのまま口に出すのは長所というより短所です」

  「あれぇ。今の言い方だと、その短所で失敗したことがあるみたいよ？」

  「失敗なんて日常茶飯事です。余計なことを言って、その度に『この性格を直さなきゃ』って落ち込むんですから」

  　スプーンの先をくるくると回しながら、意外と繊細な九月が愚痴っぽく言い返す。ため息をつきながら前を見ると、そこには幸せそうにプリンを頬ほお張ばる逢由の顔があった。もふもふと無心にプリンを頬張る逢由は、見るからに愛らしい。

  「あーあ。私も逢由みたいな可愛い子に生まれたかったな。可愛くて、引っ込み思案で、からかわれたらすぐ赤くなって。見るからに『ザ・女の子』って感じだよね」

  「ひょ、ひょんなこひょないひょ」

  　口一杯にプリンを頬張っていた逢由が、慌てて反論しようとして舌足らずな声で叫んでしまう。あうあう言いながら目を閉じて、懸命にプリンを飲み込む逢由。うーん、うーん、もぐもぐ、ごっくん。

  「そ、そんなことないよ」

  　涙目で律儀に言い直す逢由。それを見て「いやお前は絶対可愛い」と思ってしまう九月。

  「わ、私は九月みたいになりたいって思ってるよ。明るくて、活発で、いつだって堂々としていて。九月は私の理想なんだから」

  「いやいや、理想の女の子は逢由みたいな可愛い子だって」

  「違うよ、九月だよ」

  「理想の女の子」の譲り合いが始まって、杏子は微ほほ笑えましい気分で後輩二人を眺めてしまう。

  「ようするに、二人とも『無い物ねだり』ってわけか」

  　自分に欠けている素養を持つ人は、得てして素晴らしく見えるもの。いつだって隣の芝生は青いのだ。

  　杏子が怪獣の手のひら（肉球）をつつきながら相好を崩していると、お喋しやべりは苦手なはずの逢由が珍しく身振り手振りを交えて熱心に語り出した。勢い、ぷにぷに肉球が離れていって、杏子は「ああっ」と未練がましい声を漏らす。

  「絶対に、九月みたいに好きな人に『好き』ってはっきり言える性格の方がいいよ。そういうのに女の子は憧あこがれるんだから」

  「ちょ、ちょっと。いくら私でもそんな恥ずかしいこと言わないわよ。人前では」

  　拓たく海みとの関係を茶化されて、さすがの九月も赤面してしまう。

  　二人の会話を聞いていた杏子は、微笑ましい気持ちから一転、怨おん念ねんのこもった眼まな差ざしで九月を睨にらみつけた。ふ～ん、つまり人前じゃなきゃ言うんだね、このバカップルがっ！

  「あ、あれ？　なんか、杏子先輩から怨念のようなものを感じるんだけど」

  「しょうがないよ。杏子先輩って美人なのになぜか男の人には全然モテないから」

  「逢由も九月に負けず劣らずはっきり言う性格だと思うわよ。悪い意味で」

  　杏子の怨おん念ねんオーラに当てられて、ナチュラルに暴言を吐く癖のある逢由が「ひいいい」と悲鳴をあげた。スプーンを持ったまま涙目で怯おびえる逢由を威い嚇かくしつつ、杏子は三人の中で唯一の彼氏持ちである九月にささやかな反撃を試みる。

  「そういえば前に雅まさ弥やが言ってたわ。拓海は恋人にするには物足りないけど、旦だん那なにするには最高の男だって」

  　遠回しに「拓海って優しいだけのつまらない男よね」と口撃する杏子。もっとも、聞きようによっては単なる「妬ねたみ」や「負け惜しみ」に聞こえてしまうのが少々物悲しいところだが。

  　ちなみに「雅弥」とは、拓海の無二の親友でもあるクールな眼鏡男子「加か賀が雅弥」をさしている。今や学園きっての二枚目俳優となった雅弥は、『きぐるみん』にこそ出演していないものの、拓海と同じ二年Ａ組の生徒として今も変わらぬ友情を育んでいた。ちなみに雅弥と杏子は昨年のドラマで共演して以来、ファーストネームで呼び合う間柄である。

  　ともかく、こうして杏子にネチネチと口撃された九月は……。やおら、「にへら」と表情をだらしなく緩ませた。

  「そうですよ～。拓海は優しくて、いつだって私のことを大事にしてくれて、恥ずかしそうに手を握ってくれるところとか腕を組んだだけで顔を真っ赤にするところとかが可愛くて、拓海が笑うと私まであったかい気持ちになって、そばにいるだけでホッとするっていうか安心できるっていうか」

  「こいつ、開き直りやがった！」

  「恋人のいない杏子先輩にも、拓海みたいに素敵な彼氏が現れるといいですね～」

  「マジでムカツク！」

  　これが恋する乙女の余裕なのか、九月にあっさりと言い負かされて頭に血が上る杏子。そんな怒れる先輩を「まぁまぁ」とのんびりした物言いで宥なだめるのは、誰よりも間近で九月と拓海のアツアツぶりを見せつけられている逢由だった。

  「仕方ないですよ、杏子先輩。九月と拓海くんのいちゃつきっぷりは筋金入りですから。私も九月たちとよく一緒に帰りますけど、あまりのラブラブオーラに『この二人の間には絶対入れない！』っていつも思うんですよ」

  「ごめんね逢由。私たちがいつもラブラブで」

  「そこまで堂々と言われると、いっそ清すが々すがしいわ」

  　のろけることをやめようとしない九月へ、杏子は敗北を認めるかのように頭を垂れる。それを見た気配りのできるドジっ子逢由が、大慌てで杏子のためにフォローを入れた。

  「でも、杏子先輩だって男友達は無駄に多いんですから、その中から適当に彼氏にすればいいじゃないですか」

  　逢由の失言は、常に本気で言っているからタチが悪い。

  　男友達と恋人の間には天と地ほどの差があるんじゃ！　と内心で叫びつつ、不ぶ躾しつけな質問をされた杏子は冷ややかに言い返す。やられたら倍にしてやり返す。それが水み無な月づき杏子、鉄の掟おきて。

  「そういう逢由はどうなのよ。好きな男子の一人や二人いるんでしょ？　ほらほら、正直に白状しちゃいなさいよ」

  「私ですか？」

  　杏子に詰め寄られてほんの一瞬だけ視線が泳いだ逢由は、しかしちらりと九月を見て、すぐに表情を笑顔へと変化させた。柔和に微ほほ笑えみながら、逢由は淀よどみなく言葉を紡ぐ。

  「好きな人なんていないですよ。残念ながら」

  　そのハキハキとした返答は妙に芝居じみていて、「なんだか逢由らしくないな」と九月は思った。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（五月第三週放送分）より


  　　サブタイトル「宿命の対決！　ピンクの怪獣とイワトビペンギン」


  

  「そんな、ピンクの怪獣が二匹いるなんて！」

  　ピンクの影を追いかけて学校の屋上へと駆けつけたタクミは、対たい峙じする二匹の生命体を発見して驚きに言葉を失った。

  『アユ以外のピンク生命体が町を闊かつ歩ぽしていた』

  　そんな噂うわさが流れはじめてから一週間。「怪獣の偽者が現れた」と話題になって、タクミたちオカルト研の面々は犯人捜しに躍起になっていた。そしてついに、アユとタクミは犯人らしきピンクの物体を屋上へと追い詰めたのだが……。

  「これが、アユちゃんの偽者？」

  「タクミくん、騙だまされちゃダメです！」

  　絶句するタクミにもわかるように、　ピンクの怪獣が丸々と肥え太った手で相手を指さす。

  「よく見てください。この人は怪獣じゃありません。この人は……ペンギンです！」

  　どっちも人じゃないけどね。心の中でつぶやきつつ、タクミは怪獣と対峙する謎なぞの生き物を観察する。

  　それは確かにペンギンだった。しかもただのペンギンではない。全身をピンクに染め上げたその生き物は、ＣＭなどでも有名な、太い眉まゆ毛げが凜り々りしいイワトビペンギンだった。

  　体長は約二メートル。丸々と太ったずんぐりむっくりの体型で、黄色い嘴くちばしの下に開いた穴から着ぐるみの中の人が顔を出している。黒縁眼鏡をかけたその人物は、怪獣と向き合ったまま、顔色ひとつ変えずに手ビレで眼鏡の位置を押し上げた。

  「偽者とは人聞きが悪い。俺はつい最近着ぐるみの素晴らしさに目覚めたばかりの、どこにでもいるごく普通の高校生だ」

  「そんなおかしな格好をした高校生が普通なわけがありません！」

  「アユちゃん、自分で言っちゃった！」

  　動揺するタクミを無視して、黒縁眼鏡がよく似合うクールなイワトビペンギンは、涼しげな声で自己紹介を始める。

  「覚えておくといい。俺の名は加賀マサヤ。この世で最もピンクの着ぐるみが似合う男だ」

  「それは、私に対する挑戦ですね」

  　真正面から睨にらみ合う怪獣とペンギン。視線が絡み合い、激しく火花が散る。

  「……そうだな。この世にピンクの着ぐるみは二体もいらない。どちらが真の着ぐるみにふさわしいか、勝負だ！」

  　どうやらペンギンと怪獣は相あい容いれない存在らしい。タクミが状況についていけない間に、二体の着ぐるみによるプライドをかけた戦いが幕を開けた。

  　ぺったんぺったんと緊迫感に欠ける足音を響かせながら、二体の着ぐるみが全速力で間合いを詰める。「怪獣キーック！」
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  「イワトビペンギンキーッぐわあ！」

  　必殺技の名前の長さの差で、怪獣キックが先に命中した。

  　怪獣の全体重を乗せた飛び蹴げりがまともに入って、ペンギンの体はゴムマリのように跳ね回り、屋上の端を仕切るフェンスへと叩たたきつけられる。

  「ぐはあっ！」

  　吐血して、ばったりと前のめりに倒れ込むイワトビペンギン。どうやらただの一撃で勝敗は決したらしい。「むんっ！」と鼻息も荒く、ピンクの怪獣が勝利のガッツポーズを披露した。

  　だが、必殺の一撃を食らいながら、加賀マサヤと名乗るクールなペンギンは気丈にも立ち上がった。血に濡ぬれた唇を手ビレで拭ぬぐい、体についた汚れを「ぱんぱん」と叩はたき落として、満まん身しん創そう痍いのペンギンは強気に言い放つ。

  「フッ、今日はこのくらいで勘弁してやろう」

  「新喜劇!?」

  　タクミの叫びを完全に無視して、ペンギンは身軽に金網をよじ登った。二本の足でフェンスの上に立って、怪獣を見下ろす加賀マサヤ＠イワトビペンギン。だが、もちろんフェンスの向こう側は足場のない絶壁なので、いかなペンギンでもそこから逃走することは叶かなわない。

  「逃げようとしても無駄です。諦あきらめて観念しなさい！」

  　フェンスの上で仁王立ちするペンギンへ、怪獣が降伏を促す。だが逃げ場を失ったはずのペンギンは、不ふ遜そんにも横柄な態度で言い返した。

  「この程度で俺を追い詰めたつもりか。甘いな、怪獣」

  　どう見ても追い詰められているペンギンは、なぜか自信たっぷりに相手を見下していた。

  　まさか、このまま屋上から飛び降りて逃げるつもりなのか？　そう察したタクミが咄とつ嗟さに声を荒げる。

  「やめるんだ！　この高さから落ちたら怪我じゃすまないぞ！」

  　忠告するタクミへ、しかし横柄なペンギンは自信満々に言い切った。

  「落ちる？　この俺が？　いいだろう、無知な貴様らに教えてやる。俺はペンギン！　ペンギンは鳥！　鳥は空を飛べる！　従って、俺は空を飛べる！」

  「なんて見事な三段論法！」

  　ペンギンの論理的説明を受けて、怪獣が驚きよう愕がくに眼を見開く。そしてタクミは違う意味で驚愕に眼を見開く。

  「いや、あの、ペンギンは空を飛べな――」

  「さらばだ、怪獣！　また会おう！」

  　タクミが忠告するより早く、自称「空飛ぶペンギン」の加賀マサヤは、金網を蹴けって大空へとダイブした。ばっさばっさと手ビレを羽ばたかせて――。

  　うわああああぁぁぁぁぁ……。どさっ。

  「あっという間に青空の彼方に消えてしまうなんて、とてつもないスピードだわ。加賀マサヤ、なんて恐ろしいペンギンなのかしら！」

  　一瞬でペンギンを見失った怪獣は、敵が飛び去った（と思われる）青空の彼方を熱い眼まな差ざしで見上げていた。

  　この後、ピンクのイワトビペンギンが目撃されることは二度となかったという……。
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  「まっ、雅弥が、ペンギン……雅弥が、ペンギン……」

  　クールな二枚目として人気の高い「加賀雅弥」が、ペンギンの着ぐるみ姿でフェンス脇わきのマットから姿を見せたとき、屋上では杏子が体をくの字に折り曲げて、コンクリートの壁に拳こぶしを叩たたきつけていた。

  　猫背気味の背中をぷるぷると震わせながら、ひぃひぃと横おう隔かく膜まくを痙けい攣れんさせる杏子。無愛想で有名な雅弥もさすがに堪こらえきれなくなったのか、眉まゆ毛げが凜り々りしいイワトビペンギンの格好のままのっしのっしと彼女に近づく。が、

  「お疲れ様、雅弥。いい演技だったよ」

  　クラスメイトである拓海にタオルを差し出されて、雅弥は不平を抱えたまま足を止めてしまった。

  「……すまないな」

  　腹を抱えて笑う杏子を無視して、雅弥は素直にタオルを受け取る。

  　温厚な拓海とクールな雅弥では一見接点がなさそうに思えるが、こう見えて気の合う二人は学内でも有数の名コンビとして周囲に認知されていた。それらは偏ひとえに、昨年放送されたＢＳカゲキという番組の影響であるのだが。

  「でも、まさか雅弥がペンギン役を引き受けてくれるとは思ってなかったよ」

  「俺も、まさかペンギンを演じる日が来るとは予想していなかった」

  　不機嫌とも受け取れる物言いで、雅弥が淡々と答える。

  「新しい生徒会長はすぐに安請け合いをするからな。尻しり拭ぬぐいさせられる方はたまったものではない」

  　二年生になって晴れて生徒会役員に選出された雅弥が、歯に衣きぬ着きせぬ物言いで生徒会長を非難する。だが雅弥の冷めた言動にも慣れているのか、拓海は話題に上った生徒会長の容姿を思い浮かべて自然と微ほほ笑えんでしまった。

  　昨年度の生徒会長が「全校集会で宙を舞いながらエレキギターを掻かき鳴らす」ような破天荒な人物だった反動か、今年の会長はすこぶる人格者だと専もつぱらの評判だった。

  　拓海の知る限りでは、今年の生徒会長は慈愛に満ちた笑顔を常に絶やさない、穏和な洋風美人という印象だった。善良な人柄と落ち着いた物腰から「歌劇学園最後の良心」などと呼ばれているとかいないとか。

  　そんな生徒会長から名ざしで副会長に任命されたのが、ほかでもない加賀雅弥だった。雅弥は一年の頃から悪役として名を馳はせていたこともあって、今では生徒会トップ２をさして「仏の会長、鬼の副会長」と称する向きもあるという。

  　以上、余談であった。

  「で、でも……急にペンギン……て、大変だっ、た、でしょ？」

  　出番もないのに撮影を見学していた杏子が、目に涙を浮かべながら雅弥に尋ねる。

  　どうやら杏子はどこからかペンギン雅弥の噂うわさを聞きつけて、用もないのに撮影に立ち会っていたらしい。雅弥は冷めた目で親しい先輩を見下ろすと、着ぐるみ姿のまま冷淡につぶやいた。

  「笑いたいのなら遠慮なく笑って貰もらって構いませんが」

  「や！　そんなことないって！　雅弥が一生懸命ペンギンやるのを見て、笑う……なん、て、そんな、失礼な……」

  　杏子の頬ほおが痙けい攣れんし、目元が加速度的に緩んでいく。そうしてついに耐え切れなくなったのか、杏子は両手で口元を押さえると、ペンギンに背を向けて壁に体を押し付けた。小刻みに震える黒髪を睨にらみつけながら、雅弥は冷静に拓海へと話を戻す。

  「確かに、『きぐるみん』の脚本家から生徒会に『着ぐるみでアクションできる役者を調達してほしい』と依頼があったのは昨日だ。急な仕事で心も体も準備不足だったことは否めない」

  「脚本家って、渋谷さんが？」

  　話に出た渋谷を捜して拓海は周囲を見回す。話題の主である脚本家は、監督である彩枝と一緒に金網の側に立って何やら雑談をしていた。

  　金網越しに足元を指さす渋谷。フェンスの向こうに何を見ているのだろう。二人はどんな会話を交わしているのだろう。好奇心に駆られた拓海は、ふと、撮影前に杏子が語っていた噂話を思い出した。

  「今回の屋上ロケは、渋谷さんが『屋上で撮影したい』って言い出して決まったんだって。渋谷さんがむかし出演していた『桜の木の下で』っていうドラマでも屋上が印象的な場面で使われていたから、それで懐かしくなったんだね、きっと。うん、間違いない」

  　杏子の「間違いない」が信用ならなかったので聞き流していたけれど、懐かしそうに眼下を眺める渋谷を見ていると、案外正しいのかもしれないと思えてくるから不思議だった。

  「でも、まさか生徒会副会長が直々に出演してくれるとは思ってなかったよ」

  「生徒会長に面と向かって頼まれたら、無下に断るわけにもいかない」

  　どうやら雅弥にも苦手なものはあるらしい。そう思いつつ、拓海も生徒会長の優美な容姿を思い出して、「あの人にお願いされたら断れないよなぁ」とそんな風に考えてしまった。

  「……あれ？　でもたしか生徒会長って」

  「どうかしたのか？」

  「うん。九月から聞いたんだけど、杏子先輩と生徒会長は三年間ずっと同じクラスで、とても仲がいいんだって。その縁で杏子先輩はいろんなお願いを会長にしているとか何とか」

  「ふむ、杏子先輩が会長に頼みごとを」

  　自然と二人の視線が、出番もないのに撮影を見学していた杏子へと向けられる。噂うわさの杏子は相変わらず二人に背を向けたまま、「雅弥がペンギン！　雅弥がペンギン！　最高！」と横おう隔かく膜まくを引きつらせながら壁を叩たたいていた。

  　……ふと、雅弥は思った。

  　イワトビペンギンに扮ふんした雅弥を見て、杏子が腹を抱えて笑っている。

  　そんな雅弥がペンギンを演じることになったきっかけは、生徒会長から直々に依頼されたから。

  　そして杏子は生徒会長と仲が良く、それが縁で会長に様々な頼みごとをしているという。

  　――ひょっとして、杏子が生徒会長に「雅弥をペンギンにしよう！」と持ちかけた？

  「いや、まさかな」

  　おぞましい考えを振り払うように、ペンギンの着ぐるみごと首を左右に振って、手ビレで黒縁眼鏡を押し上げるイワトビ雅弥。

  　そもそも渋谷が生徒会長に頼みごとをしたことも、それ以前に渋谷がペンギン役を探していたことも、杏子は知らなかったはずである。そんな状態で「雅弥をペンギンにしよう」などと画策できるはずが……。

  「どうしたの、雅弥。何だか表情が険しいよ」

  　ポーカーフェイスで知られる友人の心境を鋭く察知して、拓海は心配そうに、ペンギンの嘴くちばしの下にある雅弥の顔を覗のぞき込む。心配された雅弥はあくまでクールな姿勢を貫きながら、事の真偽を確かめるべく拓海に質問した。

  「拓海に聞きたいことがある。杏子先輩は脚本家の渋谷さんとは仲がいいのか？　その……ドラマに今後どんな役が登場するか、先んじて教えてもらえるほどに」

  「そうだね、杏子先輩って誰とでもすぐに仲良くなれる人だから。渋谷さんともよくメールのやり取りをしてるみたいだよ。ドラマに関する意見交換とか、そういえばアドバイスもしたって言ってたかな」

  「杏子先輩が渋谷さんにアドバイスを？」

  　拓海から貴重な情報を得た雅弥は、現状を正確に把握するべく、時系列順にデータを整理することにした。

  



  ①杏子と渋谷は仲がいい。


  ②渋谷はドラマにペンギンの着ぐるみを出すことを決めた。


  ③杏子は渋谷にアドバイスをした。


  ④渋谷はペンギン役にふさわしい人材を求めて生徒会長に相談した。


  ⑤杏子と生徒会長は仲がいい。


  ⑥生徒会長は雅弥にペンギンを演じるよう依頼した。


  ⑦雅弥がピンクのイワトビペンギンになって、杏子は腹を抱えて笑っている。


  

  　すべては推論である。単なる憶測の域を出ない……はずなのに。

  　なぜ自分のような二枚目俳優が、ペンギンの着ぐるみというキワモノを演じることになったのか。その内情を垣かい間ま見みた気がしてならない雅弥だった。

  　三年Ａ組、水無月杏子。味方にしても役に立たないが、敵に回すとこれほど恐ろしい相手はいない。

  

  「撮影が始まってもうすぐ二か月になるんだなぁ」

  『きぐるみん』主要キャストの黒一点である拓海が、弁当片手にしみじみとつぶやいている。

  　間もなく中間試験が始まろうという五月の下旬。連続ドラマ『きぐるみん』の出演者一同はオカルト研の部室に集まって、思い思いの昼食を食べていた。

  　今日は昼休みを利用して部室で撮影を行う予定なのだが、今はまだ収録前のリラックスタイムである。食事をとりながら、拓海たちは毎度変わらぬくだらない話題で盛り上がっていた。

  「慣れって怖いよね。隣で怪獣がご飯を食べていても全然違和感がなくなったよ」

  　箸はしを止めた拓海が、隣に座るピンクの怪獣を見る。

  　彼らの位置関係は、円陣を組むように、平凡な顔立ちの男子生徒、ショートカットの快活な女子生徒、喋しやべらなければ美人な女子生徒、怪獣という席順である。約一名、明らかに違和感がある食事風景にも、すっかり馴な染じんでいる一同だった。

  　着ぐるみのまま器用に箸を使う逢由を見て、サンドイッチにかじりついていた九月が感心したように言葉を漏らす。

  「逢由は凄すごいね。着ぐるみで動き回る体力はもちろん、その格好で箸や鉛筆を器用に使いこなすんだから。その上、撮影になれば怪獣の能天気な性格もきちんと演じてるんでしょ？」

  「そうそう。普段の引っ込み思案な逢由とは対極の性格だもんな。能天気なキャラを演じるコツとかあるの？　あるんだったら教えてよ」

  　拓海に質問されて、逢由は怪獣の口の中で微ほほ笑えみながら答えてくれた。

  「たいしたことじゃないよ。普段の九月をイメージして演じているだけだから」

  「待って待って。それってどういう意味かな」

  　漫才よろしく、九月が絶妙の間合いでツッコミを入れる。その両隣では、拓海と杏子が「なるほど」と納得したように頷うなずいていた。

  　くすくす。

  　どこからか笑い声が聞こえて、杏子は反射的に周囲を見回す。間もなく部室の片隅にうずくまる笑い声の主を発見して、杏子は小さく肩をすくめると仲間たちの輪へと戻った。

  「ところでもうすぐ夏だね。去年は撮影が忙しくて夏休みどころじゃなかったから、今年こそ海に行きたいなぁ」

  「夏って、まだ五月ですよ。いくら何でも気が早いんじゃ……」

  「甘いよ拓海！　地球温暖化をナメちゃいかん！　日付は五月でも、世間じゃすっかり夏の陽気なんだから。エルニーニョがフェーン現象でヒートアイランドなんだよ。わかる？」

  「わかりません。あとエルニーニョ現象は日本が冷夏になる前兆ですから、猛暑になるのはラニーニャ現象……」

  「海に行きたいなぁ～」

  　拓海のツッコミを聞き流しつつ、杏子は真夏の海に思いを馳はせる。青い海。白い雲。真っ赤なスイカ。そして一夏のアバンチュール。ビバ、夏の海！

  「でも、現実は部活が忙しくて海に行く余裕なんてないですよね」

  　夢をぶち壊しにする逢由の一言で、一夏のアバンチュールに思いを馳せていた杏子は一瞬で凍りついてしまった。

  　余談だが、水無月杏子、橘たちばな九月、赤あか城ぎ逢由の三名は陸上部に在籍している。従って、真夏の陸上部がどれほどハードか彼女たちは身に染みて理解していた。連続ドラマの撮影＋炎天下で運動部のトレーニング。その合間を縫って海で遊ぶことがいかに過酷なスケジュールであるかは想像に難くない。

  　現実の厳しさを思い知らされて、がっくりと落ち込む杏子。それでも海への思いを断ち切れないのか、白米を食べるピンクの怪獣をぼんやりと眺めながら、何かいいアイデアはないかと思案を巡らせる。

  「そうだ！」

  　閃ひらめいた杏子は、部室の隅で「あいであのーと」という名の真紅の手帳を開いている脚本家の渋谷へと目を向けた。思いの丈を込めて杏子は叫ぶ！

  「渋谷さ～ん！　ドラマのロケで海へ行きましょうよ～！」

  「公私混同だ！」

  　驚く拓海をよそに、声をかけられた渋谷はびしっと親指を突き立てた。

  「海か。いいね、そのアイデアいただき！」

  「脚本家も乗り気だ！」

  　腰の軽すぎる脚本家に驚く拓海。杏子はにんまりと唇の端を吊つり上げると、何の脈絡もなく拓海の弁当箱へと手を伸ばした。

  「それじゃ、今から栄養をつけておかないと。ウインナー貰もらうね」

  　ひょい。ぱく。もぐもぐ。

  　目にも止まらぬ早業で拓海のウインナーを咀そ嚼しやくする杏子。悪巧みをする彼女は実に行動が素早い。そして、そんな杏子に追随する乙おと女めが二人……もとい、一人と一匹。

  「じゃあ、私は豚の角煮」

  　ひょい。ぱく。もぐもぐ。

  「え、えっと、えびふらい～」

  　ひょい。ぱく。もぐもぐ。

  　九月と怪獣に弁当のおかずを奪われて、呆あきれ顔で眺めていた拓海は、

  「別にいいけどさ……」

  　ボヤきながら、同僚である女子三名の昼食を観察した。

  　上級生である杏子の昼食は、メロンパンにコーヒー牛乳だった。

  　恋人である九月の昼食は、玉子サンドに野菜ジュースだった。

  　怪獣である逢由の昼食は、レンジでチンする白米だった。

  「おかしいよね。女三人男一人で、どうして弁当作ってきてるのが僕だけ？　あと昼飯が白米だけって何なの？」

  　拓海に問い詰められて、ぷにぷにとした肉球付きの手で器用に箸はしを操っていた怪獣が、口の中から釈明する。

  「わ、私は、劇中で食事をするシーンがあるから、この格好でも箸が使えるように特訓しているだけで」

  　逢由の釈明に一瞬納得しかける拓海だが、よく考えたら白米である必要性はまったくない。このボケはわざとやっているのか、それとも天然なのか。

  「天然なんだろうな」

  　出会った頃から変わらない逢由の天然っぷりに、改めて感動を覚える拓海だった。

  「それにしても拓海って料理上手だよね」

  　容赦なく突っ込まれる逢由を不ふ憫びんに思ったのか、最初におかずを奪った張本人である杏子が、わざとらしく話を逸そらす。

  「この弁当って拓海が作ったんでしょ？　まったく、拓海を婿に貰もらう女が羨うらやましいよ」

  「ほんとだね～。九月もそう思うよね～」

  「私に何を言わせたいの？」

  　杏子と逢由に水を向けられて、九月が憮ぶ然ぜんとしながら二人を睨にらみ返す。そんな不服顔の九月に代わって声をあげたのは、料理上手を褒められた拓海だった。

  「あのさ、結婚しても僕が料理当番になるとは限らないよね。僕だってできることなら彼女の美お味いしい手料理とか食べたいよ」

  「料理下手でゴメン……」

  　落ち込む九月と慌てる拓海。しどろもどろになりながらフォローする彼氏を見て、部屋の隅で渋谷が小刻みに肩を震わせていた。

  「渋谷さん、さっきから何を書いてるんですか？」

  　流れ落ちる鮮血のような色の手帳にメモを書き続ける渋谷へ、杏子が何気なく声をかける。渋谷は真紅のアイデアノートから顔を上げると、彼らしい温和な笑みで答えてくれた。

  「うん。みんなの話があまりに面白いから、会話の内容を逐一メモしていたんだよ。次回の脚本には今のおバカな会話をばっちり使わせてもらうから、楽しみにしてくれよな！」

  「やめてください！」

  　面白ければ何だってネタにする。脚本家が見せた脅威のプロ根性に、声を揃そろえて反発する三人と一匹であった。

  

  「今日からドラマに参加します、唐から木き亘わたるです。よろしくお願いします！」

  　五月の終わりも近い休日の午後。駅前の歩行者天国で撮影の準備をしていた拓海は、聞こえてきた馴な染じみのある声に驚いて、慌てて付近を見回してしまった。

  「どうしたの？」

  　一緒にいたピンクの怪獣が、着ぐるみ姿のまま拓海を見つめる。拓海は返事をする代わりに、監督にぺこぺこと頭を下げている同年代の少年を指さした。

  「あれって、亘だよね？」

  　小柄な少年が撮影スタッフ一人一人に頭を下げて回っている。

  　一人でも多くのスタッフに気に入られようと身を粉にして働く彼こそは、拓海と同じ二年Ａ組の生徒であり、昨年「骨折、食中毒、番組打ち切り」という不幸三連発で校内に悪い意味で勇名を轟とどろかせた男――唐木亘だった。

  「よう、拓海！　元気にやってるか！」

  　亘が手を振りながら近づいてくる。童顔で背が低く、どちらかと言えば華きや奢しやな体型の亘は、しかし生気に満ちた瞳ひとみと張りのある声で周囲に元気を振り撒まいていた。バイタリティ溢あふれる亘の勇姿を見て、怪獣ルックの逢由は無意識につぶやいてしまう。

  「唐木くんっていつも元気だよね」

  「そうだね。どんな不幸にもくじけないあの元気だけは見習いたいと思うよ」

  　遠まわしに友人の不幸体質を憐あわれむ拓海。とは言うものの、不運な悪友を邪険にするほど拓海は酷こく薄はくな人間ではない。近づいてきた級友に拓海は笑顔で応じた。

  「やあ、現場で会うのは久しぶりだね。今日は見学？」

  「さっきからドラマに参加するって言ってるだろ！」

  　些さ細さいなことでもすぐムキになるのが、唐木亘の人となりであった。

  「ふん。そうしてのほほんとしていられるのも今のうちだ。いいか、聞いて驚け。なんと今回は、『きぐるみん』の脚本家から直々に俺様へ出演依頼があったんだ！」

  　相も変わらぬ大おお袈げ裟さな物言いで、亘は自身の成功をひけらかす。「変わってないなあ」と苦笑いする拓海へ、悪友は今にも踊り出しそうな勢いで身振り手振りを交えて語りはじめた。

  「脚本家の渋谷さんによれば、どうしても俺様にやってほしい、俺様にぴったりのハマリ役があるそうだ。ふっ、まいったな。有名人はこれだから困るぜ」

  　有名人のわりに今年度はまだ一度もドラマに出演していない亘。どうやら脚本家直々のご指名で有頂天になっているらしい。今日はいつにも増して俺様節が炸さく裂れつしていた。

  「この俺に目をつけるなんて渋谷さんも見る目があるよな。実は前々から只ただ者ものじゃないとは思ってたんだ。この間放送された、オカルト研の四人が部室で昼食を食べるシーンとか、見ていて腹を抱えて笑ったよ。あんなバカバカしい会話をする人間なんて現実にはありえないっての。あははは！」

  「……」

  　一気にトーンダウンしてしまう拓海と逢由。こうしてドラマの主役二人のテンションをガタ落ちさせた張本人は、現場に到着した新たな人影に大慌てで頭を下げた。

  「渋谷さん、お疲れ様です！」

  「お疲れ様。なんだかとても賑にぎやかだね」

  　明るく挨あい拶さつをしながら歩み寄ってきたのは、ほかでもない脚本家の渋谷だった。見るからに軽薄な空気を漂わせる渋谷へ、亘は腰を九十度に折り曲げて会釈する。

  「唐木亘です！　粉ふん骨こつ砕さい身しんの思いで頑張ります！　よろしくお願いします！」

  「よろしく。唐木くんは元気があっていいね」

  「恐きよう悦えつ至し極ごく！」

  　久しぶりのドラマで気合いが入りすぎているのか。自分を指名してくれた脚本家に、亘は過剰なほどきびきびと受け答えしていた。

  「そうそう。新しい台本を持ってきたから、さっそく唐木くんの役どころを説明しておこうか」

  「お願いします！」

  　渋谷から直々に台本を受け取る亘。瞳ひとみを輝かせながらページをめくると、冒頭のキャスト欄にはっきりと彼の名前が記されていた。亘は台本を胸に抱き感動に打ち震える。じ～ん。

  　ここからだ。ここから俺の成り上がり伝説が始まる！

  　野心の炎をメラメラと燃やす亘へ、渋谷は爽さわやかに解説を始めた。

  「唐木くんが演じるのは、ピンクの怪獣に一ひと目め惚ぼれした男の子の役です」

  「てことは、拓海の恋のライバルってことですね！」

  　ドラマで恋のライバルといえば美男美女が演じると相場が決まっている。「それで俺が指名されたのか」と脚本家直々の配役に納得する亘。……だが。

  「怪獣に一ひと目め惚ぼれした唐木くんは果敢にアプローチを繰り返すけれど、彼女はタクミにぞっこんなのでまったく相手にされないという、悲しいほど報われないキャラです」

  「なんですと！」

  「昨年のＢＳカゲキで君が確立させた『ここ一番で役に立たない不幸体質』というキャラクターは実に面白かった。今回のドラマでも、唐木くんのダメっぷりを遺い憾かんなく発揮してくれたまへ」

  「発揮したくない！　そもそもそんなキャラを確立した覚えはない！」

  「ちなみに唐木くんは今回だけのゲスト出演です。二度と出番はないので、後腐れのないように思う存分暴れてくれたまへ」

  　渋谷の説明を聞いて「ムンクの叫び」がごとく体を不気味にくねらせる亘。

  　もはや悲鳴すら出ない友人の落胆ぶりに、間近で見ていた拓海は「可哀相」と思う反面「亘らしい」と納得もしてしまうのだった。唐木亘には「報われない男」がよく似合う。

  　一通り説明を終えて、渋谷は真っ白に燃え尽きた亘を放置したまま拓海たちへと向き直る。

  「それで今回のストーリーだけど、簡単に説明すると『夏合宿の準備をするため、二人で買い出しに行くことになった』というシチュエーションだから」

  『きぐるみん』本編ではキョウコとクガツの二人が、煮え切らないタクミとアユをくっつけようと様々な画策をするようになっていた。今回の買い出しもキョウコが計画した謀略の一つという設定である。

  「つまり、今日撮影するのは『タクミとアユの初デート』ってことだから」

  　渋谷の説明を受けて、拓海はちらりと逢由を見る。神妙に話を聞いている逢由の表情は……着ぐるみの陰になっていて、よくわからなかった。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（七月第四週放送分）より


  　　サブタイトル「初デート？　ピンクの怪獣と街角ショッピング」


  

  　ひょっとして、これってデートなのでは？

  　カンカン照りの太陽がまぶしい夏真っ盛りの日曜日。駅の改札前で壁に寄りかかっていたタクミは、唐突に今の自分の境遇を理解した。

  「休みの日に女の子と待ち合わせをして買い物に出かけるのって、普通はデートって呼ぶよな」

  「休日に駅前で女の子と待ち合わせ」という自身の状況を鑑かんがみて、タクミは至極まっとうな結論に思い至る。この状況に今の今まで何の疑問も抱かなかったのは、夏の暑さで頭をやられていたせいか、それとも彼の脳が怪獣を「女の子」だと認識できずにいたせいか。

  　オカルト研夏合宿の準備のため、アユとタクミが買い出し要員に任命されたのは、先週末のことだった。すぐにタクミは買い物の予定を立てて、日曜日にアユと会う約束をしたのだが……。

  「でも部活の仲間と買い物をするだけで『デート』ってのは、ちょっと自意識過剰かも」

  　ジーンズにＴシャツという動きやすさ優先の格好で本日の買い出しに臨んでいたタクミ。服装に無む頓とん着ちやくすぎる自分を正当化するように、「デートならもっとオシャレをしたはずだ。従ってこれはデートではない」と勝手に結論づける。

  「そうだよ。だいたい二人きりで出歩けばすべてデートだなんて、そんな無茶な理屈が……」

  「タクミく～ん」

  　タクミが一人でぶつくさ言っていると、改札の向こう側からよく知った声が聞こえてきた。顔を上げたタクミは、そこで手を振りながら自動改札機に突進してくるピンクの怪獣を目撃する。丸々と太った柔らかそうな塊が近づくのを見て、タクミは思った。

  　怪獣って、改札を通れるのかな？

  　登下校で使っている学校の最寄り駅には、車くるま椅い子す用に作られた幅の広い改札口があった。怪獣はいつものっしのっしとそこを通り抜けていたが、ここの駅には自動改札機が狭い間隔で並んでいるだけで、横幅のある怪獣が通り抜けられそうなスペースは見当たらない。

  　まさか「改札が抜けられないので今日の買い出しは中止」、なんてことにならないよね？

  　心配するタクミをよそに、怪獣は短い足でダッシュしながら、肉球の間に挟んでいた切符を「えいっ」という微妙な掛け声とともに自動改札機へと差し込んだ。

  「とうっ」

  　さらに微妙な掛け声をあげて、二台の自動改札機の間に頭をねじ込むピンクの怪獣。そのまま首を支点に、改札機の上でゴロリと一回転。見事なでんぐり返しで改札を乗り越えた怪獣は、床に着地すると体操選手のように高々と両手を上げてポーズを決めた。

  「おまたせ、タクミくん♥」

  　そして何事もなかったように話しかけてくるピンクの怪獣。

  　こんなとき何と答えるべきか。数刻、タクミは思案を巡らせて……。

  「ううん、全然待ってないよ。僕もちょうど今来たところだから」

  　アユと知り合ってはや三か月。タクミは己の心の平穏を守るため、彼女の奇き天て烈れつな行動を華麗にスルーする術を身につけていた。

  「それじゃさっそく買い物に、って、あれ？」

  　怪獣を連れて歩こうとして、タクミは瑣さ末まつな違和感を覚える。タクミが感じた違和感の正体は、怪獣の首に装着された真っ赤な蝶ちようネクタイの存在だった。

  「その蝶ネクタイ、どうしたの？」

  「あ、気づいてくれたんだ。嬉うれしいな」

  　そりゃ、怪獣の太い首に真っ赤な蝶ネクタイが「ちょこん」と装着されていたら誰でも気になるよ。タクミは正直にそう言いかけるが、それより早く、怪獣は照れたように肉球で顔を押さえながら、恥じらいを多分に含んだ声で囁ささやいた。

  「今日はタクミくんと……だから、ちょっとオシャレして……たの。どう、似合うかな？」

  　声が小さくてところどころ聞き取り難かったが、怪獣の奇行を華麗にスルーする術を身につけていたタクミにはさしたる問題ではなかった。いつものように、タクミは当たり障りのない無難な答えで怪獣と向き合う。

  「うん、とってもよく似合ってるよ」

  　爽さわやかにタクミが答えて、怪獣は恥ずかしそうに両手で顔を隠してしまった。

  

  「ところで、合宿の準備って何を買えばいいの？」

  　駅を出てすぐに、タクミはアユへと疑問を投げかけた。

  　次の瞬間、蝶ネクタイの似合う怪獣はいきなり自分の口に太い腕を突っ込んだ。がさごそと内臓をまさぐり、怪獣は口内から一枚のＡ４用紙を引っ張り出す。

  「はいこれ。キョウコ先輩から預かった買い物リスト」

  「……ありがと」

  　怪獣にツッコミを入れたい衝動を我慢しつつ、タクミは怪獣の内臓から吐き出されたＡ４用紙に目を通す。そこにはキョウコとクガツが記したと思しき、夏合宿に必要な備品の数々が書き連ねられていた。

  「うわぁ……」

  　リストを一読して、なぜか息苦しそうに唸うなってしまうタクミだった。

  「まあ、あの二人だし仕方ないか。とりあえずこの通りに買い物を、ってどうしたの、アユちゃん」

  　タクミがＡ４用紙から顔を上げたとき、アユは立ち止まったまま、身動ぎひとつせずに前方を見据えていた。いったい怪獣は何に注目しているのか、気になったタクミの視線は自然と前へ向けられる。

  　だが、そこには見つめ合いながら手を繋つなぐ仲なか睦むつまじいカップルが一組いるくらいで、特に怪獣の興味を引きそうなものは見当たらなかった。肩透かしを食らわされた気分になりながら、それでもタクミは優しく声をかける。

  「アユちゃん。そろそろ行こうか」

  「え？　あ、うん。そうだね」

  　ぎこちない返事をしながら、怪獣が上下に首を振る。どうやら頷うなずいているらしい。

  　怪獣の同意を取り付けて、タクミは買い物リスト片手に歩き出す。彼に遅れまいとして短い足をちょこちょこと動かす怪獣は、さりげなくタクミの隣に立って、少しずつ少しずつ二人の距離を狭めていった。

  　着ぐるみの奥深くに素顔を隠しながら、怪獣アユはゆっくりと手を――ぷにぷにふわふわの肉球をタクミの指先へと近づける。アユが前を向くと、そこには仲なか睦むつまじく手をつなぐカップルの姿があった。

  　そっと、怪獣の丸々と太った指がタクミの手の甲へと近づく。二人の指が触れあうまで、あと五センチ。あと三センチ。あと一センチ……。

  「あれ、赤城さん？」

  　いきなり名前を呼ばれて、怪獣は反射的に伸ばしていた手を引っ込めた。すぐさま振り返ると、そこに立っていたのはタクミよりも一回りほど小柄な少年。

  「やっぱりそうだ。こんなところで赤城さんと会うなんて、奇遇だな～」

  　幼い顔立ちに陽気な笑みを湛たたえながら、少年が馴なれ馴れしく声をかけてくる。無遠慮な彼はいったい何者なのか。最初にその正体に気づいたのは、タクミだった。

  「……唐木くん？」

  「は？　って、お前は会澤タクミ！　なんで赤城さんと一緒にいるんだよ！」

  　完全に怪獣しか視界に入っていなかった少年が、ようやくタクミの存在に気づいて驚きに仰のけ反る。

  　幼い顔立ちの彼は、名前を唐木ワタルといった。タクミとアユの同級生にして、怪獣アユに片思いしている不幸な少年である。無論、残念ながらいろんな意味で天然な怪獣は、彼の好意にまったく気づいていないのだけれど。

  「お、お前たち、まさか」

  　休日の街角で仲良く肩を並べて歩く若い男女。そんなわかりやすいシチュエーションを前にして、ワタルは無意識に叫んでしまう。

  「二人きりでデートしてたのか！」

  「ええっ！　ち、ちがうよ！　デートとかそういうことじゃなくて、その、あの、これは」

  　いきなり核心を突かれて、慌てふためいた怪獣が「あわあわ」と肉球ハンドをばたつかせる。困っている怪獣に気づいた会澤《気配りのできる男》タクミは、すぐさまワタルの誤解を解くべく明言した。

  「僕とアユちゃんがデートなんてするわけないだろ。単なる部活の買い出しだよ」

  　がーん！　タクミにきっぱりと言い切られて、驚きよう愕がくのあまり着ぐるみの目を大きく見開いてしまうピンクの怪獣。そんなタクミの釈明を受けて、ワタルは……。

  「そっか、それもそうだよな。二人きりだからデートだなんて、今どきそんな勘違いをする奴なんていないよな！　納得したぜ！」

  　がーん！　がーん！　ショックのあまり、尻しつ尾ぽが天に向かって真っ直すぐ伸びてしまうピンクの怪獣。やおらがっくりと肩を落として（ペタンと尻尾が地面に落ちて）、ピンクの背中を寂しそうに丸めてしまう。

  「……私、そこの銀行でお金下ろしてくるから、タクミくんはここで待っててくれる？」

  「え、う、うん」

  「哀愁」の二文字を背負いながら、ピンクの怪獣はまるでタクミを避けるかのように、とぼとぼと最寄りの銀行へ入っていった。自動ドアを抜けたところで警備員に呼び止められて、

  「すみません。その格好ではちょっと……」

  「これは私の普段着です！　この銀行は怪獣を見た目で判断するんですか！」

  　などという押し問答が聞こえてきたが、タクミはあえて見なかったことにした。心の平穏を守るため、華麗にスルーする技術はもはや必要不可欠である。

  　じーっ。

  　怪獣を見送ったタクミは、今度は間近からワタルに睨にらまれてしまった。

  「お前、本当に彼女と付き合ってないのか？」

  　単刀直入に聞かれて、タクミはワタルの真意がわからず戸惑ってしまう。

  「彼女って、アユちゃんのこと？　だから、別に付き合ってるってわけじゃ……」

  「そうだよな！　お前みたいな貧弱な奴が、逞たくましい彼女に釣り合う訳ないもんな！」

  　正面切って「貧弱」と言われたタクミだが、ワタルの安心しきった顔を見て、怒るよりも先に納得してしまった。そうか。そういうことか。つまり、さっきから自分とアユの関係を気にしている彼は……。

  「アユちゃんのことが好きなんだね」

  「な……お、おうとも！　好きだ。ずっと片思いしてる。悪いか！」

  　ワタルの反応に感心しつつ、タクミは真っ先に思いついた疑問を口にする。

  「聞いてもいい？」

  「何だ」

  「アユちゃんのどこがいいの？」

  「はあ？　お前には彼女の良さがわからないのか！」

  「いや、でも、怪獣だよ？」

  「そこがいいんじゃないか！」

  　そこがいいのか。

  　納得できたようなできないような。人の好みは様々だなと、複雑な思いを隠し切れないタクミだった。

  　そんなタクミの苦悩を勘違いしたのか、ワタルがあからさまに疑いの眼まな差ざしを向けてくる。

  「お前、本当に彼女と恋人同士じゃないんだろうな」

  「嘘うそなんてつかないよ。さっきも言っただろ、今日は単に二人でオカルト研の買い物をしに来ただけだから」

  「そんなこと言って、俺を騙だまそうとしてるんじゃないのか？」

  　どうやら傍はたから見ると、タクミとアユは付き合っているように思えるらしい。何となく腑ふに落ちない感情を抱きながらも、タクミは降りかかる火の粉を払うべく、持っていたＡ４用紙をワタルに手渡した。

  「部の仲間たちから頼まれた買い物リストだよ。それを見れば、僕たちが本当に部の買い出しに来たってわかるだろ」

  　タクミからメモを渡されたワタルは、書かれている内容を声に出して読み上げる。

  「なになに、『橘クガツより。以下の物を買ってこい。ビニールシート、ビーチパラソル、日焼け止めクリーム、イルカの浮き袋』……」

  　ギロリ。ワタルに睨まれて、タクミは首をすくめる。

  「なになに、『水無月キョウコより。以下の物を買ってきてね♥　ロケット花火、回転花火、落下傘花火、ねずみ花火、ドラゴン花火』……」

  「線香花火なんて選ばないところがキョウコ先輩らしいよなぁ」

  「お前、俺をおちょくって楽しんでるだろ！　これのどこが部活の備品だ！　こんなミエミエの嘘をつくくらいなら最初から彼女と付き合ってるって言えばいいだろ！」

  「えー、でもそれは本当にオカルト研の部員が要求したものだから」

  「嘘つけ！　どこの世界にイルカの浮き袋やドラゴン花火を要求するオカルト部員がいるんだよ！」

  「ここにいるんだからしょうがないだろ」

  　嘆いてみるが、怒り心頭のワタルにはまったく伝わらない。さて、どう説明すれば信じて貰もらえるか。怪獣に横よこ恋れん慕ぼする少年の追及に、タクミは銀行の入り口に立ったまま困り果ててしまった。

  　そんな一方的にまくしたてるワタルの背後に、ごく普通の白い乗用車が停車した。ごく普通に停車した車のドアが、ごく普通に内側から開き、ごく普通に頭からストッキングをかぶった二人組の男が現れる。

  「行くぞ」

  「おう」

  　タクミの目の前で気合いを入れた二人は、ごく普通の黒光りする拳けん銃じゆうを持って、ごく普通に銀行へと入っていった。

  　ぱん、ぱん。きゃーっ。

  　やや間を置いて、乾いた銃声と、女性の悲鳴が聞こえてきた。

  「アユちゃん！」

  　すぐさま銀行へと駆け出すタクミ。だが、無意識に体が動いたタクミに対して、ワタルは突然の出来事に足がすくんで歩くことすらままならない。

  「ま、待てよ、おい！」

  　ここ一番でヘタレなワタルを残して、タクミは後先考えずに銀行へと飛び込む。

  　そしてタクミは、店内で繰り広げられている阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図を目撃した。

  

  「て、手を上げろって言ってるだろ！」

  　タクミが銀行へ突入したとき、ストッキング男が両手で銃を構えながらそう叫んでいた。男の手に握られた拳銃は、真正面に立つピンクの怪獣へと向けられている。

  「アユちゃん、危ない！」

  　咄とつ嗟さにタクミが叫ぶが、声が聞こえているはずの怪獣は微動だにしなかった。何事にも動じない不動心で構える彼女は、その丸々とした足で床に転がる何かを踏みつけていた。

  　怪獣が踏みつけている物体、それは、拳銃を持ったまま気絶しているもう一人の銀行強盗だった。

  「今日の私は手加減できません。あなたもこうなりたくなければおとなしく降参しなさい。今すぐに謝れば、命だけは助けてあげます」

  　怪獣の言動から察するに、どうやら床に転がるボロ雑巾のような強盗は、怪獣によって退治されたものらしい。銀行強盗が現れてほんの数秒しか経っていないのに、まさしく電光石火の早業だ。

  「手を上げろって言ってるんだよ！　聞こえねえのか！」

  　両手で拳銃を構えながら、ストッキング男が怪獣を威嚇する。だが、ピンクの怪獣はそんな脅しに屈するほど惰弱な生命体ではなかった。

  「撃ちたければ撃ちなさい。けど、もしも私を仕留め損なったそのときは……」

  　ピンクの顔で凄すごみながら、怪獣が一歩、また一歩と強盗に歩み寄る。圧倒的な存在感を前にして、ストッキング男は銃を構えたまま逃げ出すことすらできずにいた。

  「来るな！　来るなーっ！」

  　にじり寄る怪獣の恐怖に耐え切れず、犯人はついに引き金へと力を込める。

  　ぱん。

  　乾いた音が銀行内にこだまする。

  　強盗が撃った銃弾は、迫り来る怪獣のどてっ腹に命中した。アユは「うっ」という呻うめき声をあげて体をくの字に折り曲げ――。

  「そんな豆鉄砲、ぜんぜん効きませ～ん」

  　スキップしそうな勢いで、一気に間合いを詰めてきた。

  「たかだか三十八口径でこの私を仕留めようだなんて、ずいぶんと甘く見られたものですね」

  「うわあああ！」

  　軽快なステップで迫り来る怪獣へ、銀行強盗はさらに銃を乱射する。だが、銃弾はことごとく怪獣の皮膚で「ぼよん」と力なく跳ね返り、その体に傷一つつけることすらできない。

  「今度はこっちの番です。必殺、怪獣キ―――ック！」

  　接近した怪獣が、一気に勝負を決めようと掛け声をかける。怪獣の必殺技宣言を受けて、銀行強盗はピンクの短足を警戒しながら、咄とつ嗟さに両手で自分の体をガードした。

  　そんな足元を警戒する強盗の顔面に、怪獣の右ストレートが炸さく裂れつした。

  　悲鳴をあげて吹っ飛ぶ強盗は、五メートルほど離れた壁に激突して、そのまま冷たい床へと崩れ落ちた。

  「キックって……言ったのに……」

  　それが、銀行強盗の断末魔の一言だった。

  「正義は勝つ！」

  　怪獣が力強く拳こぶしを突き上げると、銀行にいた人々の間から割れんばかりの拍手が湧わき起こった。

  「あれって正義なんだ……」

  　手を振って声援に応える怪獣を見ながら、タクミはどうしても銀行強盗に同情せずにはいられなかった。
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  「それにしても、このドラマってバカバカしいくせにお金だけはかかってるよね」

  　歩道の段差に腰を降ろした拓海が、苦笑いしながら緑茶のペットボトルに口をつける。

  「そうだね～。この着ぐるみも作るだけで何百万円もかかったって聞いてるよ」

  　隣に座っていたＴシャツ姿の逢由が、朗らかに笑いながら自分の緑茶に口をつける。

  　二人は撮影の合間を縫って、コンビニ前で短い休憩時間を満喫していた。

  　ちなみに怪獣の出番はこの後も続くため、逢由の下半身はピンクの怪獣に食われたままだった。さなぎから羽化する蝶ちようのごとく怪獣の背中から上半身だけが突き出た逢由は、着ぐるみで大量に汗をかいたせいか、喉のどが鳴るほどの勢いで緑の液体を流し込んでいた。

  　半はん袖そでのシャツ一枚になった少女の喉が、リズミカルに上下する。逢由の喉の動きを目で追いかけていた拓海は、なんとなく気恥ずかしくなって持っていた台本に視線を戻した。

  「この後のシーンだけどさ、これも無駄に金がかかってるよね」

  　これから撮影される場面を示しながら、拓海はすぐ側にある交差点へと目を向ける。そこでは今回のクライマックスとなる、爆破炎上シーンの準備が着々と進められていた。

  　クライマックスの内容は、以下の通りである。

  　阿あ鼻び叫きよう喚かんの買い物地獄が終わり、怪獣と別れたタクミは精根尽き果てた様子でふらふらと道路を渡る。そこへ突っ込んでくる暴走軽トラック。タクミが車にはねられそうになって、咄とつ嗟さに道路へ飛び出す怪獣。必殺怪獣パンチで軽トラックを殴り飛ばす。怪獣と正面衝突したトラックは、バンパーごとへこみ、フロントガラスが粉々に砕け、反動で軽々と宙を舞い、地面に叩たたきつけられ、二度三度とアスファルトを転がり、そのままガードレールに激突して、爆発炎上。こうしてタクミは事なきを得るのだった。めでたしめでたし。

  「そして私はタクミくんにこう言うの。『まったく、いきなり道路に飛び出したら危ないよ。幸い軽トラックだったから良かったものの、これが新幹線Ｎ７００系だったりしたら、さすがの私でも殴り飛ばすのは一苦労なんだから』」

  「これを書いた渋谷さんって、絶対どこかおかしいよね」

  　台本を読んで脚本家批判を始めるのは、もはや出演者たちの日課となっていた。もっとも、好んで不条理ギャグを書いている渋谷にしてみれば、あれこれ言われるのはこれ以上ない喜びなのかもしれないけれど。

  　ともかく、Ｎ７００系のフォルムの是非について意見を交えつつ、二人は台本の続きを読み進めていく。

  　ピンクの怪獣に命を救われたタクミは、彼女に尋ねる。

  『下手をしたら自分が大怪我をしたかもしれないのに、どうしてそんな危険を冒してまで僕を助けてくれたの？』

  　アユは答える。

  『タクミくんは私の大切な人だから』

  　――それは、さながら愛の告白。

  　台本を黙読していた逢由は、どこまでも純粋で素直な怪獣アユを想像して、ため息をついてしまった。

  「タクミくんは私の大切な人、か」

  「どうかしたの？」

  「ううん。別に」

  　拓海から声をかけられて、逢由は慌てて台本を閉じる。渇いた喉のどを潤そうとペットボトルに口をつけた逢由は、これから爆発炎上する予定の軽トラックに自然と目が向いてしまった。

  　……台本には、最後にワタルがタクミに対して敗北宣言をする場面があった。

  『彼女が銀行強盗に襲われたとき、お前は迷うことなく銀行へ飛び込んだ。お前が車にはねられそうになったとき、彼女は迷うことなく道路に飛び出した。悔しいけど、俺じゃ二人には敵いそうもない』

  　ワタルの言葉を聞いて、タクミはようやく自覚する。

  　アユがタクミを心配したように、自分もアユを心配していた。自分は、アユのことを好きになりはじめている――。

  「何だか妙な気分だね」

  　横倒しになってガードレールに突っ込んでいる軽トラックを見ながら、逢由がつぶやく。「何が？」と拓海が水を向けると、逢由は前を向いたままペットボトルを両手で握り締めた。

  「いつもは私と九月と拓海くんの三人で行動してるから、今こうして二人きりなのが不思議な感じがして」

  　今日の撮影は「タクミとアユのデート」が主題となっている。従って、出番のない九月はこの場にいない。今は拓海と逢由の二人きり。

  　いつも三人セットで行動していた拓海は、逢由のつぶやきを受けて深く考えずに「そうだね」と頷うなずいた。

  「いつも九月が一緒だったから。九月がいないと何だか調子出ないね」

  「そういう意味じゃなくて」

  　ペットボトルを抱き締めたまま、逢由は視線を真横へと向ける。

  　すぐ隣に見えたのは、見慣れた彼の横顔。

  「……こうやって拓海くんと二人きりになれたのは、久しぶりだから」

  「久しぶり、か。そうだね」

  　つぶやく拓海の横顔を、逢由はじっと見つめる。

  　やがて彼から目を逸そらした逢由は、お茶を飲もうとペットボトルのキャップに手をかけて……中身が空になっていることに気がついた。どうやら今日は常にないハイペースでお茶を飲み干していたらしい。

  「飲む？」

  　空のペットボトルを持って途方に暮れていた逢由へ、拓海が飲みかけの緑茶を差し出す。とぼけているように見えて、拓海はいつだって他人に気を配っているのだ。

  「あ、ありがとう」

  　おずおずと手を伸ばした逢由は、半分ほどに減ったペットボトルを受け取りながら、さりげなく彼の顔を覗のぞき見た。当の拓海は何を気にする風でもなく、着々と爆破準備が整っていく交差点を眺めていた。

  「全然気にしてないんだ……」

  　何事がつぶやいて、逢由は拓海がこちらを見ていないことを再度確認する。そのままゆっくりと、拓海の飲みかけである冷たいお茶を口元に運んで……。

  「お前らって本当に仲いいよな！」

  　突然背後から声をかけられて、逢由は中身がこぼれそうな勢いでペットボトルを口から離した。

  　振り返れば、そこには「学園一間の悪い男」として名高い唐木亘が立っていた。

  「お前らっていつも一緒にいるよな。どんだけ仲いいんだよ」

  「友達なんだから一緒にいて当然だろ」

  　突然の亘の登場にもまったく動じることなく、平然と拓海が応じる。だが小さな出来事を大きな騒ぎにするのが得意な亘は、からかうように拓海を問い詰めた。

  「そんなこと言って本当は怪獣とデキてるんじゃないのか？　ドラマで共演したのがきっかけでカップルになるなんて、よく聞く話だろうが」

  「あのね、僕には九月っていう彼女がいるんだよ。九月以外の女の子と付き合う気なんてないよ」

  「学園一空気の読めない男」として名高い亘の戯ざれ言ごとに、拓海は軽い口調で、しかし中身は真剣に応じる。

  「そういえば前に誰かが言ってたっけ。ドラマの主人公とヒロインは、実生活でも付き合ってると勘違いされることが多いって。ほんと迷惑な話だよね、逢由」

  「そうだね。実際はそんなこと全然ないのにね」

  　いつもオドオドしている逢由が、彼女らしからぬはっきりとした物言いで相あい槌づちを打つ。

  　笑いながら、逢由は持っていたペットボトルを地面に置いた。



  


  第三幕　ピンクの怪獣と夏合宿

  

  「まさか本当に海へ行けるなんて、何でも言ってみるもんだね」

  　電車の窓際に陣取っていた杏きよう子こが、照りつける真夏の太陽に明るく声をかける。

  　夏休みが始まって間もない月曜日、雲ひとつない空の下、連続ドラマ「きぐるみん」の出演者一同は、電車に揺られて一路海へと向かっていた。

  　四人掛けのボックス席に向かい合う形で座った杏子、拓たく海み、逢あ由ゆ、九く月がつの四名は、後方の座席に座る彩さ枝えや渋しぶ谷や、その他スタッフの面々を置き去りにして、いつものごとく他た愛わいもないお喋しやべりで盛り上がっていた。

  「降水確率ゼロパーセント。今日は絶好の海水浴日び和より。これで移動が電車じゃなければ最高なんだけど」

  「杏子先輩は電車が嫌いなんですか？」

  　キャミソールにミニスカートという夏を意識しまくった薄着の杏子へ、ジーンズに無地のＴシャツという面白味の欠片かけらもない私服の拓海が声をかける。面白味の欠片もない拓海に尋ねられて、露出過多な杏子は歯を食いしばり、拳こぶしを震わせながら力説した。

  「電車なんて大っ嫌い！　私が電車に乗ると、必ずと言っていいほど痴漢にあうんだから。あいつら、人がおとなしくしていたらつけあがりやがって！」

  「そう思うなら肌の露出は控えめにしたら？」とか「杏子先輩は絶対おとなしくなんてしていないでしょう？」とか言いたいことは山ほどあったが、言うと百倍にしてやり返されるのは目に見えているので、「そうですか～」と無難に受け流す拓海だった。

  　そんな面白味の欠片かけらもない拓海に代わって答えたのは、半はん袖そでのポロシャツにショートパンツという「色気」よりも「動きやすさ」を重視した夏服の九月だった。

  「それはしょうがないですよ。杏子先輩は黙っていれば美人に見えるんですから」

  「そうなんだよねぇ。私って口を閉じていれば美人だから、ってオイ！」

  　椅い子すから身を乗り出し、手の甲で九月の肩を叩たたく黒髪の美女。それを見て「杏子先輩はノリツッコミもできるのか」と感心する拓海。

  　そんな関西空気が蔓まん延えんしている車内に、ひときわテンポの遅い声が響いた。声の主は、真夏の直射日光から肌を守るため長袖のブラウスとロングスカートで完全武装した、夏なのに厚着の逢由である。

  「その点、九月は安心だね。いざというときは拓海くんが痴漢から守ってくれるから」

  「ああ守るね。九月に手を出すヤツは僕が許さないね。痴漢なんてこの世から消え去ってしまえばいい！」

  　九月の恋人である拓海が、逢由の言葉を肯定するように語気を強くする。拓海とは思えないほど男らしい言動を受けて、彼に守られている九月は大おお袈げ裟さに頷うなずいた。

  「うむうむ、心から痴漢を憎むその一言。痴漢被害者ならではの発言だよね」

  「被害者って言うな！　嫌なことを思い出させるな！」

  　おぞましい記憶を呼び起こされて、頭を抱えてうずくまる拓海。彼が痴漢の犠牲者だと聞いて、興きよう味み津しん々しんの杏子が九月にすり寄ってきた。

  「なになに？　拓海って痴漢にあったことあるの？」

  「そうらしいですよ。満員電車でいきなり股こ間かんを触られたんだって」

  「ふえええ～」

  　顔を真っ赤にしながら、しかし身を乗り出して話に入ってくる逢由。当事者の拓海は居たたまれない気持ちでいっぱいだ。

  「まあ、拓海もルックスは平凡だけど、歌劇学園に入学できる程度に整ってるからね。そういうのが好きな男がいてもおかしくはないか」

  「なんでもかなりのテクニシャンだったらしいですよ。触られている間は逃げることも思いつかなかったんだって」

  「ふえええ～」

  「勘弁してくれ！　頼むからもう勘弁してくれ！」

  　拓海の泣きが入ったので、仕方なくこれ以上の追及は止やめにするニヤけ顔の女子一同。一通り拓海をからかって満足したのか、窓から入る夏風を頬ほおに受けながら、杏子が楽しげに話題を戻す。

  「それにしても九月はいいわよね、守ってくれる恋人がいて。あ～、私たちも痴漢から守ってくれる彼氏が欲しい！」

  「私たちって、それには私も含まれてますか？」

  　恐る恐る逢由が尋ねると、杏子はこれ以上ないほどはっきりと頷うなずいた。その上で、杏子は彼女らしい不敵な笑みを逢由へと向ける。

  「それともナニ？　逢由には痴漢から守ってくれるかっこいい騎士がいるの？」

  「それは、いませんけど……」

  　しょんぼりと肩をすぼめる逢由。そのか細い肩を力いっぱい抱き寄せたのは、逢由の親友でもある元気娘、九月だった。

  「心配無用！　逢由に痴漢するような不ふ逞ていの輩には、この私が全力で金的をお見舞いするから！」

  　男らしい九月の宣言に、拓海は股こ間かんを押さえ、杏子は苦笑いを隠し切れない。おとなしい逢由と活発な九月。容姿も性格も正反対の二人は自他ともに認める親友同士だった。

  「しっかし、あんたたちって本当に仲がいいよね。あ、ひょっとして百ゆ合りなのか。百合！」

  「百合かぁ、逢由とだったらそれもありかもね～」

  「百合じゃないよ！　百合じゃないからね！」

  　杏子の冗談に悪ノリする九月。そして、なぜか拓海へ向かって非百合を猛烈アピールする逢由。はいはいと呆あきれ顔で頷く拓海は、こんなカオスな状況にもすっかり慣れたものだった。

  　自分はノーマルだと涙目になって主張する逢由が可愛くて、杏子はなぜか嬉うれしそうに表情を緩めてしまう。

  「かーっ、まったく逢由は何をやっても可愛いね。うむうむ、こうなったら私も正直に告白しよう。私はかっこいい男が好きだが、可愛い女の子も大好きだ！」

  「なんのカミングアウトですか」

  　笑いの絶えない四人組。その奥にある座席では、渋谷が肩を小刻みに震わせながら、熟れきったトマトのような色の手帳を開いて何やら熱心に書き込んでいた。

  「あ、渋谷さんがまたメモ取ってる！」

  「なにぃ！　さてはまた私たちの会話をドラマで使うつもりだな！　拓海、渋谷さんの手帳を奪ってこい！」

  「何で僕が！」

  　ハッとした渋谷が、身の危険を感じて素早く席を立つ。座席の間を縫って逃げ出す渋谷と、その後を追うべく猛然と立ち上がる杏子と九月。

  　ドラマの撮影が始まってから笑顔になる時間が大幅に増えた逢由は、逃げる大人と追いかける美少女二人を見てお腹を抱えて笑ってしまった。そうして目に涙を溜ためて笑っていた逢由は、同様に体をくの字に折り曲げて背を向けている彩さ枝え先生の存在に気がついた。

  　……怒ってるのかな？

  　そんな不安を抱く逢由をよそに、夏休みでも普段と変わらぬスーツ姿で凜り々りしく決めていた彩枝は、座席に腰を下ろしたままぷるぷると肩を震わせていた。

  　スパルタ教育で名の知れた女教師・遠えん藤どう彩枝。その厳格なイメージを保つのも、なかなか大変らしい。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（八月第一週放送分）より


  　　サブタイトル「夏合宿！（前編）　ピンクの怪獣、海に帰る」


  

  「おまたせ！」

  　砂浜にビーチパラソルを突き刺していたタクミは、馴な染じみのある声に反応して視線を上げた。即座にキョウコ、クガツ、アユの三名を発見してタクミはがっくりと肩を落とす。「夏合宿」の名目で海へとやって来たオカルト研一同。しかしそれは単なる口実でしかないことを、タクミは水着に着替えた三者を見て瞬時に悟ってしまった。

  　手を振りながら駆け寄るキョウコの格好は、すべすべの肌を惜しげもなく披露した純白のビキニ。「泳ぐ」よりも「魅せる」ことを前提に作られた彼女の水着は、キョウコのスタイルのよさも相まって、高校生とは思えない健康的なお色気を醸し出している。

  「どう？　欲情する？」

  「そういうことを言わなければ」

  　これで喋しやべらなければ普通に美人で通るのに。そう思ったのは果たして何度目か、もはや数える気にもならないタクミだった。

  「で、クガツはやっぱり実用性重視なんだね」

  「やっぱりとか言うな」

  　フラットなボディラインが魅力のクガツは、動きやすいワンピースの水着を着用していた。キョウコとは逆の「泳ぐ」ことに特化した、色気の欠片かけらもない競泳用水着である。

  「まあ、それはそれでクガツらしいけど」

  「うるさい。ジロジロ見るな、バカ」

  　水着姿を観察されて、クガツが顔を赤くしながら言い返す。その後「バカって言う方がバカなんだぞ」「バーカバーカ」という一連のお約束を経て、クガツは容赦なくタクミの尻しりを蹴けり飛ばした。

  　蹴り出されて前方へとつんのめったタクミは、そこで本日の真打ちであるアユと対面した。

  　水着姿のアユと向き合って、タクミは戸惑い困った挙句、かろうじて言葉を発する。

  「そ、そのシュノーケル、よく似合ってるよ」

  「ありがとう」

  　水着を褒められて恥ずかしそうに俯うつむくのは、巨大なシュノーケルを口に咥くわえて、巨大な水泳帽を頭にかぶったピンクの怪獣だった。

  　たとえ海に入るときでも決して着ぐるみを脱ごうとしない。そんな一本芯しんの通った怪獣を呆ぼう然ぜんと眺めるタクミ。そうして無言のまま見つめ合っていると、いつの間に近づいていたのか、キョウコが肘ひじでタクミの脇わきを小突いてきた。

  「ほら、何呆ほうけてるの。せっかくアユが気合いを入れてきたんだから、ちゃんと水着を褒めてあげなさい」

  「水着？」

  　ツッコミどころは山ほどあるが、とりあえずすべて飲み込んで、タクミは怪獣との会話を試みた。

  「え、ええと、水泳帽はかぶってるけど水着は着てないんだね。というか、今思ったけど怪獣は普段から何も着てないんだ。そりゃ今さら水着もないか。あはは」
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  「うわあああん！　私、もうお嫁に行けないっ」

  「テメエ、アユを泣かせるたあどういうつもりだ！　このセクハラ野郎！」

  「タクミがそんなにいやらしい男だったなんて。このド変態！」

  「えっ、ちょっと待って、なにその反応」

  　セクハラだのド変態だのと女性陣から口汚く罵ののしられて、慌てふためかずにはいられないタクミだった。

  

  「アユってああ見えてカナヅチなのよ」

  「ああ見えても何も、明らかに泳げなさそうだけど」

  　そんなキョウコとの他た愛わいもない会話を経て、タクミはピンクの怪獣相手に水泳の手ほどきを施すこととなった。無論それもキョウコとクガツによる「タクミとアユをカップルにさせよう大作戦」の一環なのだが、鈍感なタクミはその事実にまるで気づいていない。

  　ともかく、強引にアユと二人きりにさせられたお人好よしのタクミは、何の疑問も抱くことなく怪獣のための水泳教室を開催する。

  「まずは水に浮く練習をしてみようか。水に顔をつけて全身の力を抜いてみて。そうしたら自然と体が水に浮くから。……普通は」

  　ある程度の深さがあるところまで移動して、タクミはさっそく怪獣相手に指導を開始した。熱烈指導の最後だけが自信なさげなのはご愛あい嬌きようだ。

  「一番、赤あか城ぎアユ！　潜ります！」

  　気合い満点の怪獣が大きく息を吸い込み、そのまま体を海に沈めた。波しぶきを上げて頭の先まで海中に没して……三十秒が経過。ぶくぶくと気泡だけが水面に上がってくるが、ピンクの巨体が水に浮く気配はまったく感じられない。

  　やはり怪獣に水泳は無理なのか。華麗なクロールで海を泳ぐピンクの怪獣を夢想して、タクミはそのありえないイメージに現実の厳しさを痛感する。

  「アユちゃん、もういいよ」

  　海中に沈んだままピクリとも動かない怪獣へ、タクミは物腰も柔らかに声をかける。

  　直後に水面が大きく盛り上がり、「ざっぱーん」と派手な音を立てて怪獣の水泳帽が出現した。頭から顔、顔から胸へと徐々に巨体を現す迫力は、まるで往年の怪獣映画を見ているようだ。

  　どこからか重厚なＢＧＭが聞こえてきそうな光景に、タクミはしばし言葉を失ってしまった。シュノーケルをつけた怪獣の口からどばどばと水が流れ落ちて、水泳特訓をやり遂げたアユがようやく顔を覗のぞかせる。

  「どうだった。私、ちゃんと浮いてた？」

  　タクミのために海中で一生懸命息を止めていたアユ。そんな彼女の努力を察したタクミは、

  「ええと、海から出てくる姿は様になってたよ」

  　せめてそう答えるのが精一杯だった。
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  　日中の撮影が一段落して、出演者及びスタッフ一同は短い自由時間を満喫していた。

  　豪快に泳ぐ者、泳ぎに付き合わされる者、浜辺で体を焼く者、着ぐるみで読書にふける怪獣など、思い思いに海を満喫する面々。そして……。

  「花火をやるぞ！」

  　真夏の太陽が水平線に沈みはじめた頃、悩殺ビキニの杏子はその格好のどこに隠し持っていたのか、大量の花火を持参して皆の前に現れた。花火を始めるにはまだ日が高いが、夜にも撮影が控えているため今は一分一秒とて休憩時間を無駄にできないのだ。

  「花火の点火係は逢由に命じる！」

  「いえっさー！」

  　まだ撮影が残っているため怪獣ルックのまま日中を過ごしていた逢由は、「その格好なら絶対に火傷やけどしないだろう」という安直な理由で点火係に任命された。

  　上機嫌に鼻歌を歌いながら、砂浜に花火を並べていく杏子。打ち上げ式やら火柱が上がるタイプやら、派手な花火ばかりなのは明らかに彼女の趣味だろう。

  「花火の位置が近すぎるんじゃないか」

  「あれだとほかの花火にも引火しそうだよね」

  　拓海と九月が、へっぴり腰でライターを構える怪獣を見守りながら他人事のように会話する。もちろん、いくら逢由が天然ドジっ子でも「一度にたくさんの花火に引火するようなミスはしないだろう」という高を括くくった余裕の発言ではあるのだが……。

  　思い切り腰の引けた怪獣が、短い手を懸命に伸ばして花火に火をつけようとしている。そんな怖がりな怪獣の背後に、忍び足で近づくビキニ美女が一人。足音を立てないよう細心の注意を払いながら、邪悪な笑みのビキニ美女は怖がりな怪獣を背後から突き飛ばした。

  「わっ！」

  「ひやあああ！」

  　驚いた怪獣が前のめりに転倒。点火した花火が衝撃で横倒しになった。

  　倒れた花火の炎が、脇わきに置いてあった無数の花火に引火する。燃え上がる火柱。飛び交う火の玉。足元ではねずみ花火が跳ね回り、黒い塊がうねうねと細い体を膨らませていく。

  　浜辺を逃げ惑う生徒たちの阿あ鼻び叫きよう喚かんの雄お叫たけびを聞きながら、引率者である彩枝と渋谷は――。

  「何をしているの、早くカメラを回して！　こんな凄すごい映像、狙ねらっていてもそうそう撮れるものじゃないわ。しっかり撮影してドラマで使うわよ！」

  「調子に乗ったキョウコと、ドジなアユのせいで阿あ鼻び叫きよう喚かんの花火地獄に叩たたき落とされたオカルト研メンバー。夜の海岸にこだまする悲鳴、絶叫、狂乱の宴！　おおお、もりもり創作意欲が湧わいてきた。早く脚本を書き直さないと！」

  　……役に立たない引率者たちであった。

  　面白ければそれでいい。そんなプロ意識が交錯する中、海辺の花火大会は想像を絶する盛り上がりを見せ、驚くほど短時間で幕を閉じたのだった。

  　太く短く。真夏の青春はいつだってあっという間に過ぎ去るものだ。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（八月第二週放送分）より


  　　サブタイトル「夏合宿！（後編）　ピンクの怪獣と納涼肝試し大会！」


  

  「えー、無事に花火大会も終了したところで」

  「全然無事じゃないけどね」

  　オカルト研を代表して場を仕切るキョウコへ、顔に三枚のバンソウコウを貼はりつけたタクミが恨うらめしそうに口を挟む。

  　現在、時刻は午後八時。お日様は水平線の彼方に消え、納涼花火大会を終えたオカルト研一同は、体中に火傷やけどやアザをこしらえた姿で夜の海岸に整列していた。

  　タクミに恨みがましい目つきで睨にらまれて、キョウコは鼻の頭に貼ったバンソウコウを掻かきながら朗らかに責せき任にん転てん嫁かを試みる。

  「いや～。まったく、誰のせいでこんなことになったんだか」

  「どう考えてもキョウコ先輩のせいですよね」

  　責任転嫁失敗。

  「はいは～い！　私は無傷です。着ぐるみには火傷の跡すら残ってません！」

  「アユの着ぐるみは銃弾だって跳ね返すだろうが」

  　お調子者のキョウコとツッコミ役のタクミ。とぼけた性格のアユに男らしい言葉遣いのクガツ。阿鼻叫喚の地獄絵図を終えたばかりなのに、オカルト研は相も変わらず賑にぎやかだった。

  「ま、辛い思い出はさっさと忘れて」

  「辛い思い出を作り出した張本人が何を……」

  「これからオカルト研夏合宿名物、納涼肝試し大会を始めま～す！」

  　タクミのぼやきを遮さえぎるように、悪の元締めであるキョウコが元気に声を張り上げる。そのままキョウコはオーバーアクション気味に手を振り回し、海岸沿いにある岩場を指さした。

  「あそこに洞どう窟くつがあるのがわかるかな？　あの洞窟には海の神様を祭った祠ほこらがあります。これから私たちは二人一組でペアになって、祠にあるお札を取りに行きます」

  　ノリノリで肝試しのルールを説明するキョウコ。

  　黙って話を聞いていたオカルト研一年目のタクミは「どうして合宿で肝試しなんだろう」とか「こんな肝試しをオカルト研は毎年やっているのか」とか「そもそもオカルト研が海で合宿って変だろ」とかいろいろと思うところはあったが、あえて口には出さなかった。言うだけ無駄だということは、この数か月で身に染みてわかっていたから。

  「んじゃ、一組目はタクミとアユのペアね。二人で協力して、しっかりお札を取ってきなさい！」

  　くじ引きも何もなく、強引にペアを決められてしまったタクミと怪獣。もちろんこれもキョウコたちによる「アユとタクミをラブラブにしてしまえ大作戦」の一環なのだが、人のいいタクミはまるで気づいていない。

  「しょうがないね。行こうか、アユちゃん」

  「うん！」

  　こうしてタクミは、のっしのっしと歩くピンクの怪獣とともに、夜の海岸を散歩することとなった。

  

  「足元に気をつけて」

  　二人きりで海岸を歩いていたタクミとアユは、砂浜から岩場へと差し掛かったところで一旦足を止めた。陸側を歩いていたタクミが、アユに先行する形で一歩一歩足場を確かめる。

  「アユちゃん、つかまって」

  　足場を確認したタクミが、立ち止まっていた怪獣へと片手を差し出す。月明かりに照らし出されたタクミの優しい表情に、アユはつい見とれてしまった。

  　タクミくんはいつだって優しいから、だから、私は――。

  「アユちゃん？」

  「え？　あ、ううん。大丈夫」

  　我に返った怪獣が、その巨体に似つかわしくない軽快なステップで岩場を進む。まったく危なげなく隣に立たれて、タクミは苦笑いしながら差し出していた手を引っ込めた。

  　さりげなくタクミは海側に回り込み、二人は再び並んで歩き出す。

  　――怪獣は泳げないから、海に落ちないように立ち位置を変わってくれたんだ。

  　タクミのわかりづらい、しかし好感度の高い気配りに気づいて、怪獣の顔は自然と緩んでしまった。やっぱりタクミくんはとても優しい人――。

  「って、今のは手をつなぐチャンスでしたー！」

  「どうしたの？」

  「何でもないデス！」

  　いきなり喚わめき出し、「デス」を強調することで話を誤魔化そうとする怪獣。しかし、いくら大声で誤魔化したところで手をつなぐチャンスを取り戻せるわけもなく、怪獣は肉球つきの肥えた手でふにふにと顔を押さえて苦悩する。

  「あああ、どうしよう。せっかくタクミくんと手をつないで夜の浜辺を散歩するチャンスだったのに。でも、だからって今さら手をつなごうなんて言えないし……。そうだ、わざとふらついたら『危ないよ』って言って手を掴つかんでくれるかも。ああでも、さっき思いっ切り軽快に岩場を歩いちゃった。ここでふらついてもわざとらしいよね。う～ん、どうしらたいいの～」

  　全部聞こえてるんだけど。

  　怪獣の独り言があまりにも筒抜けすぎて、タクミは苦笑いを堪こらえるのに必死だった。

  　――音もなく、タクミの手が、怪獣の手を握る。

  　ハッとして怪獣が横を見ると、目の前には夜の海を背景にして、月明かりに照らされたタクミの笑顔が広がっていた。

  「転んだら危ないから」

  　穏やかなタクミの言葉に、怪獣は中の人の顔までピンクに染まってしまった。

  「あ、ありがとう」

  「どういたしまして」

  　そうして一人と一匹は手をつないで海岸を歩きはじめた。仲なか睦むつまじく肩を並べて。ゆっくりと歩調を合わせて。月光の下に二人きり、笑顔で見つめ合いながら。

  　……歩きながら、怪獣がぽつりと寂しげにつぶやいた。

  「やっぱりタクミくんは優しいね」

  　なぜそんなに寂しそうなのかはわからない。ただ怪獣は、タクミから目を逸そらしながら、切なくか細い声を響かせていた。

  「タクミくんはいつだって優しいから、だから、私は――」
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  「二人ともいい表情してるね。まるで本物の恋人同士みたい」

  　夜の海岸線を歩きながら、杏子は隣を歩く九月へと意地悪く声をかける。

  　前を向けば、そこに見えるのは海辺を歩く拓海と怪獣の姿。照明と、集音マイクと、テレビカメラを引き連れた拓海と怪獣は、肩を寄せ合いながら岩場にある洞どう窟くつへと歩いていた。

  　カメラが同行していることからもわかるように、現在は連続ドラマ『きぐるみん』の撮影中である。「いい雰囲気のタクミとアユ。そんな二人をこっそり尾行するクガツとキョウコ」という構図。

  「おっ、岩場に差し掛かって、拓海が足場を確かめながら逢由に手を差しのべたよ。ああいう気遣いが自然にできちゃうんだから、拓海は優しいよね～」

  「そういう演技ですから」

  　不機嫌そうに目を細める九月。どうやらさしもの九月も、間近で彼氏がほかの女子といちゃつくのを見せられては心穏やかではいられないらしい。

  　いつもいつも九月と拓海のバカップルぶりに当てられていた杏子は、仕返しとばかりに九月の不安を煽あおりまくっていた。撮影そっちのけで可愛い後輩の神経を逆なでする杏子。顔は美人だが心は鬼である。

  　その頃前方では、軽快なステップで岩場を登った怪獣が、拓海と手をつなぎ損ねたことに気づいて頭を抱えて腰を振っていた。なぜ腰を振るのかよくわからないが、それもまた怪獣らしいと言えなくもない。

  　一人と一匹が微ほほ笑えましい雰囲気を奏でる様を見て、杏子は気づいたことをそのまま口に出す。

  「そういえば、さりげなく拓海が海側に立ってるね。怪獣は泳げないから、海に落ちないように気を使ってるのかな。ああいう心配りができる男って何げにポイント高いよね」

  「私と一緒に下校するときだって、いつも拓海は車道側を歩いてくれてます」

  　さっきまで「演技だから関係ない」と言い張っていた九月が、なぜか怪獣に対抗するように「私だけが知ってる拓海自慢」を語りはじめる。ムキになる九月が可愛くて、杏子は笑いを堪こらえるのに必死だ。

  「あっ！　ほら見て、拓海の方から逢由の手を握ったよ。二人で手をつないで見つめ合っちゃって、やーらしー」

  「いやらしくありません」

  　そう言って、しかし拓海と逢由の恋人演技を正視できないのか、九月はぷいと顔を背けてしまった。そうして目を逸そらそうとする九月の首を、杏子はがっちりと両手で掴つかみ、ムリヤリ正面を向けさせる。

  「こらこら、何目を逸そらしてんのよ。もうすぐ九月の出番なんだから、ちゃんと二人の芝居を見てないと出るタイミングがわからなくなるでしょ」

  　もっともらしい理由をつけて強引に前を向かせる杏子。岩場を見上げる九月の瞳ひとみに、月夜の浜辺で手をつないで見つめ合う一人と一匹のシルエットが映る。

  　彼は、九月にも見せたことのないような愛情と思いやりに満ちた笑顔で、逢由の目をまっすぐに見つめていた。

  　彼女は、恥ずかしさと嬉うれしさとで頬ほおを赤く染めながら、うっとりと拓海の目を見つめ返していた。

  　寄せては返す漣さざなみの音。淡く輝く三日月のスポットライト。それらの景色すべてが、見つめ合う二人の雰囲気を甘く切なく引き立てる。

  「うんうん。こうして見ると、あの二人ってかなりお似合い……」

  　意地悪くつぶやきかけて、異変に気づいた杏子は咄とつ嗟さに口ごもる。杏子の手で強引に前を向かされていた九月は……その瞳ひとみに、うっすらと涙を浮かべていた。

  「やりすぎた！」と即座に反省した杏子は、すぐさま九月を押さえつけていた手を離す。

  「二人は恋人同士の演技をしているんだから、お似合いに見えて当然です」

  　瞳を閉じて、それでも九月ははっきりと言い切った。後輩のいつにも増して力強い語気に、杏子は持ち前のドＳ心を刺激されて、背筋をぞくぞくと震わせる。

  （彼氏がほかの女といちゃついているのを見せつけられて、平常心でいられるはずがないのに。それを平気なフリして強がっちゃって。ああもう、なんて可愛いのかしら。こういう健けな気げな子を見ると、無性にいじめたくなっちゃう！）

  　鬼か悪魔か、親しい友人をからかうことに無上の喜びを見出す杏子。嗜し虐ぎやく心しんに背筋をぞくぞくさせながら、しかしそれを一切表には出さずに、杏子は健気な後輩の耳元へ唇を寄せる。

  「それにしてもあの二人って、本当に仲がいいわよね」

  「そうですね。仲がいいですね」

  「妬やける？」

  「別に」

  「妬けるでしょ」

  「うるさい黙れ」

  　小声で、しかし多分に怒気を含んだ声で九月が言い返す。後輩に命令口調で言い返された杏子は、しかし背中を大きく仰のけ反ぞらせて、可愛い子に口汚く罵ののしられる愉悦に浸っていた。Ｓである水み無な月づき杏子は、実はＭでもいけるクチだった。

  　はた迷惑な先輩を殴なぐり飛ばしたい衝動に駆られながら、九月は湧わき上がる様々な感情を飲み込み、しっかりと前を向く。

  　前を歩く拓海と逢由が手を繋つなぎ、見つめ合い、幸せそうに笑い合っている。

  「……杏子先輩が変なこと言うから」

  　それは演技だと頭ではわかっているのに、九月の目に映る二人はまるで本当に――。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（八月第二週放送分）より


  　　サブタイトル「夏合宿！（後編）　ピンクの怪獣と納涼肝試し大会！」


  

  「タクミくん、急いで！　洞どう窟くつはもう目の前だよ！」

  　さっきまでのいい雰囲気はどこへやら。目的地が間近になってテンション急上昇のピンクの怪獣が、ぴょんぴょんと跳ねるように岩場を駆け上がっていく。怪獣のフットワークの軽さに苦笑いしながらも、タクミは引き離されまいと急ぎ足で後を追った。

  「気をつけて。アユちゃんは泳げないんだから海に落ちたら一大事、うわっ！」

  　タクミの悲鳴が聞こえて、岩場を登っていたアユは慌てて背後を振り返る。だが、さっきまで手の届く距離にいたタクミの姿はどこにもなく、代わりに岩の隙間から白い水しぶきがあがっていた。

  「タクミくん！」

  　岩場を駆け下りたアユが、水しぶきのあがった場所で膝ひざをつく。水辺を覗のぞき込めば、そこにはつい最近重たい物が落ちたことを示す、起伏の激しい波紋が広がっていた。

  「タクミくん！　タクミくん！」

  　タクミが海に落ちたと理解して、アユは着ぐるみのまま波間へと身を乗り出す。着ぐるみが水に浮かないとわかっているはずなのに、迷いなく夜の海へ飛び込もうとする。

  「バカ！　何やってんだ！」

  　アユの後を追いかけていたクガツが、異変に気づいて岩場を駆け上がってきた。クガツが海に飛び込もうとする怪獣を押さえつけると、怪獣の口の中から少女が半狂乱になって喚わめきはじめた。

  「どうしよう！　タクミくんが海に、私が手を離したから、私のせいでタクミくんが！」

  「海に落ちたのか！」

  　クガツが岩場を見渡すと、すぐにタクミが落ちた痕こん跡せきらしき白い波紋が目に入った。

  「アユは下がってろ」

  　パニックに陥った怪獣を力任せに押しのけて、クガツは迷いなく夜の海へと身を躍らせる。

  　いつになく真剣な目つきで、クガツは確固たる意思をこめて叫ぶ。

  「タクミは私が助ける！」

  　直後、鉛色の海に二本目の水柱が生まれた。
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  　時刻は間もなく夜の十二時。

  　雲間から差し込む三日月の光を頼りに、渋谷は人気のない浜辺を一人散策していた。

  「クガツが溺おぼれたタクミを助ける」という本日最大の見せ場を撮影し終えて、スタッフと出演者たちは連れ立って宿へと撤収していた。渋谷の予想では、今頃は全員が明日の撮影に備えてしっかりと休息を取っているはずだった。

  　……が、実際は露天風呂で騒いだり、浴衣ゆかたがはだけるのも構わず卓球勝負に汗を流したり、夜遅くまで怪談話で盛り上がったりと、女子生徒約一名を中心に出演者たちは旅館に迷惑をかけまくっていた。

  　そんな喧けん騒そうを知ってか知らずか、渋谷は荷物を部屋に置くなり、早々に宿を抜け出していた。あてもなく夜の砂浜をさまよいながら渋谷は鉛色の海に声をかける。

  「さて、どうしたものか」

  　渋谷のつぶやきに応えるのは、単調なリズムを繰り返す漣さざなみの音ばかり。鼻び腔こうをくすぐる潮の香りも、一面に広がる暗あん澹たんとした海も、雲間に覗のぞく三日月でさえも、渋谷の問いかけには何ひとつ答えてくれない。視覚も嗅きゆう覚かくも聴覚も、すべてが意味をなさない世界で、渋谷は一人思い悩む。

  　――さて、どうしたものか。

  「眠れないのかしら？」

  　突然の声に渋谷が振り返ると、そこには灰色の浴衣を纏まとった女性が立っていた。風呂上がりなのか化粧っ気のまるでない顔で、女は湿った髪を潮風になびかせている。

  「先生も、眠れないんですか」

  　渋谷から逆に声をかけられて、浴衣の女性は左手で髪を掻かき上げながら微笑した。

  　見慣れたスーツ姿ではない。横長の眼鏡もかけていない。何より雰囲気がとても穏やかで、普段のトゲトゲしい印象など微み塵じんも感じさせない。それほどまでに普段とは別人なのに、渋谷は一目見て彼女が何者であるかを察していた。

  　渋谷は、彼女を見間違えたりはしなかった。

  「私は宿を出る渋谷くんを見かけたから、気になって追いかけてきただけよ」

  　耳にかかった髪を掻き上げながら、二年Ａ組の担任である遠藤彩枝は、女性らしい丸みを帯びた声で答える。

  　それは普段のスパルタ教育者とは似ても似つかない、慈しみに満ちた声。今の歌劇学園の生徒が誰一人として聞いたことのない、しかしＯＢの渋谷にとっては忘れられない懐かしい響き。

  「そういえば、渋谷くんはむかしから一人で悩む悪い癖があったわね。前にも言ったでしょう、悩み事があるなら遠慮なく先生に相談しなさいって」

  「それは何年前の話ですか」

  　渋谷が苦笑いする。同時に、いつまで経っても彼女と自分は「先生と生徒」でしかないのだと思い知る。

  「……ドラマの今後について考えていました」

  　先生には敵かなわないと身に染みてわかっていたから、渋谷は素直に白状した。宿を抜け出して一人で思い悩むほど、自分が何にこだわっているのかを。

  「先生も見ていましたよね。今日の撮影で、溺おぼれたタクミを助けるためにクガツが夜の海に飛び込んだ場面を」

  「もちろん。あのときの橘たちばなさんはとてもいい表情をしていたわ」

  「はい。『絶対に私がタクミを助ける』という強い意思が、彼女の表情にありありと浮かんでいました」

  　溺れたタクミを助けるため、九月が海に飛び込む。その場面を正確に思い出そうとして、渋谷は闇やみに目を凝らす。脳裏に浮かんだ九月の顔は真剣そのもので、何よりも「大切な人を助けたい」という思いに満ちていて……。

  「それはまるで、クガツが『タクミを失いたくない』と心で悲鳴を上げているような」

  　ゆっくりと、渋谷は彩枝を見つめる。

  「それはまるで、クガツが喧けん嘩かばかりしていたタクミのことを、いつの間にか好きになっていたような」

  　いわば脚本家としての直感。惹ひかれあうタクミとアユの間に、もしも親友であるクガツが絡んできたら――ドラマは格段に面白くなるに違いない。

  「つまり、『きぐるみん』を三角関係の物語にすべきかどうかで迷っている、と？」

  「……はい」

  　このとき彩枝は、渋谷の着想を素直に「面白い」と受け止めていた。面白いと思ったから、彼女は迷わず答えていた。

  「私たちのやるべきことはただ一つ、最高に面白いドラマを作ること。あなたもプロなら、ドラマを面白くするために最善を尽くしてみせなさい」

  　いつもの冷徹さとは違う。情熱の感じられる口ぶりで彩枝は告げる。

  「面白ければそれでいい。それがあなたの信条でしょう？」

  　そうして渋谷は思い出す。七年前に出会った、誰よりも熱心で、誰よりも真剣で、誰よりもプロ意識が強かった女性のことを。彼女が口にした「ドラマが面白くなるなら私はどんなことでもする」という強い意思を。

  　そんな女性を一途に思い続けた、バカで純粋な少年がいたことを。

  「三角関係か……。報われない、悲しい恋ですね」

  　諭された渋谷が、堪こらえきれずに自身の思いを吐露する。「悲しい恋」を自分はちゃんと書けるだろうか。それが不安で仕方ないと、そう正直に告白する。

  「渋谷くんは、悲しい恋は嫌い？」

  　彩枝が潮風に濡ぬれた髪を耳元で掬すくい上げる。尋ねられた渋谷は、しかし、妖よう艶えんとも無邪気とも受け取れる彼女の仕草を見て、思わず相好を崩してしまった。

  「やっぱり先生は、眼鏡を外した方が素敵です」

  　褒められて、彩枝は僅わずかに驚いた表情を見せた後、

  「しばらく会わない間に、話を逸そらすのが上手になったわね」

  　そう言って、微ほほ笑えんだ。

  　渋谷は満足そうに頷うなずくと、仲間の待つ宿へと足を向けた。早く宿に戻ろう。思いついたアイデアを一刻も早く形にしよう。自分が脚本を書いて、先生が監督をするドラマを、最高に面白いものとするために。

  「そういえば、まだちゃんと言っていませんでしたね」

  　歩きながら渋谷が振り返ると、そこには片手で髪を押さえている女性のシルエットが浮かび上がっていた。潮風に揺れる髪と、添えられた白い指を見つめながら、渋谷は精一杯の愛情を込めて言葉をかける。

  「彩枝先生。ご結婚、おめでとうございます」

  　ありがとう。そう言って髪を掻かき上げる彼女の左手には、銀色のリングが輝いていた。

  

  「ふわぁ。ねみい……」

  　揺れる電車の中で、杏子が吊つり革かわにぶら下がったまま大口を開けて欠伸あくびをしている。

  　眠そうな目にうっすらと涙まで溜ためている先輩を見て、隣に立っていた拓海は「黙っていれば美人なのに」と今まで何百回思ったかわからない感想を性懲りもなく抱いてしまった。

  　一泊二日の撮影旅行を終えた出演者四名は、揃そろって夕方の満員電車に埋もれていた。簡潔に言うなら、家に帰ろうと電車に飛び乗ったら、折悪く会社帰りのサラリーマンたちでごった返すラッシュアワーの時間帯だったのである。

  「おかしいなぁ。予定では昼には帰れるはずだったのに」

  　杏子が嘆きたくなるのも無理はない。当初は正午に撮影が終わる予定だったのが、順調に撮影時間が延びて、最終的に夕方までかかってしまったのだ。ドラマの収録は得てして計画通りにはいかないものである。

  「いやあああ～」

  　悲鳴にも似た声が聞こえて、杏子と拓海は同時に車内を振り返った。すぐに、吊革から手を離してしまった逢由が、電車を降りようとする人ごみに飲まれてどこか遠くへ流されていく光景が目に入った。

  　慌てて拓海が手を伸ばし、人の波にさらわれかけた逢由の腕を掴つかむ。拓海に引き寄せられて、ようやく逢由は人海からの生還を果たすことができた。

  「逢由って着ぐるみで走り回る体力はあるのに、どうして人ごみを掻き分ける腕力はないのかしら」

  　青い顔で呼吸を整える逢由を見て杏子が苦笑いする。

  　一見鈍そうに見える逢由だが、実際は杏子や九月と同じ陸上部所属であり、長距離走の代表選手でもあった。外見のか弱さに反して運動神経だけは人一倍あるのだが、なぜか普段の生活ではまったく生かされていないのがいかにも逢由らしい。

  「あれ、九月は？」

  　逢由を助け出した拓海が、一緒にいたはずの恋人を探して車内を見回す。スポーツ万能で運動神経抜群の九月は、いつの間に人ごみに流されていたのか、車両の隅っこで縮こまっていた。

  「しょうがないな」

  　ため息をついて、拓海は逢由から手を離す。「あ」と逢由がつぶやいたことにも気づかないまま、拓海は会社帰りの背広集団を掻かき分けて九月のもとへと歩き出した。

  　人の波を掻き分けながら、拓海はふと違和感に囚とらわれる。電車の隅で壁と向かい合っている九月の表情が、なぜかやけにぎこちなく感じられた。きつく目を閉じて、歯を食いしばって、まるで何かに耐えているような……。

  「すみません、通してください！」

  　声をあげて、拓海は鮨すし詰づめ状態の人ごみを掻き分ける。ようやく九月の全身が見えたとき、彼女のスカートには、サラリーマン風の男の手のひらが押し当てられていた。

  「おい！」

  　叫びながら、拓海は痴漢男の手首を掴つかむ。男は拓海と目が合って、すぐさま手を振り払い、隣の車両へと逃げ出した。頭に血が上った拓海は男を追いかけようとするが……。

  　ぎゅっ、と服の裾すそを引っ張られて拓海はその場で足を止めてしまった。

  　振り返れば、そこには泣きそうな顔で拓海を見上げる九月の潤んだ瞳ひとみがあった。

  　痴漢が逃げた車両を一度だけ睨にらみつけて、拓海は九月の手を取り、車両の端へと移動する。そのまま九月を車両の角に立たせて、自分の体を壁にすることで拓海は強引にスペースを作り上げた。

  「だから用心しろって言っただろ。九月は可愛いんだから、狙ねらわれやすいんだよ」

  　いつも口やかましい九月が怯おびえたように黙り込んでいたので、拓海はわざと発破をかけるように語気を強くした。こういう言い方をすれば、勝気な九月は必ず言い返してくると経験でわかっていたから。

  「うん……ごめん」

  　しかし思いのほか素直に謝られて、声をかけた拓海の方が動転してしまう。見上げている九月の目がうっすらと潤んでいることに気がついて、ようやく拓海も、九月の感じた恐怖が並大抵ではなかったことを理解した。どんなに口が悪くても、どんなに男勝りでも、九月はごく普通の女の子なのだ。

  「拓海」

  　涙のせいか、甘えるような鼻にかかった声で、九月は自分を助けてくれた少年の服を引っ張る。

  「ね。さっきの台詞せりふ、もう一回言って」

  「は？　だから、電車に乗るときは用心しろって――」

  　そこまで言って、拓海は一旦言葉を切る。……あれ？　ひょっとして、僕は何か余計なことを口走ったか？

  「そのあと」

  　さっきまで不安一色だった九月の顔色が、今は微かすかな期待の色に染まっていた。九月の意図を理解した拓海は、何とかしてこの場を誤魔化そうと考えて……。しかし結局いいアイデアが思い浮かばず、九月の濡ぬれた瞳ひとみに負けて続く台詞を口にした。

  「……九月は可愛いんだから、気をつけろって」

  　さっきまで怯おびえていた九月の顔が、幸せそうに緩んでいく。「痴漢にあった直後なのに、そんな簡単に気持ちを切り替えられるものなのか」と拓海が訝いぶかしがるが、よくよく思い返してみれば、拓海は自分の彼女に「美人だ」とか「可愛い」とか面と向かって言った覚えは一度もなかった。もちろん心の中では何度も思っていたけれど。

  　好きな人に褒められるのって、そんなに嬉うれしいことか？

  　そんな風に考えていた拓海の体に、九月がいきなり腕を回してきた。慌てる拓海の胸に頭を埋うずめて、九月は恥ずかしそうに小声で囁ささやく。

  「拓海も、かっこいいよ」
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  　そして拓海は思うのだった。

  　好きな人に褒ほめられるのって、恥ずかしいけど……すごく嬉しい。

  

  「なんだあのバカップル」

  　電車の中で堂々と抱き合う二人のラブラブアツアツぶりに当てられて、遠目から眺めていた杏子は下唇を突き出して悪態をつく。水み無な月づき杏子、高校三年生、現在恋人募集中。

  「ちょっと逢由。あの二人どう思う？」

  　車内の一角をピンクに染め上げる二人を非難しようと、杏子は同じく彼氏のいない逢由へと意見を求めた。だが杏子の意に反して、逢由はいつになく明めい瞭りような物言いで答える。

  「二人の仲がいいと、見ているこっちも嬉しくなるね」

  「ならないわよ」

  　唇を尖とがらせながら、杏子は何となく違和感を覚えてしまった。

  　いつもオドオドしている逢由が、まるで別人のように淀よどみなく答えている。それは誰かを演じているかのような、芝居じみた逢由の態度だった。同じような逢由の振る舞いを以前にも見た気がして、杏子はいつだったか思い出そうと首を捻ひねり……。

  　面倒くさくなって考えるのをやめた。

  「逢由って絶対に友達の悪口は言わないよね。いい子だよ、逢由は。可愛いし、性格もいいし、逢由みたいな子に好きだって告白されたらどんな男だってイチコロだろうに」

  　杏子に茶化された逢由は、電車の片隅で抱き合っているバカップルを見つめていた。

  「……そんなこと、ないですよ」

  　抱き合う二人を、いつまでも見つめていた。



  


  第四幕　ピンクの怪獣と初恋少女

  

  　夏休みの終わりにほど近い、八月のとある週末。この日、ピンクの怪獣である「赤あか城ぎアユ」の部屋に見立てたスタジオセットで、ドラマの収録が行われることとなった。

  　収録スタジオに集まった出演者の面々は、脚本家の渋しぶ谷やから出来たてホヤホヤの台本を手渡されて、さっそくその場で目を通していた。

  「それにしても、どうして渋谷さんの台本っていつもギリギリに完成するんだろ」

  「たまには早めに貰もらって台詞せりふを読み込みたいよね」

  　さっそく、お決まりの脚本家批判を繰り広げる拓たく海みと杏きよう子こ。聞こえないふりをする渋谷は、連続ドラマの台本を一年間一人で書き上げる苦労を絶叫したい気持ちで一杯だった。

  　そんな渋谷の血と汗と涙が詰まった台本を、拓海たちは熱心に読み進めていく。ちなみに今回のあらすじは以下の通り。

  『夏休み終了間際。キョウコの発案により、皆でアユの部屋に集まって夏休みの宿題を片付けようということになった』

  　そんな台本を読んで、その場に居た拓海、逢あ由ゆ、杏子の三人は口々につぶやいた。

  「ようするに、夏休みの宿題をまったくやっていなかったキョウコ先輩が他力本願に走ったってわけか」

  「現実と同じだね～」

  「現実と同じって言うな！」

  「でも学年が一コ下の僕たちじゃ、キョウコ先輩の宿題の助けにはならない気がするけど」

  「勉強を始めるまでその事実に気づかないのがキョウコ先輩らしいところだよ～」

  「そんな私らしさはいらない！」

  　ナチュラルに失言するピンクの怪獣を、杏子が容赦なく怒鳴りつける。が、そんな杏子をさらに怒鳴りつける強者がこの場には存在した。

  「ほらそこ、うるさいわよ。水み無な月づきさんのくだらない生態はどうでもいいから、早く準備をしなさい」

  「くだらな……」

  　杏子を絶句させたのはほかでもない。鬼気迫る熱烈指導で有名な遠えん藤どう彩さ枝え教諭である。

  　反論を許さない緊迫した空気と、愛情など微み塵じんも感じさせない鋭利な眼光で、彩枝は居並ぶ生徒たちを一瞬にして震え上がらせる。……とは言うものの、今日に限って言えば、全員が震え上がったことには違う理由がありそうだが。

  「あの、先生。質問してもいいですか？」

  　出演者を代表して、拓海がおずおずと手を上げた。

  「その格好は、いったい何ですか？」

  「見てわからないの？　どこからどう見てもこれはアブラゼミでしょう？」

  　事もなげに言い切る彩枝の服装は、とてもリアルに作られた巨大アブラゼミの着ぐるみだった。

  　巨大な複眼、背中に生えた半透明の四枚羽、細くて硬い針金のような六本の手足、そして怪獣と同様に口の部分から顔を出している中の人。リアルな造型の巨大アブラゼミが二足歩行している姿は悪夢以外の何ものでもない。

  「えっと、どうしてアブラゼミ……」

  　しっかりとピンクの怪獣を着込んでいる逢由が、同じ着ぐるみ仲間である彩枝に恐る恐る声をかける。尋ねられた怪奇セミ女は普段通りの冷淡な口調で、六本の足をわしゃわしゃと動かしながら答えてくれた。

  「台本をよく読みなさい。今回はアユの実家が舞台です。当然、アユの母親も登場します。そこでアユの母親が着ぐるみを着ていないのは不自然でしょう？」

  　どうやら彩枝は「怪獣アユの母親」役でドラマに出演するつもりらしい。

  　――アユの母親は、巨大なアブラゼミの着ぐるみを着ていた。

  　確かにインパクトだけならどこにも負けない設定ではある。

  　ようやく状況を理解して、体を丸めたピンクの怪獣を中心に杏子と拓海が顔を寄せる。怪人セミ女に聞こえないよう小声で密談を始める二人と一匹。

  「着ぐるみって、一つ作るのに何百万円もかかるのよね？　わざわざ今回のためだけにセミの着ぐるみを新調したのかしら」

  「そもそもどうして怪獣の母親がセミなんでしょう。夏だから？」

  「一週間で死んじゃいそうだよね～」

  「造型がリアルすぎてグロい」とか「巨大なアブラゼミは存在自体がキモい」とか、不平不満を際限なく並べ立てる杏子。そして、そんな杏子の背後には、いつの間に近づいていたのか六本の手足をわしゃわしゃと動かしている怪奇セミ女。

  　一分後。いろいろあって顔がん面めん蒼そう白はくになったまま一言も声を発さなくなった杏子を尻しり目めに、セミに扮ふんした彩枝が台本の中身について解説を始めた。

  「アユの部屋に集合したオカルト研一同。タクミはアユの部屋に入るのが初めてなので見るものすべてに驚きます」

  　初めてアユの部屋に入って、意外と普通の部屋だったことに驚くタクミ。

  　クローゼットを開けて、そこに怪獣の抜け殻がずらりとぶら下がっていて驚くタクミ。
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  　アユの父親は週末になると正義の味方と戦っているという、筋金入りの着ぐるみ一家だと知って驚くタクミ。

  「もっとこう。初めて女の子の部屋に入ったドキドキとか、そういうのはないんですか？」

  　拓海のぼやきをよそに、セミ彩枝は真面目な顔で説明を続ける。

  　ジュースとお菓子を持った巨大セミ女が部屋に入ってきて驚くタクミ。

  「タクミくんのことはいつもアユから聞いてます」とセミから質問攻めにされて驚くタクミ。

  　しつこいセミを怪獣が追い出そうとして、狭い部屋で怪獣大決戦が始まって驚くタクミ……。

  　杏子に続いて拓海までもが青い顔になりはじめた頃、真剣に台本を読み込んでいた逢由は、親友の九く月がつがさっきから一言も発していないことに今さらながら気がついた。

  「どうしたの九月。おなかでも痛い？　食べ過ぎ？」

  　一応本気で心配している怪獣に、九月は力なく笑って見せる。

  「ごめんごめん。ちょっと、この先の展開が気になっちゃって」

  　どうやら九月は、受け取ったばかりの台本を熱心に読み耽ふけっていたらしい。あまりにも台本に集中していたせいで、周囲の雑音も耳に入らなかったようだ。

  「この先の展開って？」

  　九月の意味深な言い回しが気になったのか、逢由が「この先の展開」を探して台本をめくる。渡されたばかりの台本には、本日収録される二つの場面が描かれていた。

  　前半は、アユの部屋で行われた賑にぎやかな勉強会の風景。そして後半は、図らずもタクミと二人きりになってしまったクガツの心の機微が描かれる場面。

  　それは、劇中のクガツが、タクミへの恋心を自覚する場面。

  「難しい役になっちゃったなあ」

  　台本を膝ひざの上に置いた九月が、率直な感想を口にする。

  　どうやら連続ドラマ『きぐるみん』は、今後、タクミを巡る三角関係を中心に描かれていくらしい。突然の急展開に九月は力なくうな垂れてしまった。

  「私と逢由が拓海を取り合って争うなんて、想像すらできないよ。こんなのどうやって演じればいいんだろ」

  　困り果てる九月を見て、逢由は着ぐるみ姿のまま親友の肩にそっと手を置いた。

  「大丈夫。大変な役だけど、きっと九月ならできるよ」

  「そうかな？」

  「そうだよ。だって九月は私の親友だもん。私はいつだって九月を応援してるよ」

  　何の脈絡もない励まし方をされて、それでも九月は表情に明るさを取り戻すことができた。生気に満ちた笑顔を、九月は応援してくれた親友へと向ける。

  「ありがとう。逢由にそう言ってもらえると何でもできそうな気がするから不思議だね」

  　九月が元気を取り戻したのを見て、逢由も嬉うれしそうに口元を綻ほころばせる。

  「私はいつだって九月を応援してるよ」

  　それは、親友を励ますために言った言葉だった。

  　そして同時に、自分自身に言い聞かせるための言葉でもあった。

  　――私は九月の恋を応援している。私は、いつだって九月の幸せを願ってる。

  　だが、言えば言うほど逢由は自分の本心を意識せずにはいられなくなる。親友の恋を応援すればするほどに、自分の心から目を逸そらせなくなっていく……。

  

  　そして少女は自覚する。自分の本当の気持ちを。
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  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（九月第一週放送分）より


  　　サブタイトル「恋するクガツ！　ピンクの怪獣と初恋少女」


  

  「タクミくん。また今度、ゆっくりお話ししましょうね」

  　巨大セミ女に六本の手足でわしゃわしゃと手を振られ見送られながら、勉強会を終えたタクミたちはアユの実家を後にした。セミを家の中へ押し込もうとする怪獣に手を振りながら、タクミ、クガツ、キョウコの三人は暗い夜道を歩き出す。勉強や勉強以外のことに白熱したせいで、時間の経つのも忘れていたらしい。三人がアユの家を出たとき、空にはぽっかりと満月が浮かんでいた。

  　電信柱の電灯を頼りに、三人は人気のない夜道を歩く。しばらくはいつも通り明るいキョウコの声と、マメにツッコミを入れるタクミの声と、頻繁にパンチやキックが飛び出すクガツの声が、寂れた夜道を縦横無尽に駆け巡っていた。

  「それじゃ、私の家はこっちだから」

  　三人の内、最初に離脱したのはキョウコだった。

  　キョウコの姿が見えなくなるまで手を振っていたタクミは、クガツと二人きりになって改めて夜道を歩き出した。

  　ぽつりと、タクミはつぶやく。

  「さて、と」

  　…………。

  「今、私と二人きりになって何を話せばいいかと悩んだだろ」

  「そういう風に人の心を読むのやめてくれる？」

  　とは言うものの、図星をさされていたのであまり強くは言い返せないタクミだった。

  　知り合った頃からずっと、顔を合わせれば何かと喧けん嘩かばかりしている二人である。人気のない夜道を二人きりという状況で、明るく会話を弾ませろというのはなかなかに難しい注文だった。勢い、互いに無口になって夜道を歩く二人だが……。

  「タクミ」

  　先に沈黙を破ったのは、意外にもクガツの方だった。

  　彼女はあまりお喋しやべりの得意なタイプではない。基本的に口が悪く、他人と話を合わせるのが苦手なため、友達付き合いも決して上手とはいえない。そんな口下手な彼女が、荒っぽい男言葉でタクミに尋ねた。

  「お前、アユのことどう思ってるんだ」

  「……怪獣」

  　直後、殺気のこもった右ストレートがタクミの鼻先を掠かすめた。他た愛わいもない冗談が生命の危機にも繋つながることを知った、会あい澤ざわタクミ、十六の夏だった。

  「どうって、まあ、いい子だと思うよ」

  　改めて質問に答え直すタクミ。何とも曖あい昧まいな答えだが、右ストレートが飛んでこなかったところを見ると一応クガツも納得してくれたらしい。二人で肩を並べて歩きながら、さらにクガツの追及は続く。

  「それで、アユとは何回ぐらいデートしたんだ？」

  「デートなんて一回もした覚えはないけど」

  「はあ？」

  　クガツが両目を吊つり上げる。だが、いくら殺意溢あふれる眼で凄すごまれても、タクミとしては正直に語る以外に術はない。

  「だって、別に付き合ってるわけでもないのに、デートなんておかしいだろ」

  「お前、正気か？　誰がどう見たってアユはお前のことが好きだろ。わかってるならさっさと付き合えよ！　デートぐらいしてやれよ！」

  「ええと、どうしてクガツにそこまで言われなきゃいけないのかな」

  　半笑いを浮かべるタクミを見て、クガツは頭に血が上ってしまった。感情の赴おもむくままタクミの胸倉を掴つかみ、自分より背の高い相手を力任せに捻ねじり上げる。

  「『どうして』だと？　私がアユの親友だからに決まってるだろ。私はアユのためなら何だってするし、アユを泣かせるヤツは絶対に許さない。だから、お前の煮え切らない態度を見ていると腹が立つんだよ！」

  　男らしく言い切られて、優ゆう柔じゆう不ふ断だんを自覚しているタクミとしては返す言葉も見当たらない。

  　だが、こうやって女相手になすがままにされている軟弱な姿すら気に食わないのか、クガツは言われっぱなしのタクミへとさらなる激げき昂こうを重ねた。

  「お前はアユのことをどう思ってるんだ！　好きならちゃんと態度で示せ！　お前がアユとちゃんと付き合っていれば、私だって――」

  　私だって？

  　何かを言いかけて、しかし自分でも何を言いかけたのかがわからなくて、クガツはタクミから手を離してしまった。

  「……好きだ」

  　タクミの声が聞こえて、クガツの心臓が跳ね上がる。

  「僕は、アユちゃんのことが好きだ」

  　締め上げられていた首を片手でさすりながら、タクミははっきりと自分の思いを口にしていた。クガツは自分でもよくわからない感情に支配されたまま、黙って耳を傾ける。

  「クガツに言われてやっとわかったよ。うん、僕はアユちゃんが好きなんだ。今が楽しいから、もう少しこのままでと思ってたけど……。そうだよね、クガツの言う通りいつまでも今のままじゃいけないよね」

  　タクミはアユのことが好きだった。それを認めたタクミは、ついにアユに告白する決意を固めた。すべては、友達思いのクガツに本気で怒られたから。

  「ありがとう。クガツって本当に友達思いのいいヤツだよな」

  「お、おう。当たり前だろ。だってアユは、私の親友なんだから」

  　男らしく言い返すクガツ。だがその語気は、いつになく弱々しい。

  　なぜだろう。タクミとアユが付き合うことは、私の望みだったはずなのに。タクミがアユのことを好きだと知って、どうしてこんなに胸が痛くなるのか。タクミに「お前はいいヤツだ」と言われて、どうしてこんなに胸が苦しくなるのか。なぜだろう。なぜ私はこんなに……。

  

  　そして少女は自覚する。自分の本当の気持ちを。

  　そうか、私は――タクミのことが好きなんだ。
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  　夕暮れの光が差し込むオカルト研の部室で、萌もえ黄ぎ色いろの制服を着た九月は、椅い子すに腰掛けたまま微動だにせずに台本を睨にらみつけていた。

  　騒がしい夏休みも無事に終わり、二学期が始まって早々に襲来した中間テストという魔物もどうにか撃退して、ようやくドラマに専念できる環境になった九月は改めて物思いに耽ふけっていた。

  　壁に掛けられた時計を見上げれば、時刻は間もなく午後五時になろうとしていた。校庭からは部活を終えた生徒たちの話し声が聞こえてくる。一人また一人と校舎から人影が消えていく中、ドラマの撮影が残っている九月は、自分の出番が来るのを今や遅しと待ち構えていた。

  　部室では監督である彩枝の指示で、照明とカメラのセッティングが行われている。予定よりも撮影時間が長引いているせいか、スタッフは遅れた時間を取り戻そうと誰もが休みなく動き回っていた。

  「お疲れ様、九月」

  　不意に声をかけられて、考え事をしていた九月は弾かれたように顔を上げた。

  　いつからそこにいたのか、目の前には学園の制服を着た逢由が学生鞄かばんを持って立っていた。逢由が撮影現場で着ぐるみ以外の格好をしているのは、ひょっとするとかなり新鮮な光景かもしれない。

  「あれ？　逢由って今日は出番なかったよね」

  　九月が台本の中身を思い出しながら問いかける。九月が記憶していた通り、今日撮影するシーンに逢由の出番は含まれていなかったが、

  「何言ってるの。今日は一緒に帰る約束してたよね」

  　おっとりとした声で指摘されて、九月はようやく思い出した。そういえば、自分と拓海と逢由の三人で一緒に帰る約束をしていた気がする。撮影に追われていてすっかり忘れていたけれど。

  「ごめん、ひょっとして私が終わるのを待っててくれたの？」

  　出番のない逢由がこんな遅い時間まで待っていたのだと気がついて、九月は手を合わせて謝罪する。しかし謝られた逢由は、九月の気遣いにぱたぱたと両手を振って答えていた。

  「ちがうちがう。私が遅くまで残っていたのは九月のせいじゃないよ。さっきまで渋谷さんに呼び出されて話をしていたから」

  「渋谷さんに呼ばれた？　いったい何の話だったの」

  「うん、九月との関係を根掘り葉掘り聞かれちゃった」

  　この日、進路指導室に呼び出された逢由は、真っ赤な手帳を持って待ち構えていた渋谷から「九月とどうやって知り合ったのか」「九月とどうやって親友になったのか」「九月との面白エピソードはないか」などなど、二人の関係を洗いざらい白状させられていた。

  　渋谷曰いわく、「ドラマの参考にするから」ということだが……。

  「私たちの日常会話をドラマで再現したり、花火地獄の映像をそのまま放送したり、渋谷さんって本当に面白ければ何でもやる人だよね。私と逢由が知り合った話なんて、普通すぎて聞いても退屈なだけなのに」

  「だよね～」

  　制服姿の逢由が大らかに同意する。実際のところ、逢由と九月の出会いにドラマチックな要素はなく、渋谷の参考になりそうな面白エピソードなど皆無に等しかった。

  　口下手＆極度の人見知りでなかなか友達のできなかった逢由に、物もの怖おじしない九月が声をかけたこと。

  　同じ陸上部だったので、よく帰りが一緒になったこと。

  　気がついたら二人でいることが多くなって、そのうちに互いのプライベートについても話すようになって……。

  　別に衝撃的な出会いがあったわけではない。はっきりとしたきっかけがあったわけでもない。気がついたら友達になっていた。ただそれだけの、ありきたりな話。

  　そうして出会った当時を振り返っていた逢由は、台本に目を通す九月の表情がいつになく硬いことに気がついた。

  「どうしたの、変な顔して。何か悩みでもあるの？」

  「んー、まあ、悩みって言うか」

  　逢由の「変な顔」発言は華麗にスルーして、台本を閉じた九月が傍らに立つ親友を見上げる。心から友人を心配する逢由を見て、九月は安心した気持ちになって打ち明けた。

  「ちょっとね。どうしても役の気持ちが理解できなくて困ってるんだ」

  「役の気持ち？」

  　鸚おう鵡む返がえしにつぶやきながら、逢由は台本の内容を思い出そうと記憶の糸を手た繰ぐる。

  　九月が演じる役は、口よりも先に手が出てしまう暴力的な女の子。口が悪くて、タクミとは喧けん嘩かばかりしていて……だけど本当は、好きな人を一いち途ずに思い続ける不器用な女の子。

  「今後の展開を渋谷さんから聞いたのよ。劇中のクガツは一途な気持ちを抑えきれなくなって、ついに告白を決意するんだって。その心境がどうしても私には理解できなくて」

  「好きな人に告白する気持ちが理解できないの？」

  「だってそうでしょ。相手は親友の彼氏なんだよ。どう考えたってうまくいくはずがないじゃない。それなのにどうしてわざわざ友情を壊すような真ま似ねをするのか、私にはぜんっぜん理解できない」

  　さも当然といった九月の口ぶりに、逢由は自然と目を伏せる。そのまま、九月の耳に届くか届かないかという小さな声で、逢由はつぶやいた。

  「私は、わかる気がするな」

  　声が聞こえたのだろう。九月が驚いたように逢由を見る。親友に見つめられた逢由は、目を逸そらしながらたどたどしく言葉を続けた。

  「きっと、どうしようもないんだよ。好きになっちゃったら、わかってても止められないんだよ」

  「友情より愛情？　そういうのって何かやだな～」

  　深刻そうに語る逢由を、九月が陽気に笑い飛ばす。九月の明るさに引きずられたのか、逢由もつられて笑顔になって「そうだね、やだよね」と明るく答えていた。

  　……明るく答えながら、逢由の表情には一筋の陰が差していた。

  「ねえ、九月」

  　それは、不自然なほどに落ち着き払った逢由の声。

  　名前を呼ばれた九月が親友を見上げる。逢由の表情は間違いなく笑顔なのに、なぜだろうか、九月にはそれが笑っているように思えなかった。

  「九月にね、言っておきたいことがあるの」

  　声のトーンは低く、しかし決して笑顔を崩さずに逢由は語る。

  　――言わなくちゃ。ちゃんと言わなくちゃ。たとえ話の流れでそうなったとはいえ、このタイミングを逃のがしたら二度と九月には言えない気がするから。

  　逢由の手が自然と握り拳こぶしになった。あまりに強く握りすぎて、指先が血の気を失い白くなっていく。微かすかに喉のどを震わせながら、臆おく病びような少女は懸命に言葉を吐き出そうとする。

  　このまま黙っていたら、いつかきっと自分の感情に押し潰つぶされてしまうから。

  　このまま秘密にしていたら、いつかきっと大切な友達を深く傷つけてしまうから。

  　そうなる前にちゃんと話すべきだと思った。洗いざらいすべてを話して、きちんと説明すれば、九月ならきっとわかってくれると思った。少なくとも、このときの逢由はそう信じていた。

  　そう、信じていた。

  「あのね、九月」

  　意を決した逢由が、口を開く。

  「私、本当は」

  「橘さん、出番ですよ。早く準備しなさい」

  　逢由の告白を遮るように、厳格な女監督が声をかけてきた。監督に名ざしされた九月は、即座に背筋を伸ばして立ち上がる。

  「ごめん、逢由。その話はまた今度ね」

  　台本を椅い子すの上に放り投げて、九月は明るく片手を上げる。

  「あ、そうだ。今日は撮影が長引きそうだから、拓海と先に帰ってていいよ」

  　それだけ言い残して、九月はスタッフの輪の中へと消えていく。

  　逢由は親友の背中に声をかけようとして、でもなぜか声が出なくて、開きかけた口を固く閉ざしてしまった。

  　視線を上げれば、そこに見えるのは真剣な顔でスタッフと打ち合わせをする親友の姿。九月が集中しているのがわかるから、逢由はどうしても邪魔する気になれない。

  　――明日こそちゃんと打ち明けよう。

  　胸が苦しいような、でもどこかほっとしたような、そんな不自然な感情を抱いたまま、逢由は九月に背を向けた。

  　――明日こそちゃんと打ち明けよう。それで全部、終わりにしよう。

  

  「あれ、九月は？」

  　正面玄関を出た逢由を待っていたのは、すっかり帰り支度を整えた拓海だった。

  　二年生になって自転車通学をするようになった拓海は、一人で学校を出てきた逢由を見つけて、愛車を手で押しながら近づいてくる。

  「撮影が長引きそうだから先に帰っていいって」

  　どことなくぎこちない笑顔で、逢由が答える。だが拓海は逢由の微妙な表情をさして気にする風でもなく、「ふうん」とそっけない返事をするに留まった。

  「しょうがない。今日は二人で帰ろうか」

  「……うん」

  　逢由が小さく頷うなずいたのを受けて、拓海は片足を上げて自転車に跨またがった。

  「家まで送るよ」

  　自転車に跨った拓海が、逢由を見ながら愛車の後部座席を指さす。彼の誘いを断る理由もなく、逢由はぎくしゃくと頷きながら後部座席に横座りをした。

  「しっかり掴つかまって」

  　言われるまま、逢由は拓海の腰にしがみつく。彼の腰に腕を回し、彼の背中に自分の胸を押し付ける。

  　拓海の鼓動を感じながら、逢由は歌劇市に伝わる都市伝説に思いを馳はせていた。

  　そういえば杏子先輩が前に言っていた。最近の自転車は、二人乗りができないように最初から後部座席が外されている場合が多いと。なのに歌劇市では、ほとんどの自転車が後部座席付きで売られている。杏子先輩の説によれば「学園ラブストーリーに自転車の後部座席は欠かせないから」という嘘うそみたいな理由らしいのだが……。

  「あながち嘘じゃないのかもね」

  　拓海の腰にしがみつきながら、逢由はそんなどうでもいいことばかり考えていた。

  　よたよたとふらつきながら、二人を乗せた自転車が校門を抜ける。懸命にペダルを漕こぐ拓海の力強さに、逢由は「やっぱり男の子なんだな」と感心してしまう。ようやくスピードに乗って自転車が安定したところで、逢由はごくごく自然に拓海へと話しかけていた。

  「大丈夫？　重くない？」

  「平気、平気。着ぐるみを一日中着ているとダイエット効果があるのかな。九月に比べたら全然軽いよ」

  「今の話、九月が聞いたら怒るだろうな」と内心で笑いながら、逢由はほとんど無意識に聞き返していた。

  「九月も、こんな風によく乗せるの？」

  「たまにね」

  　間をおかずに返事があって、問いかけた逢由の方が自問してしまう。

  　どうして私はそんな質問をしてしまったのか。

  　どうして彼の答えを聞いて、こんなにも胸が痛むのか。

  　自転車は徐々にスピードを上げていく。晩夏の風が逢由の頬ほおを優しく撫なでる。自転車の振動に身を任せながら、逢由は彼の背中に額を押し付ける。

  　どうしてこうなってしまったのだろう。九月は私の親友なのに。誰よりも大切な友達なのに。去年ＢＳカゲキを見ていたときは、素直に二人の恋を応援できたのに。

  　夕風が肌を撫でる。オレンジ色の日差しが二人を照らす。揺れる自転車から落ちないように、少女は彼にしがみつく。彼の背中越しに鼓動が伝わる。彼の温もりが、伝わる。

  　温もりに揺れながら、逢由は遠い過去を思い出していた。

  　ずっとむかし、学校のゲタ箱にそっと手紙を入れた思い出を。

  　校舎裏でドキドキしながら、一人で待ち続けた放課後を。

  　しどろもどろになりながら、一生懸命になって伝えた気持ちを。

  　私の支し離り滅めつ裂れつな話を聞いて、照れたように頷うなずいてくれた彼の顔を。

  　――あのときと同じ胸の高鳴りを、今も感じている。

  「逢由。着いたよ」

  　声をかけられて、逢由の思考は現実へと引き戻された。

  　周囲を見渡せば、いつの間にか自転車は止まっていて、目の前に自分が下宿している家があった。そっと、逢由は拓海の体から手を離した。

  「ありがとう。助かったよ～」

  　自転車を降りた逢由が、普段通りの間延びした声で礼を述べる。笑いながら前を向けば、そこには橙に染まった拓海の顔があった。

  　……なんとなく、逢由は拓海から目が離せなくなった。

  「拓海くん、すごい汗だよ」

  　二人乗りで自転車を漕こぎ続けた拓海の額には、大粒の汗が浮かんでいた。夕焼けの光を反射してキラキラと輝く彼の顔へ、逢由は自然に手が伸びる。

  「やっぱり私、重たかった？」

  「そんなことないって」

  「でも、すごい汗だよ」

  　額の汗を拭ぬぐおうとして、逢由の冷たい手が拓海の頬に触れる。触れた肌は熱くて、指先が焼けるようで。

  「大したことないから」

  　そう言って彼は笑う。それはとても拓海らしい、優しい微ほほ笑えみ。

  　なんとなく……ただなんとなく、逢由の細い指が汗に濡ぬれた彼の肌を包み込む。その白い手で火ほ照てった頬を優しく撫でる。

  「逢由？」

  　拓海のつぶやきも彼女の耳には届かない。もはや逢由の目には、彼の――好きな人の笑顔しか映っていない。

  　真正面に立ったまま、逢由は拓海の瞳ひとみをまっすぐに見つめる。そっと顔を近づける。

  　――二人の唇が、触れる。

  「…………え？」

  　つぶやいたのは、逢由だった。

  　不意打ちに言葉を失っている拓海を見て、逢由はようやく、自分が何をしでかしたのか理解した。

  　慌てて口元を押さえた逢由は、拓海と自転車を押しのけて家へと逃げ込んだ。

  　閉ざされる扉の音を聞きながら、後に残された拓海は何が起こったのか理解できないまま、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。
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  第五幕　（無題）

  

  　緑の芝生に座り込んで、放課後のグラウンドをぬぼーっとした顔で眺めている男子がいる。

  　グラウンドでは体育会系の部活が黄色い嬌きよう声せいと野太い掛け声を響かせていたが、残念ながら呆ほうけた顔を晒さらしている彼にはまったく聞こえていないようだった。

  「あれってどういう意味だったのかな」

  　ぬぼーっとグラウンドを見ている彼――会あい澤ざわ拓たく海みは、昨日の出来事を思い出して今さらながらに頭を抱える。夕暮れに起こった、まったく予想だにしていなかった、あの出来事を思い出して後頭部を掻かき毟むしる。

  「……やっぱり、そういう意味だよなあ」

  　何度考えても同じ結論に達してしまって、拓海はがっくりと頭を垂れる。こうして朝から落ち込み続けている彼の目下の悩みは、もちろん同級生の赤あか城ぎ逢あ由ゆについてだった。

  　いかに鈍感な男でも、あそこまでされれば逢由の気持ちに気づかないわけにはいかない。

  　なのに、拓海はどうしてもその事実が信じられなかった。もっと率直に言うなら、その事実を信じたくなかった。だって、拓海と逢由は――。

  「何を黄たそ昏がれちょるのかね、青少年」

  　どこからか聞き覚えのある声がして拓海は反射的に顔を上げる。すぐに拓海は、グラウンドに立ってこちらを見ているＴシャツにショートパンツ姿の女子生徒を発見した。

  　おそらく陸上部の練習中なのだろう。汗で濡ぬれたシャツを肌に貼はり付けて、長い髪を風になびかせながら不敵に微ほほ笑えむ彼女の名は、天下無敵の三年生・水み無な月づき杏きよう子こ。

  　杏子は拓海からの返事がないことをいいことに、ニヤけた表情になってショートパンツの裾すそをたくし上げた。ちらり。

  「はは～ん。さては私の生なま脚あしに見とれていたな。このスケベ」

  「ちがいます」

  　そこは即座に否定する拓海だった。

  「で、どうしたの。一人なんて珍しいじゃない。今日は九く月がつと逢由は一緒じゃないの？」

  　水無月杏子という女性は、普段はいい加減なくせに、ときどきストレートに核心を突いてくるから始末に負えない。拓海は素知らぬ顔で立ち上がると、何事もなかったようにズボンについた土を払い落とした。

  「僕にだって一人になりたいときぐらいあります。それじゃ、僕はもう帰りますから」

  「ああ、ちょっと待って」

  　さっさと背を向ける拓海へ、杏子が慌てて声をかける。拓海が立ち止まると、杏子は人懐っこい笑みを浮かべながら駆け寄ってきた。

  「私もちょうど部活が終わったところだから」

  　一緒に帰ろう。笑顔でそう申し出されて、拓海に断る理由は何もなかった。

  

  「それで、二人と何かあったの？」

  　制服に着替えた杏子と帰り道を歩いていた拓海は、何の前置きもなくいきなり直球ど真ん中の質問を受けて、目に見えて狼ろう狽ばいしてしまった。これが杏子の話術なのか、それとも単に何も考えていないだけなのか。様々な意味で深読みしてしまう拓海である。

  「別に、何もありませんよ」

  　ぶっきらぼうに答える拓海。ドラマでの演技はかなり評判がいいのに、日常ではミエミエの三文芝居しかできないあたりが「いいひと」と評される拓海の特徴である。

  　このときの杏子は純粋に拓海の心配をしていて、彼の相談に乗るつもりで気さくに声をかけていた。だが肝心の拓海がこの調子では、相談に乗るどころか会話を続けることすらままならない。

  　仕方なく、杏子はまず拓海をリラックスさせようと軽めの話題を振ることにした。

  　拓海と杏子で共通の話題といえば、やはりドラマ『きぐるみん』についてだろう。杏子はことさら陽気な口調で拓海に話しかける。

  「拓海は三角関係ってどう思う？」

  「ひっ」

  　しゃっくりか、あるいは息を吸い込もうとして失敗したような、横おう隔かく膜まくのひきつる音が拓海の口から漏れた。不思議そうに相手の顔を覗のぞき込む杏子だが、とりあえず拓海が反応したことは間違いないので、そのまま『きぐるみん』の話題を続けることにする。

  「（劇中の）タクミは、クガツとアユのどっちを選ぶのかしらね」

  「そ、そんなの決まってます。（現実の）僕は九月と付き合ってるんですから」

  　……ん？

  　杏子はこめかみに指を当てて考え込む。ええと、ちょっと待って。何か話がかみ合っていない気がするんだけど……はっ！

  　杏子はワイドショーが大好きだった。不倫とか略奪愛とか、そういったドロドロした恋愛模様が大好物だった。どんな些さ細さいなことでも恋愛問題に絡めようとするため、そこからついたアダ名が「脅威のゴシップ脳」。そんなゴシップ記事に彩られた杏子の脳細胞にとって、今の短い会話から最も的確、かつエキサイティングな推論を導き出すのは造作もないことだった。

  「ふむふむ。で、拓海は逢由のことをどう思ってるのかな。好き？　嫌い？」

  「拓海の相談相手になる」という当初の目的をすっかり忘れて、芸能レポーターよろしく根掘り葉掘り事情を聞き出そうとする杏子。

  　そして根が「いいひと」である拓海は、杏子の誘導尋問にあっさりと引っかかってしまう。

  「だから、僕は九月以外の子と付き合う気はありません」

  「うんうん、それは男らしくて立派な発言だけど。私が聞いてるのは『逢由をどう思っているか』だから」

  「昔の話です。逢由とのことは、もう終わったことですから」

  　ピタリと杏子の足が止まった。気づかずに前を進む後輩を見送りながら、杏子のゴシップ脳はフル回転で稼動する。

  「昔の話？　もう終わったこと？　それっていったいどういう意味？」

  　誰にともなくつぶやいて……。杏子のゴシップ脳は、最も的確かつエキサイティングな結論を導き出した。

  

  　その日、赤城逢由は学校を休んでいた。

  　欠席の理由はもちろん「拓海と九月に会わせる顔がないから」なのだが、そんなことを正直に説明するわけにもいかず、担任の彩さ枝えには「病気で熱があるから」とだけ電話で伝えてあった。

  「病気で熱、か」

  　あながち間違いでもないかな。弱々しくつぶやきながら、逢由は静かに目を閉じる。

  　残暑の厳しい九月の初旬。学校を自主休校した逢由は、自室のベッドで横になっていた。もとより仮病なので安静にする必要もないのだが、根が真面目なのか、逢由は律儀にも病人らしくパジャマを着て毛布に包くるまっていた。

  「私、何がしたいんだろ」

  　横になったまま、逢由は憂いを含んだ声で自問する。眠ろうと思って目を閉じるが、昨日の出来事が瞼まぶたに焼きついて、とても眠れそうにない。

  　唇を奪われて驚く拓海の顔が、今も焼きついて離れない。

  「私、何がしたいんだろ」

  　眠ることを諦あきらめた逢由が、目を開けて天井を見つめる。じっと天井のシミを眺めているとなぜか九月の顔に見えてきて、逢由は慌てて壁へと目を逸そらした。

  「やっぱり、私は拓海くんのことが……」

  　悶もん々もんとしながら本棚を見つめていた逢由は、そこに並んでいるＤＶＤの背表紙に目を奪われた。背表紙には黒地に白抜きの文字で「学園カゲキ！～BackStage～」と記されていた。

  　学園カゲキ！BackStage。通称『ＢＳカゲキ』。それは昨年放送された学園カゲキの人気番組であり、同時に、拓海と九月が付き合うきっかけとなった番組でもあった。

  　逢由は『ＢＳカゲキ』の大ファンだった。リアルタイムで見るようになったのは七月過ぎからだが、すぐにハマってＤＶＤを出る端から買い揃そろえてしまった。

  　――久しぶりに、最初から見てみようかな。

  　暇を持て余していた逢由は、整然と並ぶＤＶＤ群を見て、なんとなしにそう思ってしまった。

  　ケースから出したＤＶＤをプレーヤーに差し込むと、間もなく画面には昨年の入学式の模様が流れはじめた。『ＢＳカゲキ』の第一話は、入学式で神妙な顔をしている拓海のアップから始まった。

  「ここに私もいたんだよね」

  　テレビの前で横座りしながら、逢由がリモコン片手に当時を懐かしむ。

  　拓海と同学年である逢由は、同じ日の同じ入学式に参加しているはずだった。とはいえ入学したてで右も左もわからなかった当時の逢由は、拓海の存在はもちろん、入学式の模様が撮影されていたことにもまるで気づいていなかったのだけれど。

  　逢由がリモコンの早送りを押す。

  　続いて映し出されたのは、何も知らない拓海が本物のいじめだと勘違いして、ドラマのロケ現場に乱入する場面だった。このときいじめられる役だった九月は、撮影を邪魔されて、今にも噛かみ付きそうな勢いで拓海に食ってかかった。

  『僕は橘たちばなさんを助けようと……』

  『誰が助けてくれって頼んだのよ！　余計なことするな、このバカ！』

  『バ……バカって言うやつがバカなんだぞ！』

  『バーカ！　バーカ！』

  「二人ともこの頃から成長してないよね～」

  　今も変わらない二人のやり取りを思い出して、逢由の口元が自然と緩んでしまう。直後に拓海が怒りの女教師から真空飛び膝ひざ蹴げりを食らったところで、逢由は早送りを押した。

  　上級生である歌劇学園のトップヒロイン「姫ひめ儀ぎ千ち里さと」のドラマに出演することになった拓海は、演技で愛の告白をすることになった。「憧あこがれの上級生に告白する後輩役」が、拓海に与えられた初めての配役だった。

  『ずっと先輩のことが好きでした』

  　テレビから聞こえてきたのは、愚直だけど真しん摯しな少年の、心のこもった愛の告白。

  　朴ぼく訥とつで、不器用で、だけどまっすぐに自分の恋心を訴える拓海の姿に、逢由は我知らず引き込まれてしまう。

  『僕と付き合ってください』

  　拓海の告白を聞いて、自分が言われたわけではないのに、逢由は不思議と胸が高鳴った。苦しくて切なくて、自然とパジャマの胸元を握り締めていた。

  　画面越しに拓海から愛を告げられて、逢由はいやが上にも自覚してしまう。

  　――やっぱり私は、拓海くんのことが好き。

  　拓海の頭に黄色いメガホンが飛んできたところで、逢由はリモコンの早送りを押した。

  　次に見たのは学食の風景。拓海と九月、それに加か賀が雅まさ弥やが加わった三人で雑談をしている。このときの三人の話題は、専もつぱら海水浴に関してだった。

  「そういえばこの頃の九月って、カメラの回っていないところでも『今度みんなで海へ行くんだ』ってはしゃいでたよね」

  　去年「水着を一緒に買いに行こう」と九月に誘われたことを、逢由は思い出していた。

  「私には可愛いものを選ぶセンスがないから逢由に選んでほしい」という理由で、九月はムリヤリ逢由を水着選びに付き合わせた。これは責任重大とばかりに、逢由も張り切って九月に似合う大胆かつキュートな水着を選んであげたのだが……。

  「ムリ！　こんな可愛いの着れない！」

  　と九月が顔を真っ赤にして恥ずかしがったので、結局色気の欠片かけらもない無難なスポーツ水着に落ち着いたという結末。当時を思い出すと、今でも逢由は自然と笑みがこぼれてしまう。

  「私が『ＢＳカゲキ』を見はじめたのもこの頃だったな～」

  　ある出来事を境にして九月と急速に親しくなった逢由は、「九月が出演している番組だから」という軽い理由で『ＢＳカゲキ』に興味を持った。そうして番組を見て、逢由は初めて歌劇学園の生徒となった「会澤拓海」の存在を知った。

  　――未いまだに逢由は思うことがある。

  　もしも九月と仲良くなっていなければ、私は『ＢＳカゲキ』を見ていなかったかもしれない。

  　もしも『ＢＳカゲキ』を見ていなければ、拓海くんとは違う形で再会していたかもしれない。

  　もしも拓海くんと違う形で再会していたら……。

  「今とは違う関係に、なっていたかもしれない」

  　早送り。

  　次に画面を止めたのは、拓海と九月が初めてキスをする場面だった。

  　唇を重ねる二人を見て、逢由は昨日の自分を思い出して胸が張り裂けそうになった。

  　同時に、去年この番組を見ていたときの自分の感情を思い出さずにはいられなかった。それはまるで、懐かしい音楽を聞いて当時の出来事が自然と脳裏を過よぎるように。

  「あの頃の私は、二人には幸せになってほしいって、そればかり考えていた」

  　逢由は純粋に二人の恋を応援していた。だって、画面越しでもはっきりと拓海の想いが伝わってきたから。九月と一緒になることが拓海にとっての幸せだと、信じて疑わなかったから。

  　拓海と九月。二人はお似合いのカップルだった。だから、二人のキスシーンを見て素直に応援したいと思えた。

  　この直後、九月は交通事故に遭った。

  　早送り。早送り。

  　一年分の放送を早回しで見続ける。

  　いつの間にか時刻は深夜を過ぎ、早朝と呼ぶにふさわしい時間帯へと差しかかる。それでも逢由は、眠ることも忘れてリモコンを操作し続けた。

  　画面に、最終話となる空港の映像が流れはじめた。

  　紆う余よ曲きよく折せつを経て、ついに歌劇市を去る決意を固めた九月。誰の見送りも受けずに、空港で一人ぽつんと飛行機の到着を待っている。

  　空港のロビーに一人佇たたずむ九月を見て、逢由は思い出していた。九月が旅立つ前日、親友を説得しようと彼女の部屋を訪ねたときのことを。

  「本当にいいの？　このまま歌劇市を離れていいの？」

  　ダンボール箱が積み上げられた殺風景な部屋で、逢由が親友を説き伏せようと語気を荒げる。九月は何も言わず、黙って逢由の話を聞いている。

  「ねえ九月。最後に一目だけでも彼に会おう。彼は優しいから、ちゃんと話せばわかってくれるよ」

  　口下手な逢由が熱心に語りかける。だが、九月はただ一言「心配してくれてありがとう」とだけつぶやいて、寂しく微ほほ笑えむばかりだった。

  「私は、九月と拓海くんは最高のカップルだと思ってる。本当にお似合いの二人だって思ってる」

  　喋しやべるのが得意ではない逢由が、それでも思いの丈を込めて、たどたどしくも訴える。

  　逢由は確信していた。拓海が、本気で九月を好きだということを。九月が、本気で拓海を好きだということを。だからそんな二人が――自分の大好きな二人が、悲しい別れをすることがどうしても耐えられなかった。

  　大好きな二人には、いつまでも幸せでいてほしかった。

  「お願い、最後まで拓海くんを信じてあげて。彼なら九月を裏切ったりしないから。拓海くんなら絶対に……」

  　言葉に詰まる逢由の頬ほおを、一筋、涙が伝い落ちた。「やだな～、なんで逢由が泣くの？」と九月が茶化すように笑ったが、それでも逢由は言葉を止めなかった。自分の思いを伝えることを、決して止めようとしなかった。

  「私は二人を応援してるから」

  　微かすかに声を震わせながら、逢由は誓う。

  「絶対に、何があろうと、私は二人を応援し続けるから。絶対に応援し続けるから。だからお願い。もう一度だけ拓海くんと――」

  　テレビを見ながら、逢由は零こぼれ落ちる涙を堪こらえ切れずにいた。涙が止まらなくて、ティッシュを鼻と口に押し当てて、それでも逢由の潤んだ瞳ひとみは画面に釘付けになっていた。

  　画面では、空港に駆けつけた拓海が、九月を力いっぱい抱き締めていた。

  　――よかったね、九月。

  　愛し合う二人が結ばれるのを見て、逢由は素直にそう思った。あのときも、そして今も、自分の思いはまったく変わっていなかった。

  「……そっか。そうだよね。とっくに答えは出ていたのに、それなのに、私」

  　溢あふれる涙を拭ぬぐうことも忘れて、逢由は幸福な恋人たちを見つめていた。

  　いつの間に夜は明けて、カーテンの隙間から朝日が差し込んでいた。

  

  　朝の通学路を歩きながら、橘たちばな九月は一人、頭を悩ませていた。

  　思い出すのは昨日の下校時のこと。いつも三人で帰っているのに、昨日は拓海が何も言わず先に帰ってしまった。逢由に至っては夏風邪で学校を休んでいて、「お見舞いに来なくていいから」と携帯メールで釘まで刺されてしまった。

  　なぜだろう。どうにも二人に避けられている気がしてならない九月だが、生あい憎にく、彼女には二人が自分を避ける理由に心当たりがなかった。

  「拓海と逢由、喧けん嘩かでもしたのかな」

  　様子がおかしいのは、自分ではなく二人の間に問題が生じたから。そう視点を変えて考えてみるが、誰にでも優しい逢由と、九月以外には誰にでも優しい拓海が喧けん嘩かする姿など想像すらできない。結局自分が避けられている原因に思い至らないまま、九月は校門へとたどり着いてしまった。

  　正門をくぐって、正面玄関に入って、ゲタ箱に靴を入れて。そこで九月は何者かの視線を感じて振り返った。遠くでヒソヒソ話をしていた女子生徒二名が、焦った表情になって慌てて立ち去るのが見えた。

  「……何？」

  　不審に思いながら、それでもさほど気にせずに九月は教室へと向かう。しかし廊下を歩いているだけで刺すような視線を感じてしまい、妙な居心地の悪さを覚えてしまう。

  　釈然としない思いを抱きながら、二年Ａ組の教室に足を踏み入れる九月。すると、教室では九月の入室に気づいていない女子三名が、役者志望らしいよく通る声で秘密の噂うわさ話ばなしを交わしていた。

  「逢由も可哀相だよね。元カレと親友が付き合ってるのを、ずっと平気なフリして見てたってことでしょ？」

  「それを言ったら九月の方が可哀相よ。赤城さんと会澤くんがむかし付き合ってたことを知らないんでしょ？　彼氏と親友の両方に騙だまされてるってことじゃない」

  「でもこの場合、九月が逢由の彼氏を奪ったことになるんじゃない？　親友に彼を取られたのに、二人を応援するなんて逢由が健けな気げ――」

  　女子の一人が九月の存在に気づいて、慌てて友人の腕を小突く。噂好きな女子たちは視界の隅に九月の姿を捉えると、三々五々に自分の席へと散っていった。

  　一字一句聞き逃さなかった九月が、「何を言っているのか理解できない」といった面持ちで教室を見回す。同時に、それまで九月に注目していたクラスメイトたちが、一斉に目を逸そらした。

  　――どうやら、自分と逢由に関して根も葉もない噂が流れているらしい。

  　ようやく事態を把握した九月。と同時に沸ふつ々ふつと怒りが込み上げてくる。いったい誰がこんな嘘うそ八百を学校中に広めたのか。犯人を見つけ出してしばき倒してやる！　九月の背景に、メラメラと怒りの炎が燃え上がる。

  　そんな怒り心頭の少女の肩を、何者かが「トントン」と叩たたいた。

  「あ、あの、九月？」

  　憤ふん怒ぬの形相で振り返った九月へ、恐る恐る声をかけてきたのは、上級生である水無月杏子だった。

  　紅ぐ蓮れんの闘志をたぎらせる後輩を見ながら、杏子は両手を合わせて可愛らしくウインクしてみせた。

  「ゴメンネ♥　えへ♥」

  

  「いやホント、喋しやべるつもりは全然なかったんだよ。でもさ、つい魔が差したって言うか、気がついたらぽろっと口から出てたって言うか」

  「そして翌朝には学校中に噂うわさが広まっていた、と」

  「……申し訳ない……」

  　朝のホームルームもそっちのけで九月と杏子はオカルト研の部室に閉じこもり、腰を据えた問答を交わしていた。ちなみに九月は腕を組んで仁王立ちしており、その正面で杏子が冷たい床に正座しているという、強者と弱者の関係がはっきりとわかる構図である。

  「事情はよくわかりました」

  　怒りを通り越して無感情になってしまった九月が、冷ややかに言い放つ。

  　びくびくしながら視線を上げた杏子は、机に乗っている素焼きの壺つぼとアルコールランプへと自然に目が動いた。

  　さっきから九月はオカルト研秘伝の黒魔術ノートを見ながら、怪しげな壺で何かを煮込んでいた。緑色の液体がぐつぐつと気泡をたてているのを見せられて、いったい何を煮込んでいるのか杏子は気になって気になって仕方がない。

  「このノートには」

  　杏子の視線に気づいた九月が、机に置きっぱなしになっていた黒魔術の書を手に取る。

  「おしゃべりな人間を無口にする秘薬の作り方が載っています」

  「えっと、でもそのノートって、オカルト研の先輩が悪いた戯ずらで作ったデタラメな内容……」

  「おしゃべりな人間を無口にする秘薬の作り方が載っています」

  「……はい」

  　反論すると命に関わりそうなので、杏子はおとなしく口を閉ざすことにした。

  　そのまま無言で正座していると、九月が「そろそろいいかな」とつぶやいて、アルコールランプの炎に蓋ふたをした。「そろそろって何が？」と声に出さずにつぶやく杏子の背中を、滝のような冷や汗が流れ落ちる。

  「杏子先輩に質問があります。答えてもらえますか？」

  「なんなりと」

  　即答する杏子。下手をすると自分の命にも関わるので、答える彼女も必死である。

  「私は、杏子先輩はいい加減で口は軽いけど、決して嘘うそをつくような人間じゃないと思っています」

  「光栄です」

  「……つまり、杏子先輩が流した『拓海と逢由はむかし付き合っていた』という噂にも、ちゃんと根拠があるってことですよね。その根拠っていったい何ですか？」

  「えーと、それは九月に言ってもいいものかどうか」

  　杏子が言い淀よどんでいると、九月は何も言わずに緑の液体が沸き立つ壺つぼを手に取った。途端に鼻をつく異臭が部屋中に充満する。間違いない、これは飲めば命に関わる臭いだ。

  「……拓海の口から直接聞いたのよ」

  　ため息混じりに杏子が白状する。

  「自分はむかし逢由と付き合っていたみたいなことを、拓海本人が言ってたの」

  「よし、飲め」

  「本当だってば！」

  　自分で尋ねておきながら、杏子の説明を聞いた九月は迷わず壺を突き出していた。ホラー映画よろしく悲鳴を上げる美び貌ぼうの先輩へ、異臭を放つ悪魔の液体が迫り来る……。

  

  『話がある。オカルト研の部室に来い』

  　拓海の携帯にそんな命令形のメールが届いたのは、朝のホームルームが終わった直後のことだった。

  　教室に九月の姿がないことを不審に思っていた拓海は、当人からの一方的なメールを受けて、取る物もとりあえず部室へと向かう。校舎を抜け、渡り廊下を横切り、クラブハウス棟に入って、ようやく部室の前へと差し掛かったところで、拓海は何者かに呼び止められた。

  「拓海くん！」

  　振り返ると、そこには携帯電話片手に駆け寄ってくる逢由の姿があった。

  「ひょっとして、拓海くんも九月に呼ばれたの？」

  「逢由も？」

  　互いに携帯を見せ合った二人は即座に状況を理解した。二人揃そろって九月に呼び出される理由など、どう考えても一つしか思い浮かばなかったから。

  　先日の夕陽の下での出来事が脳裏に蘇って、拓海はついぞ逢由から目を逸そらし……そうして思い直す。

  　目を逸らしちゃだめだ。僕の口からはっきりと逢由に伝えるんだ。僕が誰を好きなのかちゃんと伝えれば、逢由もきっとわかってくれるはずだから。それで、元通りになれるはずだから。今の僕が誰を好きなのか、ちゃんと伝えれば……。

  　部室の前に立って、覚悟を決めた拓海は、カラカラに渇いた口を開く。

  「逢由、僕は」

  「ごめんなさいっ！」

  　拓海が言い終わるより早く、逢由が勢いよく頭を下げていた。突然のことに反応できずにいる拓海へ、逢由は顔を下げたまま一息でまくしたてる。

  「この間のは事故だから！　ただの気の迷いだから！　今さら拓海くんとどうこうなんて、そんなつもりは全然ないから！　だから気にしないで、全部忘れて！」

  　深々と頭を下げたまま、逢由はらしくもなく大声を張り上げる。絶叫にも近い逢由の訴えを聞いて、拓海はようやく、悩んでいたのは自分だけではないのだと察した。拓海が思い悩んでいた以上に、逢由は自分の思いに苦しんでいたのだ。

  　決別を告げる逢由の気持ちがわかって、拓海は余計にはっきりと伝えなければいけないと思った。会澤拓海の正直な気持ちを、自分を好いてくれる少女に伝えなければと思った。

  「ごめん。僕は九月のことが好きだから」

  　拓海の真しん摯しな声に触れて、逢由の肩が微かすかに震える。

  「僕は、九月のことが好きだから」

  　拓海が同じ台詞せりふを繰り返して、そこでようやく逢由は伏せていた頭を持ち上げた。

  　前を向いた逢由は、うっすらと目に涙を溜ためていて……それでも、吹っ切ったように晴れ晴れと微ほほ笑えんでいた。

  「ありがとう、拓海くん。私はいつだって、二人のことを応援してるからね」

  　笑顔で語るそれは、逢由の偽らざる本心だった。

  　きちんと失恋したことで、今度こそ心から二人を祝福できる。これでまた元通りの三人に戻れる。これでまた九月と一緒に笑いあえる。そう思うと、切ないけど、嬉うれしかった。

  「行こうか。九月が待ってる」

  　扉を指さしながら拓海が声をかける。逢由は目元を拭ぬぐうと、心からの笑顔で頷うなずいた。

  　もう大丈夫。三人の関係は、今までもこれからもずっと変わらない。そう自分に言い聞かせながら、逢由は拓海に続いて部室へと足を踏み入れた。

  　オカルト研の部室には、怪しい壺つぼを持って無表情に仁王立ちする九月と、両目を×印にして床に転がる杏子の姿があった。

  　逢由が叫ぶ。

  「殺人事件！」

  「ちがう」

  　答えたのは毒々しい緑色の液体の入った壷を小こ脇わきに抱えた九月だった。

  　異臭漂う壺を手にしたまま、九月は事件現場の第一発見者となった二人に説明する。

  「これは杏子先輩の口があまりに軽すぎるから、オカルト研に代々伝わる『口が堅くなる秘薬』を飲ませただけよ」

  「オカルト研に代々伝わるって、あのノートはたしかインチキ……」

  「二人に聞きたいことがあるの」

  　拓海の反論を遮って、九月がいきなり本題に入る。床に転がっている杏子が気の毒ではあったが、九月と話し合いをする目的でここへ来た拓海は、とりあえず不幸な先輩のことを忘れることにした。

  　抱えていた壺つぼを机の上に戻しながら、九月は真剣な眼まな差ざしで逢由を睨にらみつける。

  「逢由、正直に答えて」

  　そこで九月は一旦言葉を切り、呼吸を整えるように深く息を吸い込んだ。

  　狭い室内を、一瞬の静寂が満たす。

  「逢由は、拓海のことが好きなの？」

  　九月の言う「好き」が「友達として」という意味ではないことは誰の耳にも明らかだった。

  　あまりにもストレートすぎる質問に、逢由は束の間言葉を失ってから、覚悟を決めて九月の目を見つめ返した。

  「うん。私は、拓海くんが好き」

  　九月に嘘うそはつきたくなかった。九月なら、ちゃんと話せばわかってくれると信じていた。だから逢由は正直に告白した。――私は、拓海くんが好き。

  　逢由の告白を聞いて、しかしある程度は覚悟していたのか、九月は眉まゆひとつ動かさずに拓海へと視線を移した。九月と拓海の視線が絡まる。

  「拓海、正直に答えて」

  　そこまで言って、九月は再び深く息を吸い込んだ。

  　狭い室内を一瞬の静寂が満たす。

  「拓海は、逢由のことが……」

  　言いかけて、九月の声はそこで途切れた。戸惑うように顔を伏せた九月が、唇を噛かみ締めながら再度口を開く。

  「二人がむかし付き合ってたって、本当なの？」

  「本当だよ」

  　間髪いれずに拓海が答える。拓海もまた、九月を信じていた。九月に嘘をつきたくなかったし、何よりちゃんと話せばわかってくれると信じていた。

  「僕と逢由は同じ中学で、一時期付き合っていた」

  　そこまで正直に答えなくていいのに。傍らで聞いていた逢由が心の中でひとりごちる。

  　だが、そのバカ正直さはいかにも拓海らしくて、何より拓海の気持ちが……「九月にだけは嘘をつきたくない」という強い思いが痛いほど理解できたから、逢由は彼の発言を止めようとしなかった。

  「……どうして今まで黙ってたの？」

  　顔を伏せた九月が、声を震わせる。

  　九月の感情の昂たかぶりを察して、逢由は拓海を擁護するように一歩前へと踏み出した。自分と拓海の間に逢由が割り込んできたのを見て、九月は感情の赴くままに腕を振る。

  「だっておかしいじゃない。二人が知り合いだったなんて話、私は一言も聞いてないよ。どうして私に黙ってたの？　それって二人にやましい気持ちがあるからじゃないの！」

  「違うよ九月。それは私が」

  「逢由には聞いてない！」

  　耳をつんざくほどの大声量で怒鳴られて、踏み出しかけた逢由の足はすくんで動かなくなった。

  　怯おびえる逢由を庇かばうように、今度は拓海が二人の間に割って入る。逢由を庇うように前へ出る拓海を見て、九月の奥歯がギリリと鳴った。

  「ごめん、九月。でも、本当に逢由が歌劇学園に入学してたなんて知らなかったんだ。二年になって、同じクラスになって、九月から紹介されて初めて逢由の存在に気づいたくらいで」

  「嘘うそばっかり言うな！　同じ中学から歌劇学園に進学していて、知らなかったなんてわけないでしょ！」

  　――ひょっとして、私たちはやり方を間違えたんじゃないか。

  　激げき昂こうする九月を見て逢由がそう感じる。だが、そんなことを今さら言ったところで後の祭りだった。最愛の恋人と最高の親友を前にして、九月は激情のままにまくしたてる。

  「今さら遠慮しなくていいわよ、本当のことを言えばいいじゃない。まだ逢由のことが好きなんでしょ。だから私に言えなかったんでしょ。そうよね、逢由は可愛いもんね。私みたいな生意気な女とは大違いだもんね！」

  「九月。落ち着いて僕の話を……」

  「うるさい、近づくな！」

  　触れようと伸びてきた拓海の手を、九月は全力で払いのける。九月はオカルト研秘伝のノートを手に取ると、拓海へ向かって乱暴に投げつけた。ノートの背が拓海の胸に当たり、たいした衝撃にもならないまま床へと落ちた。

  「ねえ、お願い九月。私の話を聞いて」

  　拒絶された拓海に代わって逢由が一歩足を踏み出す。激昂する親友の手を握ろうとするが、そんな逢由を九月は容赦なく突き飛ばした。

  　短い悲鳴を上げて、逢由が床に尻しり餅もちをつく。転倒した少女を助け起こそうとして、拓海が逢由に寄り添う。拓海に助け起こされる逢由を見て、九月の中で何かが弾けた。

  「何よ！　二人で私に黙って何をしてたのよ！　私に隠れて何をしてたのよ！　拓海のこと信じてたのに。逢由のこと親友だと思ってたのに、この裏切り者！」

  　叫ぶなり、九月は机の上に置かれていた物を手当たり次第に投げつけた。どれも小物ばかりで大した威力はないが、それでも九月の激しい剣幕に拓海たちは近づくことすらできない。

  「やめろ、九月。危ないだろ」

  「うるさい！　拓海なんて嫌い、逢由なんて大嫌い！　顔も見たくない！　二人とも私の前から消えればいいんだ！」

  　ヒステリックに喚わめく九月の手が、机に置かれていた壺つぼを掴つかむ。液体の詰まった壺が九月の手から勢いよく放たれて――直後に、重くて鈍い音が室内にこだました。

  　壺が床に落ちて、ゴトリと重々しい音を立てる。それから間を置かずに、トン、トン、と何かが床をノックする音が響いた。

  　それは、滴り落ちる赤い水滴が、床のタイルを叩たたく音。

  「……あれ？」

  　気の抜けた声を発したのは、逢由だった。頭に違和感を覚えた逢由は、痛みを堪こらえるように額へと手を当てる。

  　その手が、べっとりと血ち糊のりに濡ぬれていく。

  　額から頬ほおを伝って鮮血が流れ落ちる。あっという間に右目の周囲が血に染まって……それでも逢由は何事か理解できず「あれ、あれ」と間の抜けた声を繰り返す。

  「逢由！」

  　慌てて拓海が持っていたハンカチを逢由の額に押し当てる。ハンカチは見る間に赤く染まり、それでも傷は塞ふさがることなく、床へと落ちる滴りが小さな血ち溜だまりを作り上げていった。

  　いったい何がどうなっているのか。状況を理解できないのは逢由だけではなかった。逢由に壺を投げつけた張本人である九月も、何が起こったのかまるで理解できなくて、その場から一歩も動けずにいた。「立てるか、逢由」
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  　拓海が逢由の肩を抱き寄せる。逢由は拓海に促されるままふらつく足で立ち上がり、出口へと歩き出す。部室を出ようとする二人の背中へ、九月は声をかけようとして……かける言葉が見つからない。

  　部屋を出ようとドアノブに手をかけたとき、拓海が一度だけ九月を振り返った。

  　拓海は何も言わず、ただ九月を睨にらみつけた。

  　二人は部屋を去り、扉は固く閉ざされた。残された九月は、呆ぼう然ぜんとしたまま床にできた血ち溜だまりを見て、思い出したように口元を押さえる。

  「どうして」

  　両足から力が抜けて、九月は床に跪ひざまずく。両手で口を押さえて背中を丸める。

  「どうして、こんな」

  　糸が切れた人形のように前のめりになって、九月は一人、泣き崩れた。

  

  「ず、ずっと、拓海くんのことが、す、好きでした」

  　人見知りであがり性の逢由が、なけなしの勇気を振り絞って告白したのは、中学一年も残り僅わずかな三月初旬のことだった。

  　当時十三歳だった逢由は、一晩かけて手紙を書いて、朝一番にゲタ箱へ入れて、放課後になったら誰よりも先に教室を飛び出して、待ち合わせ場所で落ち着きなく同じ場所をぐるぐると歩き回りながら、片思いの彼が来る瞬間を待ちわびていた。

  　彼が来ると今度は緊張のあまり一歩も動けなくなって、もとより人前で喋しやべるのが苦手な逢由はしどろもどろになりながら告げたのだった。

  「よ、よかったら、私と、デートしてくれませんか」

  　声を震わせながら、必死に自分の思いを伝える逢由。しかし、なぜか彼からの返事が聞こえてこない。恐る恐る逢由が顔を上げると、片思いの相手である同級生の会澤拓海はキョトンとしながら彼女を見つめていた。

  　あまりにも拓海が無反応なので、逢由は自分が変なことを口走ったのではないかと恐怖心に駆られてしまう。懸命に自分の発言を思い返してみるが、半ばパニックに陥っている逢由の脳みそでは内容の善し悪しなど判断できるはずもない。考えれば考えるほど思考は真っ白になるばかりだった。

  「ええと、僕……」

  　拓海が何か言おうとしている。そうと気づいて逢由は慌てふためいた。なぜか「このままでは振られてしまう」と思い込んで、逢由は奥の手を出す覚悟を決める。昨夜からずっと考えていた台詞せりふを逢由はそのまま声に出した。

  「私、もうすぐ転校するんです。だから最後に思い出をください。一度だけでいいから私とデートしてください！」

  　練習していた台詞は思いのほかスラスラと言葉になった。恐る恐る相手を見ると、今度こそ彼は驚いた表情をしていた。

  　逢由には確信があった。こういう頼み方をされたら、優しい彼は絶対に断れないと。彼ならきっと、転校するまでの短い期間を私のために使ってくれると。

  　こんなやり方は卑ひ怯きようだとわかっていたが、それでも逢由は構わなかった。転校してしまう前に、どうしても好きな人との思い出が欲しかったから。

  「……はい。僕なんかでよかったら」

  　優しい彼は、逢由の予想通りに告白を受け入れてくれた。

  　そして彼は照れたようにはにかみながら、最後に一言だけ付け加えた。

  「実は僕も、ずっと前から君のことが――」

  　……拓海と逢由が付き合っていた期間は、ほんの一週間ほど。一度だけちゃんと待ち合わせをしてデートを楽しんだ。ただそれだけの淡い思い出。

  　ほどなく逢由は転校して、拓海とは音信不通になった。

  　それから二年の歳月が流れて、逢由と拓海は歌劇学園の新入生になっていた。

  　逢由が拓海の存在に気づいたのは、入学して数か月が過ぎた頃、生徒たちの間で話題になっている『ＢＳカゲキ』がどんなものかとチャンネルを回したときだった。

  　このとき、逢由にとって拓海はすでに過去の思い出となっていた。何より九月とは親友と呼びあう仲になっていて、『ＢＳカゲキ』を見て素直に「二人を応援したい」と感じていた。

  　素直に二人の仲を応援できると――そう信じて疑わなかった。

  

  「はい、応急処置終わり」

  　落ち着いた女性の声が聞こえて、過去を思い返していた逢由は、はたと我に返った。

  　見上げればそこは清潔感に満ちた保健室で、目の前では保険医である樹いつき真ま冬ふゆが逢由の額に貼はり付けたガーゼの位置を確認しながら満足げに頷うなずいていた。

  　ウェーブのかかったセミロングの髪と、豊かに育ったバストを交互に揺らしながら、保険医の真冬は赤に染まったガーゼの束をビニール袋へと詰め込んでいく。

  「たくさん血が出て驚いたでしょう？　頭の血管って血流が速いから、どうしても出血が派手になるのよね。見た目ほど傷は大したことないから安心して」

  　それでも場所が場所だから、ちゃんと病院で精密検査を受けるのよ。気さくにそう言って、真冬はガーゼの束をゴミ箱へと放り込んだ。

  「歌劇学園のお色気担当」と揶や揄ゆされる樹真冬は、肌色のストッキングが眩まぶしい極短ミニスカートに、胸元が大きく開いたＶネックという露出過多な服装をしていた。一応上に白衣を羽織ってはいるが、見ようによってはそれが一層色気を引き出している風にも受け取れる。

  　真冬は丸まる椅い子すに座りなおすと、スカートの短さをまったく気にすることなく足を組んだ。付き添いの拓海が目のやり場に困っている様子を楽しそうに眺めながら、真冬は問診票と書かれた書類を机の引き出しから取り出す。

  「で、いったいどうしてこんな怪我をしたの？」

  「え……と……階段で転んで……」

  「不合格。赤城さんはもう少しアドリブを練習した方がいいわね」

  　逢由の嘘うそにダメ出しをしながら、真冬はすまし顔で「階段で転倒」と問診票に書き込んだ。放送芸術に特化した歌劇学園の保険医は、演技に厳しく生徒に甘い性格だった。

  「今、車を手配してるから。準備ができたら赤城さんは病院に直行しなさい、時間がないから、二人で話があるなら今のうちにしておくといいわ」

  「階段で転倒」以外の欄を適当に埋めながら、真冬は逢由にウインクしてみせる。どうやら逢由の嘘を聞いて、今回の騒動を深く追及しないと決めたらしい。逢由は気さくな悩殺保険医を信頼して――真冬なら秘密を守ってくれると信じて、保健室まで付き添ってくれた拓海に話しかけた。

  「ごめんなさい。もともとは私が『九月には秘密にしておいた方がいい』って言い出したのに、拓海くんばかりが悪者にされて」

  「気にしなくていいよ」

  　落ち込む逢由を宥なだめるように、拓海が優しく言葉をかける。

  「それに、僕と逢由がむかし付き合っていたのは事実だし、僕も中学の頃はずっと逢由のことが好きだったんだから。九月が怒るのも当然だよ」

  　逢由のことが好きだった。その何気ない一言を、逢由は震えるほどに嬉うれしく感じてしまう。

  　同時にそれが過去形であることに、逢由は胸に穴が開くほどの切なさを覚えてしまう。

  「ねえ、拓海くん」

  　万に一つの可能性を夢見て、逢由はすがりつくような眼まな差ざしで拓海を見つめる。

  「拓海くんが一番好きなのは、誰？」

  　問いかけの意味を拓海は正しく理解した。正しく理解したから、迷わずに答えていた。

  「僕は、九月が好きだ」

  　逢由が唇を引き結ぶ。口を開いたら何を言ってしまうか自分でもわからなかったから、懸命に言葉を飲み込む。

  　保健室にいた誰もが黙り込んでいた。三人の中で一番人生経験が豊富な真冬でさえ「修羅場か～」と心の中でうめいたまま頭を抱えていた。この重苦しい空気を振り払うのはいったい誰なのか。その答えが、間もなく保健室へと駆け込んできた。

  「赤城さん！　顔を怪我したって本当なの!?」

  　引き戸が壊れそうな勢いで保健室のドアを叩たたき開けたのは、二年Ａ組の担任であり、『きぐるみん』の監督でもあるスーツにメガネの堅物女教師、遠えん藤どう彩枝だった。

  　おそらく廊下を全力疾走して来たのだろう。いつもなら鉄仮面のごとき無表情さを貫く彩枝が、肩を上下に揺らして息を切らせながら保健室に乗り込んでくる。彩枝はまず逢由の額に貼はられたガーゼを見て、それから汗ばんだ手で逢由の顔を触りまくって、自らの目で怪我の程度を確かめた。

  「止血はしたし、大した傷でもないけど。念のため病院へ連れていった方がいいわね」

  「女の子が顔に怪我をして『大したことない』ですって！」

  　いついかなるときも冷淡な言葉遣いを崩さなかった彩枝が、語気も荒く真冬へと詰め寄る。冷徹な女教師という印象しか持ち合わせていなかった拓海は、感情を爆発させる彩枝の意外さに戸惑いを隠せなかった。

  「彩枝の焦った顔、久しぶりに見たわね」

  　激しい剣幕で詰め寄られた真冬が、旧知の仲らしい親密な口ぶりで彩枝をあしらう。対してあしらわれた彩枝は、溢あふれ出る感情を隠そうともしなかった。

  「私の生徒が怪我をしたのよ。これが冷静でいられるわけないでしょ！」

  　人を人とも思わない、冷徹なスパルタ教育が信条の彩枝。その彩枝が怪我をした生徒のために我を忘れて取り乱している。あまりにも普段と異なる彩枝の変へん貌ぼうぶりに、逢由と拓海は唖あ然ぜんとしてしまう。

  　そんな茫ぼう然ぜん自じ失しつの二人に気づいたのか、真冬は楽しそうに笑いながら自分自身を指さした。

  「ねえ、二人とも。私がどうしてこんなに肌を露出しているかわかる？」

  　まったく予期していなかった方向から質問されて、逢由は戸惑いながらも思ったことをそのまま口にする。

  「そういうあられもない格好をするのが趣味だから？」

  「まあ、それもあるんだけど」

  　あるんだ。自分で言っておきながら感心してしまう逢由をよそに、真冬は自身の露出狂じみた格好についてタネ明かしを始める。

  「正解は、歌劇学園では教師もドラマに出演するからよ。学園ドラマのイメージを守るため、教師たちは普段からキャラクターを演じているの。例えば……」

  　職員室で見かける先生方を思い出しながら、真冬は意味ありげに人さし指を立てる。

  「教頭先生は背が低くて嫌味な言動をする小男、年中ジャージを着ている頭の悪そうな体育教師、使命感に燃える熱血新人教師に、お色気満点の美人保険医。あとは、生徒たちにやたらと厳しく当たるオールドミスとか、ね」

  　歌劇学園の教師は平素から役を演じている。そうタネ明かしをするお色気満点の美人保険医を、オールドミスが「余計なことを言うな」とばかりに睨にらみつけた。

  　睨まれた真冬は首をすくめながら……学園に来た当時の彩枝の姿を思い出していた。

  　今でこそオールドミスが板についているが、赴任した当初の彩枝は「無鉄砲な熱血新人教師」を好演していた。当時の映像を教え子たちに見せたら、果たしてどんな反応が返ってくるか。そもそも、むかしと今の彩枝を見比べて同一人物だとわかるかどうか。想像するだけで笑いが込み上げてくる真冬だった。

  「赤城さん。車を回しますから一緒に病院へ行きましょう」

  　この場に長居する危険性を察知したのか、ようやく落ち着きを取り戻した彩枝が逢由を促す。

  「あ、ありがとうございます。でもあの、そんなに心配するほどの怪我じゃないですから」

  「何を言ってるの。あなたはドラマの主役なのよ、顔に傷でも残ったらどうするの」

  「でも、私の顔はいつも着ぐるみで隠れてますから……」

  「そういう問題じゃない！」

  　いつまでも立ち上がろうとしない逢由の腕を、彩枝が強引に引っ張る。見かけによらず生徒思いなオールドミスの熱意に、逢由もついに観念して立ち上がった。

  　彩枝に肩を抱かれながら廊下へと出た逢由は、そこで一旦足を止めて、思い出したように保健室を振り返った。

  　心配そうに逢由を見つめている拓海と目が合った。

  「早く部室に戻ってあげて」

  　そう言って逢由は穏やかに微笑する。逢由の自然な笑顔を見て、演技に厳しい保険医は一瞬驚き、やがて小さな声でつぶやいた。――合格。

  「九月、きっと一人で寂しがってるから」

  　肩に回された彩枝の手を無意識に握り締めながら、逢由は笑顔で語り続ける。

  「知ってる？　九月ってああ見えてすごく泣き虫なんだよ」

  「……うん。知ってる」

  　逢由は思い出す。ついさっき、拓海が彼女に告げた一言を。

  『僕は、九月が好きだ』

  　その一言が頭から離れなかったから、あえて逢由は同じ質問を繰り返した。

  「拓海くんは九月のこと、好き？」

  「好きだよ」

  「誰よりも？」

  「誰よりも」

  「だったら早く行ってあげなきゃね」

  　逢由が微ほほ笑えむ。それは誰もが見とれるような、思いやりに満ちた笑顔。

  「……ごめん、逢由」

  　拓海に謝られて、逢由の笑顔が一瞬崩れそうになった。唇をきつく結び、頬ほおの筋肉を緊張させて、少女は自分自身に言い聞かせる。

  　私の名前は赤城逢由。私立歌劇学園二年Ａ組、出席番号二番。学園カゲキ『きぐるみん』のメインヒロイン。将来の夢は、演技派の女優になること。私は赤城逢由。歌劇学園の生徒。私の夢は――女優になること。

  　逢由は思い出す。いつもそばにいてくれた親友の笑顔を。彼が大好きな女の子の笑顔を。

  　言葉に詰まったとき、逢由はいつだって九月の顔を思い出していた。理想の女性像である「橘九月」に成り切ろうと、親友の立ち振る舞いを真似ていた。そうすれば、いつだってスムーズに言葉が出てきたから。

  　だから逢由は演じる。彼の大好きな「橘九月」の笑顔を。こんなときに九月ならば口にするであろう明るく元気な台詞せりふを。逢由は、演じる。

  「やだなー、なんで拓海くんが謝るの。謝らないでよ、バカ」

  「……ばかって言う方がバカなんだぞ」

  　最後まで笑顔を貫いたまま、逢由は拓海から視線を外した。担任に肩を支えられながら、少女は保健室を後にする。

  「う……うっ……」

  　廊下を歩きながら、逢由は彩枝の胸に顔を埋うずめた。すでに笑顔は跡形もなく、涙が止め処どなく零こぼれ落ちていたが、それでも逢由は絶対に泣き声だけはあげなかった。

  　泣いていると彼に気取られてはいけない。せっかく最後まで笑顔でいられたのに、泣いていると知られるわけにはいかない。大好きな彼と大好きな彼女が元通りになるために、私は最後まで笑顔でいなければいけない。

  　一度始めた演技は最後までやり通す。それが歌劇学園、生徒の矜きよう持じ。

  　これが、赤城逢由、一世一代の大芝居。

  

  　逢由が保健室を去ってすぐ、拓海は最愛の人が待つオカルト研の部室へと向かった。

  「とにかくきちんと話をしよう。僕のこと、逢由のこと、ちゃんと全部話そう。そうすれば、九月ならきっとわかってくれる」

  　九月を信じて拓海は扉の前に立つ。ドアをノックして、返事を待たずに扉を開ける。

  「九月？」

  　そっと声をかける。返事がないので、躊ちゆう躇ちよなく部屋へと足を踏み入れる。

  　部室はすでに、もぬけの空だった。

  　深夜のファミレスで、脚本家の渋しぶ谷やは椅い子すに深く腰掛けたままそわそわそわそわと落ち着きなく足を動かしていた。

  　テーブルには彼が愛用している銀色の携帯電話が無造作に置かれている。折り畳まれた携帯を見ながら、渋谷は一時間ほど前に受け取ったメールの内容を思い出す。

  『今夜、二人きりで会いたい』

  　そわそわそわそわと貧乏揺すりを続ける渋谷。無性に喉のどが渇いたのでお冷やに手を伸ばすが、何だか落ち着かなくて、結局コップを口につけることなく元あった場所へと戻す。そんな意味不明な行為を、渋谷はもうかれこれ二十分近く続けていた。

  「お待たせ」

  　不意に声をかけられて、渋谷の背筋が自然と伸びる。椅子に浅く腰掛けたまま振り返って……そこで渋谷は、露骨に落胆の表情を作り上げてしまった。

  　ファミレスに現れたのは、二年Ａ組の担任である遠藤彩枝だった。

  　服装は皺しわ一つない濃紺のスーツで、夜中だというのに髪をきちんと整え、堅苦しい細身の眼鏡を光らせている。どこからどう見ても「厳格なスパルタ女教師」であり「これからビジネスの話をします」と全身で主張している格好だった。

  　渋谷の正面に腰を下ろしながら、彩枝は平坦な声色で彼に話しかける。

  「夜遅くに呼び出してごめんなさい。……どうしたの。何か気落ちしているようだけど、ひょっとして期待させてしまったかしら」

  　口ぶりは神妙だが、その瞳ひとみは「貴方の考えはすべてお見通しよ」と無言で語っていた。わかっていながら聞いてくるあたり、彩枝もかなり人が悪い。対して元役者の渋谷も負けじと虚勢を張って、彼らしい爽さわやかな口ぶりで彩枝に応じた。

  「そうですね。深夜に先生と二人きりですから、いろいろと期待してしまいました」

  「あら、私は人妻よ？」

  「それはそれでアリかなぁ、と」

  　しかめっ面だった彩枝の口元が微かすかに綻ほころぶ。その微妙な変化だけで渋谷は満足して、無駄話をあっさりと切り上げた。

  「それで、こんな時間に呼び出すなんて何かあったんですか」

  　水を向けられて、彩枝は緩んでいた表情をきつく引き締めた。彩枝の態度から渋谷はこれが真剣に聞くべき話だと判断して、自然と椅子から身を乗り出す。

  「渋谷くんにお願いがあるの」

  　渋谷と真正面から向き合いながら、彩枝はテーブルに両りよう肘ひじをついて訴えた。

  「『きぐるみん』のストーリーを、今から変えて貰もらえないかしら」

  　彩枝の突拍子もない申し出に、脚本家の渋谷は目を丸くする。

  「書き直せ」と言われたら黙って書き直すのが脚本家の仕事ではあるが、そうとわかっていても渋谷は聞き返さずにはいられなかった。

  「僕の脚本に問題でもありましたか？　よければ後学のために、変更する理由を教えていただきたいのですが」

  「渋谷くんの脚本に問題はないわ。ただ……」

  　言いにくそうに彩枝は言葉を詰まらせる。考え事をするときの癖なのか、薬指のリングを触りながら、彩枝は一字一句言葉を選ぶようにして語りはじめた。

  「泣いている子がいるのよ」

  　渋谷の瞳ひとみを見据えながら、淡々と彩枝は語り出す。

  　――泣いている子がいる。

  　その子はとても不器用で、相手を思って自ら身を引く決意をしたのに、そのせいでかえって大切な人を傷つけてしまった。彼女は後悔している。自分を責めている。ずっと一人で泣いている。

  「私は、彼女を救いたい」

  　今から物語を変更したい理由は、極めて個人的な思いだと彩枝は告げていた。泣いている子を助けたいから、学園カゲキそのものに手を加えたいのだと彼女は訴えていた。

  　事情を聞き終えた渋谷が目を伏せる。渋谷の肩が小刻みに震えるのが見えて、彩枝は初め、彼が怒りに身を震わせているのだと考えた。

  　渋谷が怒るのも当然だ。脚本家は毎週身を削る思いで台本を書いている。それをこんな私的な理由で書き換えさせるなんて、怒るのも無理はない――。

  「ぷっ、くっくっ」

  　俯うつむいて肩を震わせていた渋谷の口から、笑い声が漏れ出た。いかにも「我慢していたが耐えられなくなった」という吹き出し方を見て、彩枝の眉まゆが瞬時に跳ね上がる。

  「何がおかしいのかしら」

  　あからさまに不機嫌な声で尋ねられて、渋谷は慌てて表情を取り繕った。真面目な顔で、しかし眼だけは親しげに細めながら、渋谷は厳格な女教師と向かい合う。

  「泣いている子がいるんです」

  　彩枝の瞳を見据えながら、訥とつ々とつと渋谷は語り出す。

  　――泣いている子がいる。

  　その子はとても不器用で、頭では誰も悪くないとわかっているのに、気持ちを抑えきれなくなって大切な人を傷つけてしまった。彼女は後悔している。自分を責めている。ずっと一人で泣いている。

  「僕は、彼女を救いたい」

  　渋谷が誰のことをさして言っているのか、彩枝にはすぐに見当がついた。救いたい相手は違うけれど、救いたい気持ちは一緒だと察して、彩枝は嬉うれしくなり……同時に頭の片隅に解けない疑問が湧わき上がった。

  「渋谷くん。聞いてもいいかしら」

  　疑問を氷解させるべく、彩枝は眼鏡の奥から彼を見据える。

  「どうして貴方が彼女たちの事情を知っているの？」

  　彩枝は怪我をした逢由を病院へ送る際に、彼女の口からだいたいの事情を聞くことができた。怪我をして気が弱っていたのか、それとも誰かに聞いて欲しかったのか、普段は口数の少ない逢由が、そのときだけは包み隠さず話してくれた。

  　だが、逢由は誰彼かまわず喋しやべりまくるタイプではない。

  　それでは、渋谷はいったい誰から彼女たちの詳しい事情を聞いたのか。

  　彩枝の疑問を察して、渋谷はテーブルに置いてある銀色の携帯電話を指さした。

  「可愛い後輩からメールが届いたんです。『友達が泣いている。私はそれを助けたい。だから力を貸してほしい』って」

  　渋谷の言う「可愛い後輩」は、そのとき怪しげな薬をムリヤリ飲まされて意識を失っていたらしい。しばらくしてようやく気絶から目覚めたとき、部屋は修羅場のまっただ中と化していた。起きるに起きられず、仕方なく彼女は死んだふりをしながら一部始終を盗み聞きしていたという。

  「それで渋谷くんに相談した……。あの子は、どこまで口が軽いのかしら」

  「そう言わないでください。彼女も友達を助けたくて必死だったんです。だからわざわざ僕に相談してきたんですよ」

  　巻き込まれるのが嫌なら無視することだってできたはず。なのに彼女は自ら首を突っ込んできた。彼女には黙って見過ごすなんてできなかったから。大切な友達のために、せめて自分にできることをしたかったから。

  「……そういうことにしておきましょう」

  　眉み間けんの皺しわを緩めながら彩枝がつぶやく。口ぶりは冷たいが、その表情はどことなく柔らかで、優しい。

  「じゃ、話がまとまったところで、さっそく台本を書き直しますか。任せてください、僕の手帳はこんなときのためにあるんですから」

  　どこに隠し持っていたのか、渋谷は持参したノートパソコンと、様々なアイデアが詰まった真紅の手帳をテーブルに置いた。渋谷が準備万端整えていたことに気づいて――彼も最初から台本を書き直すつもりだったと知って、彩枝は神妙に頭を下げる。

  「渋谷くんには迷惑をかけっぱなしね。ごめんなさい」

  　だが、頭を下げられた渋谷は緩く微ほほ笑えんだまま緊張感に欠ける声で応えていた。

  「先生は、僕がどうして脚本家になったか知っていますか？」

  　学園カゲキで主役を務めるほど役者としての将来を嘱望されていた青年が、どうしてスポットライトを離れ、裏方である脚本家の道を選んだのか。

  　首を振る彩枝を見て、彼は持ち前の軽薄な空気を振り撒まきながら笑顔で真相を明かす。

  「脚本家なら、どんなに悲しい物語でも結末をハッピーエンドに変えられるからです」

  　彼の言葉を聞いて、彩枝の瞳ひとみは見る見る見開かれていく。

  　どうして彼は役者の道を諦あきらめたのか。どうして彼は脚本家になったのか。どうして彼はいい思い出ばかりとは言えない歌劇学園に、あえて戻ってきたのか。

  　それらの答えに、彩枝はようやくたどり着いた気がした。

  「貴方はただ、歌劇学園で起こるすべての物語をハッピーエンドに変えたかっただけなのね」

  　自分の分まで、後輩をハッピーエンドにするために。

  　――それは、なんだかとても彼らしい。

  

  　翌日の放課後。二年Ａ組の教室に、急きゆう遽きよ主要キャストの面々が召集された。

  　集まったのは監督の遠藤彩枝、脚本の渋谷紘こう一いち、主役の赤城逢由、準主役の会澤拓海と水無月杏子……。そこに、橘九月の姿は見当たらない。

  　九月は学校を休んでいた。朝方に本人から「風邪で休む」と連絡があったが、そんな殊勝な欠席理由を信じている者などこの場には一人としていなかった。

  「仕方がありません。橘さん抜きで始めましょう」

  　いつもなら止めるまで（あるいは止めた後も）お喋しやべりを際限なく続ける出演者たちが、今日はここまで一言も発していない。通夜帰りのように沈ちん鬱うつなムードの生徒たちへ、彩枝は淡々と打ち合わせの開始を宣言した。

  「台本を配ります。各自で目を通してください」

  　彩枝の号令に従って、渋谷から手渡しで台本が配られる。出演者が各々自分のペースで台本を読み進めるのを確認して、彩枝はわざとらしく眼鏡のつるを指で押さえた。

  「あらすじだけ簡単に説明しておきます。ついに自分の恋心を抑えきれなくなったクガツは、親友であるアユを裏切って、タクミへの告白を決心します。そのときクガツが取った行動は――」

  「え？」

  　台本を読んでいた逢由が驚きの声を上げ、全員が一斉に彼女を振り返った。額に白い湿布を貼はった逢由が狼ろう狽ばいした様子で渋谷を見て、戸惑いながら台本を指さす。

  「渋谷さん。ここの回想シーンってひょっとして」

  「実は折り入って逢由にお願いしたいことがあるんだ」

  　後輩からの質問を遮るように、渋谷は持っていた台本を彼女の前に広げて見せた。質問を遮られた格好の逢由は、渋谷が開いたページを見て怪け訝げんそうに目を細める。

  　それは物語の山場とでも言うべき、タクミを好きになったクガツが自分を恥じて、親友のアユに謝罪をする場面だった。

  「あの、ここのクガツの台詞せりふが抜けてますけど」

  　つぶやきながら逢由が台本の一部を指さす。全編を通して最高に盛り上がるであろうクライマックスシーンで、なぜかクガツの台詞が丸々一つ空白になっていた。

  「そこなんだけど、どうしてもいい台詞が思い浮かばなくてね。しょうがないから空白にしたんだよ」

  　脚本家である渋谷が、悪びれた様子もなく台本の欠陥を暴露する。そのまま渋谷は不完全な台本を机に置くと、目を白黒させている逢由へ脚本家にあるまじき要望を告げた。

  「ここの台詞は、逢由が書いてくれないかな」

  「私が、ですか？」

  　頼まれた逢由は、慌てて広げていた台本を読み返す。

  　劇中で、クガツは親友の彼氏を好きになった。大切な親友を裏切って、少女は彼を自分のものにしようと行動する。だがどうしても親友を裏切れなかった彼女は、自分の行いを悔やみ、恥じて、親友に謝罪する。

  　愛情よりも友情を選んだ少女が、親友に告げる言葉とは？

  「この場面にふさわしい台詞を書いてもらえるかい」

  　渋谷に頼まれて、逢由は目頭が熱くなった。逢由が指摘した冒頭の回想シーンといい、親友に謝罪する台詞を逢由が書くことといい、今回の台本が逢由と九月のために書かれたものであることはもはや疑うべくもなかった。

  「……渋谷さん」

  　鼻にかかった声で、逢由はおせっかいな脚本家に尋ねる。

  「どうして、私たちのためにここまでしてくれるんですか？」

  　後輩から涙目で見つめられて、渋谷は教壇に立つ彩枝を振り返った。眼鏡をかけたスパルタ女教師が、今だけは穏やかに微ほほ笑えんでいた。

  　渋谷は笑顔で頷うなずくと、彼らしいはっきりとした口調で……しかしいつもの芝居じみた陽気さではない、ありのままの自然な言葉で答えてくれた。

  「僕たちはただ、悲しい物語が嫌いなだけだよ」

  

  　夏が終われば、すぐに秋がやってくる。

  　太陽が地平線に沈む時刻は日に日に早まり、放課後の『きぐるみん』会議が一通り終わった頃には、すでに秋の夕焼けが西の空を焦がしはじめていた。

  「……はあ」

  　そんな物悲しい夕暮れ時に、人気のない学校の屋上で、赤く染まったいわし雲を眺めてため息をつく美少女が一人。

  　彼女の名は橘九月。この日、学校に来ていないはずの生徒である。

  　萌もえ黄ぎ色いろの制服を着た九月は、強風にスカートをなびかせながらフェンスへと指をかけた。

  　もとより屋上は立入禁止であるため、放課後ともなれば訪れる者は皆無に等しい。そこは誰にも邪魔されず心ゆくまで夕陽を眺められるという、物思いに耽ふけるには絶好のロケーション……のはずだった。

  　金網に指を絡めながら、九月は吐息を搾り出す。憂いに沈む彼女の意識は、背後に近づく足音にもまるで気づいていなかった。

  「いい夕焼けだね。ドラマに使いたいくらいだ」

  　いきなり男の声が聞こえて、九月はフェンスを掴つかんだまま肩越しに振り返った。

  「渋谷……さん？　どうしてここに」

  　九月に尋ねられて、渋谷はいつものように人を食った笑みを見せながら、ゆっくりとフェンスに歩み寄る。金網越しに眼下を覗のぞき見れば、灰色に舗装された歩道と、葉が落ちて幹が剥むき出しになった一本桜が目に入った。

  「ここはね、むかしドラマの撮影で使われた場所なんだ。あれは確か、辛い経験をした少年が飛び降り自殺を図るっていう場面だったかな」

  　ここから飛び降りれば、ちょうど桜の木の下に落ちる。そんな目測をしながら、渋谷は学校の正門へと視線を移す。屋上からは校庭を歩く生徒の姿がよく見えた。それはすなわち、下からでも屋上がよく見えるということでもあった。

  「むかし見たドラマが忘れられなくて、下を歩いているとつい屋上を見上げちゃうんだよね。そうしたら見知った女の子が今にも飛び降りそうな顔で立っていたから、大慌てで階段を駆け上がったってわけ」

  「はあ、すみません」

  　いつも元気な九月が、らしくもなく神妙に頭を下げる。何となく調子が狂って、渋谷は苦笑いしながら金網に背を向ける格好で彼女と向き合った。

  「九月こそ、こんなところで何をしているのかな？　今日は学校を休んだって聞いたけど」

  「忘れ物を取りに来ただけです」

  「逢由と拓海に会いに来たんじゃなくて？」

  　ストレートに指摘されて九月は露骨に目を逸そらす。図星をさされて否定するわけでもなく、ましてや逃げ出すわけでもなく、ただその場から動けずにいる九月へ、渋谷は隠し持っていた冊子を差し出した。

  　冊子の表紙には、『きぐるみん』の文字が躍っていた。

  「さっきまでみんなで集まって次回の打ち合わせをしていたんだ。せっかくだから、九月も台本をチェックしてくれるかな」

  　次回の台本を強引に押し付けられて、しぶしぶ受け取る九月。パラパラと適当にページをめくり、自分の台詞せりふをチェックしはじめる。

  「……え？」

  　クライマックスとなる場面で、ページをめくっていた九月の指が止まった。

  　九月が絶句したのは、今まできちんと印字されていた台詞が、一か所だけ手書きで記されていたから。

  「そこは逢由が書いたんだよ」

  　教えられて、九月は改めて手書きの台詞を黙読する。渋谷は金網を背にしたまま、胸ポケットに刺さっていたボールペンを引き抜いた。

  「で、九月にお願いがあるんだけど」

  　渋谷がペン先で台本の一部をさし示す。渋谷が示した個所。そこは、劇中でクガツの謝罪を受けた怪獣アユが親友に言葉を返す場面だった。

  　親友に謝罪されて、彼女は何と答えるのか。

  　――その台詞は、空白になっていた。

  「そこの台詞は九月が書いてくれないかな」

  　そう言って、持っていたボールペンを差し出す渋谷。九月は一瞬躊ちゆう躇ちよしてから、しっかりとペンを受け取った。

  「親友同士が友情を取り戻す大切な場面だから。それにふさわしい素晴らしい台詞を頼むよ……って、聞いてないし」

  　渋谷の声も届いていないのか。感情の赴くまま集中してペンを走らせる九月に、渋谷は呆あきれ顔で肩をすくめる。

  　フェンスを振り返ると、いよいよ太陽は地平線に没しようとしていた。渋谷はもう一度眼下に佇たたずむ桜の木を眺めて、それから前を向いた。沈みかけの太陽が目にまぶしかった。

  「うん、いい景色だ」

  　目を細めながら、渋谷が両手の親指と人さし指を使ってファインダーを作る。ファインダーに映るのは、オレンジ色に輝く歌劇の都。

  「ここの景色は最高だね。絶対にドラマで使いたいよ」

  　紙の上を走るボールペンの音を聞きながら、我知らず、渋谷は微ほほ笑えんでいた。



  


  第六幕　二人は親友

  



  　学園カゲキ連続ドラマ『きぐるみん』（九月第五週放送分）より


  　　サブタイトル「二人は親友」


  

  　二人が知り合ったのは、入学して間もない頃だった。

  　たまたま同じ部活動に所属していた二人は、同学年ということで自然と会話をする機会が多かった。それが、二人が知り合ったきっかけだった。そもそものきっかけなんて、その程度でしかなかった。

  　友人となった二人は、しかし見事なほどに対照的な存在でもあった。

  　かたや、明るく元気で誰からも好かれるピンクの怪獣、赤あか城ぎアユ。

  　かたや、人見知りが激しくていつまでもクラスに馴な染じめずにいた口下手な少女、橘たちばなクガツ。

  　見かけによらずあがり性のクガツは、何事にも物もの怖おじしないアユをいつも羨うらやましく思っていた。誰とでもすぐに仲良くなれるアユに憧あこがれていた。自分にできないことを楽々とやってのけるアユは、クガツにとって理想の人間、もとい怪獣だった。

  　同時に、クガツにとってアユはコンプレックスの塊でもあった。アユのそばにいるだけで、自分がどれほどダメな人間か思い知らされるようだった。

  　それでもクガツはアユのそばにいたかった。自分はアユのようになれないとわかっていたから、せめて彼女のそばにいたかった。クガツは、アユのことが大好きだった。

  　クガツは自分が矮わい小しような人間だと自覚していた。怪獣に比べたら本当に取るに足らない存在で、きっとアユも「単なる部活仲間」程度にしか思っていないとわかっていた。

  　それでもクガツは構わなかった。それでもクガツはアユのそばにいたかった。

  　だってアユは、クガツにとって理想の存在だったから。

  

  

  「クガツって話しかけにくいよね」

  　ある日、廊下を歩いていたクガツは、陸上部の女子たちが噂うわさ話ばなしをしている場面に遭遇した。

  　咄とつ嗟さに身を隠したクガツは、いい噂ではないとすぐに察したのに、好奇心に負けて聞き耳を立ててしまった。

  「彼女って周囲に壁を作ってる気がするのよね。他人を寄せ付けない感じ？」

  「付き合いも悪いし、あんなんじゃ絶対友達できないよね」

  　自分の悪口を聞かされてショックを受けるクガツだったが、同時にどれも身に覚えのあることだったので妙に納得もしてしまった。

  「そうだよな。私みたいなのと友達になろうなんて奇特なやつ、いるわけないよな」

  　自じ嘲ちよう気味につぶやいて、クガツはその場を離れようとする。聞き覚えのある声が聞こえてきたのは、クガツが逃走の一歩を踏み出した直後のことだった。

  「なんでそんなこと言うの？　クガツってとってもいい子だよ。確かに乱暴で口が悪くて人付き合いがとことん下手だけど、基本的にはとってもいい子なんだよ」

  　アユ、それフォローになってない。

  　物陰に身を隠したまま、クガツは聞き覚えのある声にがっくりと肩を落とす。自分で自分の欠点を言うのは平気なのに、同じことを他人の口から聞かされるのはかなりの大ダメージだった。

  「それにクガツに友達がいないなんて、そんなこと絶対にないよ」

  　痛恨の一撃を食らう前にさっさとこの場を退散しよう。両手で耳を塞ふさいだまま歩きはじめたクガツに、しかし加減を知らない怪獣の大声が轟とどろいた。

  「だって、私とクガツは友達なんだから！」

  　逃げ出そうとしていたクガツの足がピタリと止まる。このまま回れ右して「恥ずかしいこと言うな！」と怪獣の胸に飛び込みたい衝動に駆られてしまう。

  　だが、結局クガツの衝動が実現されることはなかった。なぜなら、すぐに女子たちの笑い声が廊下中に響いたから。

  「えー、おかしいよアユ。絶対友達選んだ方がいいって」

  「ほんとほんと。怪獣の考えることは私たち凡人にはわかんないね～」

  　クガツの肩を持ったせいで、アユまでが皆に笑われていた。クガツのせいで、アユは変人呼ばわりされていた。

  「アユは人気者なんだから、適当に話を合わせておけばいいのに」

  　自分をかばったアユを「バカだ」と思いながら、クガツは足早にその場を立ち去った。

  

  「アユって絶対おかしいよね」

  　ある日、廊下を歩いていたクガツは、陸上部の女子たちが噂うわさ話ばなしをしている場面に遭遇した。

  　咄とつ嗟さに身を隠したクガツは、いい噂ではないとすぐに察したのに、好奇心に負けて聞き耳を立ててしまった。

  「ちょっと怪獣だからっていい気になってると思わない？」

  「思う！　自分が特別だってこと鼻にかけてるよね。図に乗るなっての」

  　隠れていたクガツは、このとき手に持っていた缶ジュースを何となしに見つめていた。昼休みに飲もうと思って、ついさっき自販機で買ったばかりの缶ジュース。一個百二十円。

  「見た目が可愛いのは認めるけどさ、チヤホヤされるのが当たり前みたいな顔してるのがムカツキャーッ！」

  　頭からどぼどぼと百二十円をかけられて、女子生徒が悲鳴をあげた。

  「な、何するのよ！」

  　缶ジュースを斜めに構えたまま、あっさりと女子数名に取り囲まれるクガツ。クガツは自分が持っている半分ほどの量に減った缶ジュースを見て、

  「……手が滑った？」

  　なぜか疑問形でつぶやいていた。

  　陰口を叩たたいていた女子数名が、ここぞとばかりにクガツへ罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかける。クライ！　キモイ！　そんなだから友達ができない！　よほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのか、クガツが言い返さないのをいいことに、女子たちの中ちゆう傷しようはエスカレートしていった。

  　一方的な誹ひ謗ぼう中傷を受けながら、クガツは黙して考えていた。こんなことをすれば彼女たちが怒りくるうとわかっていたのに、どうして私は百二十円をドブに捨ててしまったのか。

  　なぜ私の体は、考えるより先に動いていたのか。

  「そもそも、あんたみたいなのがこの学校にいることじたい、おかしいのよ！　わかったらさっさと田舎にでも帰りぎゃふーん！」

  　クガツをいじめていた女子の一人が、いきなりゴムマリのように弾みながら三メートルほど真横へ吹き飛んだ。「は？」と呆ほうけた声を漏らす女子たちの前に立ちはだかったのは、巨大なピンクの壁。

  「こんな往来の真ん中で私の友達をいじめるなんて、どういう了見ですか！」

  　クガツを助けるために女子一名を三メートルほど弾き飛ばしたピンクの怪獣が、なぜか敬語口調で怒りを露あらわにする。「往来じゃなければいいの？」と思ったクガツだが、それを口にするより早く、女子たちが邪魔な怪獣へと一斉にまくしたてた。

  「邪魔しないでよ！　そもそも先に仕掛けたのはクガツ……」

  「頭からジュースをかけられたわけでも、とぼけた返答をして神経を逆なでされたわけでもないのに、よってたかって一人をいじめるなんて恥ずかしいと思わないのですか！」

  「いや、だからジュースを頭から……」

  「だまらっしゃい！　言い訳は聞きません！」

  　さすがは怪獣。まるで話にならない。会話の通じないピンクの生き物に、女子たちは気勢を削そがれたのか一様に顔を見合わせてしまった。

  「もういいよ。行こ行こ」

  　怪獣をまともに相手にする気にもなれず、女子たちは吹っ飛んだ仲間を引きずってクガツたちの前から去っていった。後に残された怪獣が「ふん！」と鼻息を荒くしながら、助けたクガツを振り返る。

  「大丈夫だった？」

  　優しく声をかけられたクガツは、自分を助けてくれたピンクの生き物を疑ぎ心しん暗あん鬼きの眼まな差ざしで睨にらみつけた。

  「……どうして私を助けた」

  　クガツには怪獣の考えがわからなかった。

  　私のような嫌われ者を助けても、アユには何の得もない。むしろデメリットの方が多いはずなのに、どうして彼女は私を庇かばったりしたのか。

  　クガツに睨まれた怪獣は、しかし明るく朗らかに答えていた。

  「友達が困っていたら、私はいつだって助けるよ」

  　さも当たり前のように言われて、クガツはすぐには言葉の意味が飲み込めなかった。頭が混乱するのを感じながら、クガツは恐る恐る自分を指さす。

  「とも……だち？」

  「もちろん！　クガツは私の友達。クガツを馬鹿にするやつは、この私が許さない！」

  　えっへんと偉そうに胸を張るピンクの怪獣。頼りがいがあるんだかないんだかわからない怪獣の勇姿に、クガツは顔を伏せて喉のどを震わせてしまう。

  　クガツはようやく理解した。どうしてさっき、自分は後先考えず百二十円をドブに捨ててしまったのか。どうしてあのとき、考えるより先に体が動いていたのか。

  　あいつらがアユを――私の友達を馬鹿にしたから。

  「私も、アユを馬鹿にするヤツは許さないよ。だって、アユは私の……」

  　気がつくと、クガツはアユの着ぐるみに抱きついていた。着ぐるみの胸に顔を埋うずめる友人を、アユは「よしよし」と母親のように優しく撫なでていた。

  　こうして二人は、親友になった。

  

  「どうしたの、クガツ。ぼーっとして」

  　タクミに声をかけられて、部室でコーヒーを淹いれていたクガツははたと我に返った。

  　どうやらコーヒーの準備をしている間に、むかしの出来事を思い出して呆ほうけていたらしい。クガツは慌ててマグカップを用意すると、何事もなかったようにタクミを振り返った。

  　夕暮れもほど近い放課後の部室。今ここで、タクミとクガツは二人きりだった。

  　キョウコは「運動部の助っ人を頼まれたので今日は部活に出られない」と言っていた。

  　アユは「人を探さなきゃいけないから」と言い残して、どこかへ消えてしまった。

  　そうして一人で部室に残っていたところへタクミがやって来て、二人は他た愛わいもない世間話を続けていた。

  　壺つぼで沸かしたお湯をマグカップに注ぎながら、クガツは横目で本棚を見る。そこには黒いノートが――オカルト研秘伝の魔術書が、これ見よがしに挟まっていた。

  「お待たせ」

  　マグカップを持ったクガツが、タクミの前へと現れる。

  「クガツがコーヒーを淹れてくれるなんて、まさか毒が入ってたりしないよね」

  　口くち喧げん嘩かの種になりそうなことを平然と口走りながら、タクミは素直にカップを受け取った。

  　いつもなら売り言葉に買い言葉で口汚く言い返すクガツも、このときはツンとそっぽを向いただけで特に反応は示さなかった。

  　いや、反応したくてもできなかった。

  （まさか、気づいたわけじゃないよな）

  　動揺を表に出さないよう注意を払いながら、クガツは素知らぬ顔で本棚を見つめる。本棚に挟まっている魔法書には、オカルト研に代々伝わる秘薬について記されていた。

  　オカルト研に代々伝わる秘薬――惚ほれ薬の作り方が、記されていた。

  「このコーヒー、いつもと香りが違う気がする」

  　普段は鈍感なくせにこういうときだけ鋭い感性を発揮するタクミへ、クガツは壺と一緒に置いてあった白い粉末を隠しながら、そらぞらしく言葉を返した。

  「そうか？　気のせいだろ」

  　クガツのお墨付きを貰もらって、タクミは納得のいかない表情をしつつもマグカップに口をつける。クガツはじっとタクミの喉のどを注視して、彼がコーヒーを嚥えん下げする様を般はん若にやのような面持ちで睨にらみつけていた。

  　タクミの喉仏が動いたのを確認して、クガツは再び本棚へと視線を戻す。

  　クガツは思い出していた。魔術書に記されていた、惚ほれ薬の効能を。

  『惚れ薬を飲んだ人間は、薬を飲んだ後、最初に見た異性を好きになる』

  「タクミ」

  　本棚を見つめたまま、クガツが吐息にも似た声を漏らす。

  「そこにマグカップを置いて、目を閉じろ」

  「なんで？」

  「いいから目を閉じろ」

  　もともと根が正直者のタクミである。不審に思いながらも、命令されるままマグカップを置いて、目を閉じてしまう。椅い子すに座ったまま固く目を閉じるタクミのもとへ、クガツは足音を忍ばせながら近づいていく。

  　クガツは自分に自信がなかった。粗野で、粗暴で、口が悪くて、他人とのコミュニケーションが大の苦手で、アユのように明るくなくて、アユのように人気者じゃなくて、アユのように可愛らしくもない自分ごときが、タクミに好かれるなんてありえないと思っていた。

  　だから、こうでもしなければ彼とは絶対に両思いになれないと思っていた。

  「ごめん、アユ。それでも私はタクミのことが……」

  　友情と愛情の狭はざ間まで揺れながら、クガツは、目を閉じているタクミにそっと顔を近づける。

  　クガツの気配を感じたのか、目を閉じたままのタクミの眉み間けんに縦たて皺じわが生まれた。

  「ねえ、クガツ。ひょっとして僕に何かしようとしてない？」

  「別に何もしない」

  「そのわりには声が近いんだけど」

  「気にするな」

  　目を閉じたまま「めっちゃ気になる」という表情を浮かべるタクミ。クガツは破顔すると、タクミからゆっくりと顔を離した。

  「タクミに質問がある。正直に答えたら、何もしないでおいてやる」

  「やっぱり何かする気だったんだ」

  　そんな愚痴にも似たつぶやきには一切答えず、クガツはタクミの肩に手を置いて彼の背後へと回り込んだ。心臓の高鳴りを悟られないように、クガツは平静を装いながらタクミに尋ねる。

  「タクミは、アユのことをどう思ってる？」

  「……好きだよ」

  　てっきり「怪獣」などとボケたことを言って誤魔化すのだろうと予測していたから、ストレートに答えられてクガツは返す言葉に詰まってしまった。

  「僕は、赤城アユが好きだ」

  　クガツが黙り込んでいるのをいいことに、タクミはほかに聞き間違えようがないくらいはっきりと宣言した。

  　会あい澤ざわタクミは、赤城アユが好き。

  「ず、ずいぶんとはっきり言うんだな」

  　隠し切れない動揺をムリヤリ押し隠そうとして、クガツの声は不自然に上うわ擦ずってしまった。クガツの動揺をどう受け取ったのかはわからないが、タクミはいたって普段通りの調子で彼女に答える。

  「前に『怪獣』って答えてクガツに怒られたからね。だから今回ははっきり言った方がいいかと思って」

  　それは夏休みにアユの家に集まって、勉強会をした帰り道での出来事。

  　帰り道が一緒だったクガツとタクミは、アユのことで激論を交わしてしまった。確かにそのときクガツは、はっきりしないタクミを散々にこき下ろしたが……。

  「だからって、なにも今、このタイミングではっきり言わなくても」

  　タクミの背中を通り過ぎて、クガツは彼の正面へと回り込む。クガツの気配を察したのか、タクミは目を閉じたまま、まるで相手を見上げるかのように顔を持ち上げた。

  「ちゃんと正直に答えたよ。これで何もしないって約束してくれるよね」

  　先ほどの口約束を、タクミは馬鹿正直に繰り返す。

  　だが運命は変えられない。すでにタクミは薬を飲んでしまった。彼は次に見た女性を好きになる。その運命だけは、もはや変えようがない。

  「ああ、約束する。私は何もしない」

  　つぶやきながら、クガツはそっと顔を近づける。

  「……だから、安心して目を開けろ」

  　鼻先から声が聞こえて、タクミは軽く首をすくめながら、なぜか可お笑かしそうに白い歯を見せた。

  「何が可笑しい」

  　笑われたクガツが不機嫌そうにタクミを睨にらむ。タクミは目を閉じたまま「ごめんごめん」と気楽に謝って、白い歯を見せながら理由を述べた。

  「こんな脅迫めいたことまでして僕の本心を聞き出したのは、全部アユちゃんのためを思ってなんだろ？　クガツは本当にアユちゃんのことを大切にしてるんだなって思ったら、何だか微ほほ笑えましく感じちゃって」

  　そういうのって、何かいいよね。

  　そう語って、タクミは心底嬉うれしそうに笑った。クガツが好きになった男はどこまでもお人好よしだった。クガツは彼のそういう馬鹿正直なところが大好きだった。

  「当たり前だ。アユは私の親友なんだからな」

  　声を震わせながら、クガツは顔を伏せるように下を向く。

  「……だから、お前は安心して目を開けろ」

  　そうしてタクミは、ゆっくりと、閉じていた目を開いた。

  　両目を開けたタクミは、視界一杯に広がる光景に思わず言葉を失い、やがてぽつりとつぶやいた。

  「何の冗談？」

  　タクミの視界には一面の暗黒が広がっていた。

  　タクミは自分の両眼を押さえつけているクガツの手のひらの感触を、力ずくで振り払おうと試みた。だが、両手で目隠しをしていたクガツは、視力回復を目論むタクミに全力で抗った。

  「やっぱりダメだ！　見るな！　目を開けるな！」

  「何なんだよ！　いいから手を離してよ！」

  　両目を押さえつけるクガツと、両手を振りほどこうとするタクミ。くんずほぐれつ一進一退の攻防が続く。

  　そんな二人の千日戦争に終止符を打ったのは、何の前置きもなく部室の扉を開けた訪問者の間延びした挨あい拶さつだった。

  「やっほ～、クガツいる～？　あ、タクミくんはっけ～ん！」

  　緊迫感のない声とともに登場したのは、ずんぐりむっくり緊迫感のない容姿をした全身ピンクの怪獣だった。いつものように「のっしのっし」と巨体を揺らしながら、怪獣は遠慮なく部室へと入り込む。

  「その声はアユちゃん？」

  　聞き覚えのある声に反応して、両目を塞ふさがれたままのタクミが反射的に入り口へと顔を向ける。タクミの目がアユへと向きそうになって、クガツは慌てて彼の首を逆方向に捻ひねった。グキッ。

  「アユを見るなー！」

  「痛い痛い！　何だよ、何で見ちゃダメなんだよ！」

  「いいから、とにかく私もアユもどっちも見ちゃダメだ！」

  　今タクミがアユを見たら、その場で相思相愛が確定してしまう。かといってアユが見ている前で、自分とタクミを相思相愛にする訳にはいかない。揺れる乙女心は複雑だった。

  「いい加減にしろよ！　いつまでもこうしているわけにはいかないだろ！」

  「ぐ、確かにその通りだ。こうなったら仕方ない。いきなり金的！」

  　どす。

  「うっ」

  　強烈な一撃を食らい、タクミは体を折り畳むようにして床に倒れ込んだ。

  　文章では形容できないおぞましい鈍痛に、タクミは脂汗を流しながら喘あえぎ苦しみ、全身をぷるぷると震えさせる。それでもどうにか汗だくの顔を持ち上げると、一言文句を言ってやろうと恐怖の金的女を捜して周囲を見回した。

  　……部屋はすでにもぬけの空だった。

  「何なんだよ」

  　声を震わせながら、脂汗まみれのタクミは冷たい床に崩れ落ちた。

  

  「好きな相手にすることじゃないよな……」

  　人気のない屋上で、クガツはフェンスにもたれかかって落ち込んでいた。

  「クガツ？　どうしたの。いったい何があったの」

  　クガツに腕を引かれて一緒に屋上へと連れ出された怪獣が、落ち込む親友を見て心配そうに声をかける。朱色が鮮やかな夕焼け空の下で、怪獣に心配された少女は金網を握る指に力を込めた。

  　――何があったかなんて、言えるわけがない。

  　クガツは怪獣から目を逸そらすと、話を誤魔化すようにわざと質問に質問で返した。

  「アユこそ、どうして部室に来たんだ。確か人を捜すとか言ってなかったか？」

  「うん。タクミくんに相談したいことがあって、ずっと彼を捜してたんだ」

  　アユの捜していた相手がタクミだったと知って、クガツはさらに頭を抱えてしまった。なぜなら、ここでタクミとアユを合わせたら二人が相思相愛になってしまうから。

  「悪いけど、タクミは今忙しいんだ。用があるなら私が代わりに聞く」

  「え？　でもタクミくんはさっき部室に」

  「私が代わりに聞く」

  「で、でも、アユには相談しづらい内容って言うか」

  「私が代わりに聞く！」

  　フェンスから手を離したクガツが、がっちりと怪獣の肩を掴つかむ。有無を言わせぬ気迫で詰め寄られて、迫力負けしたアユは反射的に頷うなずいてしまった。

  「う、うん。それじゃ……」

  　オレンジ色の太陽に照らされた怪獣が、もじもじと恥ずかしそうに指を絡めながら、上目遣いにクガツを見つめる。

  「……クガツ、最近何かあった？」

  「は？　私？」

  「そうだよ。ここのところぼーっとしたり、考えごとをしていることが多いから、何か悩みでもあるのかなって思って」

  　心の底から心配そうにアユが尋ねる。なぜ怪獣が自分のことで思い悩んでいるのか、クガツは訳がわからず戸惑ってしまった。

  「べ、別にアユが心配するようなことは何もないから」

  「クガツならきっとそう答えると思ったから、タクミくんに相談したかったんだけどな」

  　怪獣に心理を読み切られて、クガツはバツが悪そうに眉まゆを八の字にしてしまう。困り顔のクガツを前にして、アユはほんわかと心が和む笑顔を浮かべた。

  「クガツは優しいから、いつも一人で悩みを抱え込んじゃうんだよね。もっと私に相談してくれていいのに」

  「別に優しいわけじゃない。そういう性分なだけだ」

  「ちがうよ」

  　着ぐるみの柔らかい手が、クガツの小さな手を包み込む。綺き麗れいな夕焼け空の下、一人と一匹が互いに見つめ合う。

  「クガツは優しい女の子だよ。だって、私に心配をかけたくないから、ずっと一人で悩んでいたんでしょ？」

  　図星をさされてクガツは言葉を失う。クガツが何に悩んでいるかもわかっていないくせに、アユはときどき理屈を無視して核心だけを見事に突いてくる。

  　それはきっと、アユが友達思いだから。

  　友達の異変に敏感で、友達のために何ができるかいつも考えているから。だからアユは理屈を無視して核心にたどり着くことができる。それがわかっていたから――アユが本当に友達思いだと誰よりもよくわかっていたから、クガツはこれ以上黙っていられなかった。

  「アユは、タクミのこと、どう思ってる？」

  　尋ねながら、クガツはアユの目を見つめる。果たして質問の意味を理解しているのか、アユは間髪いれずに答えていた。

  「好きだよ。私はタクミくんのことが好き」

  　アユはタクミのことが好き。

  　タクミはアユのことが好き。

  　そんなことは、とうの昔にわかっていたはずなのに。

  「……ごめん、アユ」

  　怪獣に手を握られたまま、クガツは地べたに座り込む。両足から力が抜けて、体を丸めるように俯うつむいてしまう。跪ひざまずく少女の手の甲に、ぽとりと一滴、涙が落ちた。

  「私、アユの気持ち、わかってたのに。それでも私は、タクミが好きなんだ」

  　声を震わせながらクガツが顔を持ち上げる。親友を見上げるクガツの頬ほおは、零こぼれ落ちる涙で濡ぬれていた。

  「私は最低だ。アユを騙だまして、裏切って……。私にはアユの友達でいる資格なんてない」

  　クガツがいったい何に思い悩んでいたのか。その原因を知って、さしもの怪獣もかける言葉が見つからない。言葉を失っている怪獣を見て、クガツは涙ながらに下を向くと、自分の手を包み込んでいた着ぐるみの肉球を強引に振り払った。

  　驚きに立ち竦すくむアユへ、鼻声のクガツが気力を振り絞って語りかける。男言葉で、口汚くて、口下手なクガツらしいぶっきらぼうな物言いで。

  「私のことはいいから、さっさとタクミのところへ行け。今ならきっと奥手なあいつも告白してくれる。アユの目を見て『好きです、付き合ってください』って、きっと言ってくれる。だから、私のことなんかほっといて早くタクミのところへ……」

  　言い終わるより早く、クガツの体は温かい何かに包まれた。

  　おずおずと手を伸ばしたクガツは、自分を包み込む「何か」に触れて、その温もりに顔を押し付けた。

  　屋上で泣いていた不器用な少女は、ピンクの生き物に抱き締められていた。

  　小さな背中を抱き締めながら、怪獣は――クガツにとって唯ゆい一いつ無む二にの親友は、涙に声を震わせる。

  「ごめんね、九月。私のせいで辛い思いをさせて、本当にごめんね」

  　親友に抱き締められて、不器用な少女が怪獣の首に手を回す。

  「私の方こそ、逢由がどれだけ辛い思いをしていたか、やっとわかったよ。気づいてあげられなくて本当にごめんね」

  　泣きながら抱き合う二人が、ゆっくりと顔を離して見つめ合う。

  　クガツが、台本に手書きで記された台詞せりふを一字一句間違えないよう口にする。

  「私たちは、いつまでも親友だよ」

  　アユが、台本に手書きで記された台詞を一字一句間違えないよう口にする。

  「私たちは、いつまでも親友だよ」

  　――ありがとう。

  　互いの唇が動き、だがそれは言葉にはならなかった。

  

  　綺き麗れいな夕焼けが、抱き合う二人をいつまでも優しく照らしていた。

  

  　ようやく股こ間かんの鈍痛が治まったタクミは、部室で一人寂しく佇たたずんでいた。

  「あの二人、いつになったら戻ってくるんだろ」

  　暇を持て余していたタクミは、飲みかけだったコーヒーを一滴残らず飲み干して、そわそわとアユたちが戻ってくるのを待ち構えていた。特にクガツに対しては、先ほどの衝撃的な一撃について文句の一つも言わなければ気がすまない心境だったのだが……。

  　ガチャ。

  　扉の開く音が聞こえて、タクミは反射的にそちらへ目を向ける。タクミの視線の先に立っていたのは……。

  「やっほー、キョウコちゃんでーす。いやいや、運動部の助っ人は来週だって言われちゃってさぁ。時間が余ったからこっちに遊びに来たよ。あれ、今日はタクミ一人だけ？　なーんだ、つまんな……ん、何、さっきから私の顔をじろじろ見て。言いたいことがあるならはっきり言えば？」

  「好きです、付き合ってください」



  


  エピローグ

  

  「台無しだ……」

  　二年Ａ組の教室で、九く月がつが机に突っ伏したまま怨おん念ねんじみた声をあげている。

  　『きぐるみん』衝撃の急展開が放送された翌朝。出演者であるはずの九月と逢あ由ゆは、向かい合ったまま真っ青な顔で机に突っ伏していた。

  「すっかり忘れてたけど、『きぐるみん』って不条理ギャグドラマだったんだよね……」

  　疲れきった声で逢由が応じる。精根尽き果てた九月は、机に頬をくっつけたまま力なく頷うなずくばかりだった。

  　九月放送分でドラマは２クール目を終了して、歌劇学園は「番組改編期」という名の文化祭シーズンに突入しようとしていた。学園ではこの間ドラマの収録が休みとなり、出演者には短い休息が与えられるのだが……。

  「いつまで経っても次の台本が届かないと思ったら、この展開を私たちに隠してたのね」

  「渋しぶ谷やさん、悲しい恋は嫌いだって言ってたのに……。まあ、確かに『悲しい恋』ではなくなったかもしれないけど、本当にこれでいいのかな？」

  　うなだれる九月と逢由は、オンエアを見て初めて「きぐるみん衝撃の急展開」を知ったクチだった。主役＆準主役でありながらオチを秘密にされていたショックはいかばかりか。すべては「面白ければそれでいい」が信条の脚本家・渋谷の悪いた戯ずら心ごころがなせる業である。

  「杏きよう子こ先輩も杏子先輩よ！　こんな無茶苦茶な展開、断ればいいのに！」

  「あ～、でも杏子先輩なら嬉き々きとしてやりそうだよね～」

  　九月と逢由のドラマ批判は、途中で脚本家批判となり、いつしか水み無な月づき杏子批判へと変わっていった。

  「でも杏子先輩って美お味いしい役回りだよね～。いいところを横から全部かっさらわれた気がするよ」

  「杏子先輩って、なにげに監督やプロデューサーにウケがいいのよね。それで気がついたらいい役を貰もらってる。なんて抜け目ない女！」

  　理不尽な怒りを糧かてにして、九月がむくりと起き上がった。そのまま拳こぶしを突き上げて、覇気に満ちた声で怒ど涛とうのごとく先輩批判を撒まき散らす。

  「あーもう！　杏子先輩なんて私生活はいいかげんで、だらしなくて、恥じらいの欠片かけらもなくて、男らしい性格のくせにゴシップネタが大好きで、与太話を一日で学校中に広めるようなどうしようもないダメ人間なのに、どうしてかみんなから好かれるのよね。羨うらやましい性格だよ、ホント！　あれも一種の才能か。ああ妬ねたましい！」

  「なんの妬みだよ」

  　登校してきた拓たく海みが、教室へ入るなり恨うらみ節を熱唱する九月を発見して、呆あきれ顔でツッコミを入れる。愛しい彼氏の登場に、九月は「よくもあの展開を今まで黙ってたわね」と般はん若にやの面で睨にらみつけて……。

  　彼の背後に見知った上級生を発見して、束の間言葉を失ってしまった。

  「おはよう、諸君！　どうやらいい感じに驚いてくれたみたいね！」

  　元気よく挨あい拶さつする厚こう顔がん無む恥ちな上級生・水無月杏子は、どうやら九月たちの落ち込みぶりを見学しに来たらしい。九月と逢由が予想以上にショックを受けているのを確認して、見るからに上機嫌だった。

  　最上級の笑みで二人を見下ろす杏子に対して、九月は明らかな不満顔で言い返す。

  「先輩の教室は上の階ですよ。そもそもどうして拓海と一緒に登校してるんですか」

  「校門の前でばったり会ったのよん。いいじゃない、私と拓海は恋人役なんだから、一緒に登校するぐらい」

  　見せつけるように杏子は拓海に寄り添い、腕を組んだりしてみせる。

  　直後、疾風のごとき早業で九月は拓海の腕を、逢由は杏子の腕を引っ張って二人の体を引き剥はがした。油断は禁物、何しろ杏子は他人に取り入る天才なのだ！

  「あんたたちって本当に仲がいいわね」

  　見事なコンビネーションで引き剥はがされて、杏子が苦笑混じりに言い返す。二人の友情を揶や揄ゆされた九月は、ことさら自慢げに胸を張ってみせた。

  「仲がいい？　そんなの当然じゃない」

  　そして、九月と逢由はまるで申し合わせたようにユニゾンしながら声高に叫ぶ。

  　だって――



  [image: ]


  


  あとがき

  

  　ピンクの怪獣の生みの親であるＷＲＥＮＣＨ氏と、

  　ピンクの怪獣の育ての親である電子の海の友人諸氏と、

  　親愛なる居酒屋の常連たちに、本作を捧げます。

  

  　皆様、おはようございます。山川進です。

  　この度、めでたく「学園カゲキ！」第二巻刊行と相あい成なりました。これもひとえに懐ふところの広いガガガ編集部様と、海の物とも山の物ともわからないド新人の拙作をご購入いただいた心の広い読者様のおかげです。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

  

  　さて、今回のあとがきでどうしても書いておかねばならないことがあります。

  　それはずばり、「ピンクの怪獣」についてです。

  　劇中劇『きぐるみん』に登場するピンクの怪獣には、モデルとなった怪獣が存在します。それは私がかつて入り浸っていたパソコン通信（インターネットではない）の創作系フォーラムで、自然発生的に生まれたモチーフでした。

  　私をはじめ、多くの仲間たちがこの怪獣をネタにして話を作りました。そうやって徐々に作りこまれていったキャラクターは、いわば皆の愛情によって育まれた存在。

  　なので、もしも本作を読んで「怪獣かわいい」と思っていただけたなら、それはすべて仲間たちの手柄です。もしもかわいいと思えなかったなら、それは怪獣の魅力を引き出せなかった私の落ち度です。

  　どうでしょうか。怪獣を面白いと思っていただけたでしょうか？

  　少しでも愛情が伝わったのなら、こんなに嬉うれしいことはありません。

  

  　この本の出版に当たって、度量の広いガガガ文庫編集部様、いつも優しい担当編集様、出版に関わる諸々関係者の皆様、生温かく私を見守ってくれた家族と……何よりピンクの怪獣を出すと報告したときに、怒るどころか「楽しみにしてるよ」とまで言ってくれた仲間たちへ、この場を借りて心からの感謝を捧げます。

  　ありがとう。ありがとう。



  
    二〇〇七年八月某日　山川進
  


  



  山川　進

  Susumu Yamakawa

  

  「そうだ、小説家になろう」ある日ふと思い立ち、九年間勤めた会社を退職。暗く貧しいニート生活を数年続けた後、ようやくガガガに拾われる。暗黒時代に逆戻りしないよう次作の執筆に励む日々。
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